


テ ス ト の 答 え は

15 日 間 の

秀

J

 

一

-

A

T

-
7

床 材 P タ イ ル で す

ＳＰＰ 時間 ・ 紫外線にさらす老化試験 Ｋ Ｑ ＲＰ 時間 ・ Ｔｾ

8 %の 飽 和 吸 水 量 の 石 の 上 に お く 耐 湿 試 験 + 24時 間 ・

皮 や 固 い ブ ラ シ で 摩 擦 を 続 け る 耐 摩 耗 試 験 + 90kgの 重

量 を ハ イ ヒ ー ル の 路 の 面 積 に 長 時 間 押 し 圧 す る へ こ み

試 験 + シ ー グ ラ 一 式 滑 り 試 験 etc. . . 365 日 の 変化 を 人 工

P タ イ ル一 枚 に た え ず テ ス ト を 続 け

日 本 独 特 の 〔 湿 気 の 多 し 、 〕 気 候 に も 適 応 し

さ ら に 米 国 連 邦 規 格 を は る か に り ょ う が し

i p タ イ ル な ら 安心」

りだし

て い ま す 。

た 製 品 で

と そ の 道 の ベ テ ラ ン

がいう 言 葉 に は こ の よ う な 連 続 し た テ ス ト の 成 紡 と 世

界 的 水 準 を 上 ま わ る 品 質 と で 裏 付 け さ れ て い ま す 。 床

材 は フ ラ ス タ イ ル P ! 床 材 の 代 ; 名 詞 と し て つ か わ れ て

い ま す 。
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K  工 K

T  E  L  866  ｩｾＶＱＰＱ＠

T  E  L  441 ｩｾＵＹＵＱ＠

T  E  L  57  6 3 6 1  

T  E  L  2 1  2 2 8 1  

T E L ( 2 J 2 8 0 7  

島 応 用 化

東 京 / 東 京 都 千 代 回 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ 7 4

名 古屋 / 名 古屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

7尊 多 / 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  

田

的につく

て い ま す 。

f' ヲヌタタ，ιZマ



床材のハイファッションマチコカラー. .  .  

- 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー ノ き び し い 士 見 十 各

に も 余 裕 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イ タ リ ヤ で も 定 評 の あ る マ チ

コ タ イ ル は 松屋 な ど 有 名 ピ ル

に 続 々 採 用 さ れ て い ま す 0 ・… …

美 しい 色 が20種 ま ね の で き な い 国 際的 な フ ァ ッ

シ ョ ン の 色 で す 。 オ ー ト メ 工 場 で 虫 産 し て い ま

す か ら い つ い か な る ご 注 文 に も O Kで す 。ーーーーー

マ 手3

リノリユーム ・リノ タイル・ピニラートタイル ・マチコ タイ ル ナ イアンリノ タイル嵯昆売元

@ 東 洋 リ ノ ー 株 式 会 社

火 瞬栴刊腕 ' " 剛周' 町 冶・ / 4( 1) 1) 三 加 ピ " ・T E C大 師 (1) 2) 1121

:-' Jll f t 中 央 区 " 姥 ・γ [1= 制ピ110 . T E L .'; )I!{ ( : . U) U 41  

名 古 隈市中区官隊町 Ｒ ＨＱＩ ＱＱ 色ｉＮＮｾｴＺＧ ＺＧＢ タ ーヒＢ ・T 区L. - t ; I>Ii' U ]) ) 31。

福 岡 市 曾 殿 町 ・γ 日 12" " 2 ・T E C 岨 同【 7 ) ) 042: '

E志村の飽 含メ カー ｅ 広 島 割 前東 ｕａ ｾＧ の Ｂ・ Ｗ ・T E L !T. . .  ( 3 1) 引 日
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グッドセンスを

敷こう

ストレー卜で

イ" T - 7  

トラインマット

近代おそうじ百貨

三サ ｾｙ 工業株式会社

本 社 久 世 工 場 / 京 都 分 工 場

':'J;業所・東京都中央区日本縮 努 町ーの 5 ・(671) 4714 

・名古屋市昭和区車田町 2 の 2 2 ・(73) 5138  

・Jjl 都市中京区蛸薬師通烏丸凶入 ・(22) 5363 

・大 阪 市 西 区 北 繍 江 上 通 一 丁 目 ・(531) 3514 

・ 街岡市下対Ｎｬｾ小路 一二 八 ・ Ｈ 3 )  2706 

あらゆる負荷で

7 0 0型開発

M P - 3 T バーナ

コンスタン卜に効率87%発揮

稼式会手土 ｾｉｾ 川鋭 ｚ 所
本 社 ・ 工 場

東 京 営 業 所

名古屋出張所

九 州 出 張 所

滋 賀 工 場

大阪市 大法区大淀町北 1 - 11 T E L (458)8681代

東 京都 中 央 区 八 重洲 6 ー 7 T  E  L  (272)2721代

名古屋市中 区矢場町 1 - 3 7 T E L (25) 8919直

北 九 州 市 小 倉 区 富 野 5 4 5 T E L  (52)  4862 

滋賀県野洲郡肝洲町大字三上 T E L 野洲局 4 0 5



. あ な た の 忠 実 な ・

ド ア ー ボ ー イ /

米 紫 絞 議 案 に 輝 ぐ 米

畠 田 宮 由 宇

1i 7 園事Z 噌 q

描酷騨糊瀦躍撚懇鰐路線場霧鶴鎚輔躍掛摺曙額制御議溺糠寝磁襲鍛務i A

株式会社 Z 哩 白 宇

製 造 天 ダ ?J(/ ( " / 工業義武曾栓

ボニーシーラー

型 1犬 優 焚

故 障 絶 無

r  I  コーキング材にグレインヨロト

ソフトパテ己主二:

l テイ氏化工株式曾社 I

大 阪 市 東 淀 川 区 下 新 庄 町 2 の 2 6  3  

電 話 (381) 1  1  1  8 、 5 5 0 9  



強 い ・ 美 し い

使 い や す い !

。竺三郎銅賞

住 友 金 属 宗主257員各i王子54

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

れ 学校やビルを初め住宅などに

もどしどし使われています 。

. すぐれた断面性能 ・パイプの

強さに角形の使いやすさをプラス

・両端を閉鎖すれば 内面からの

腐食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

. 仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現代感覚を生かすのに最適です 。
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，貴見守番化と. 怠による安 くて安全な 、 ¥ 

句ミ' 171醐

-押 釦 全 自 動 式 小 型 昇 降 機

- つ ね に 新 し い ア イ デ ア で業 界 を リー ド す る

ク マ リ フ トは 生 産量 で も 断 然 業 界 第 1 位 で す

圏工場生産される配線工事

界初町コンセント方式を l車問しました町で、制{ 在限付工事が悟る k 同時

に運転が出来 1 す. 従って工期が30%方短縮きれ ました.

圏 コンベヤーラ インに乗る完全塗装

パーヵー処 J_! 装置お よびコ ンベヤ 式帯外線焼付炉等、一連の最新式企茶

工唱が完成し ましたので、製品は一層 i量畏完全に 'i f) -j しに.

タフリフト 11 一貫メ ーカ- 1 : v r す ( れた吾アイデアと 量f : { _により、倒崎、

価倍、納期などすべでに御，両足いただける Ｔ 玉、日夜腎力いに ｌ ておｾ i す.

入手不足の折柄、利a ・4、荷物 書; J { 耳的運服用とし: て、あらゆる服喝に御

訴用下さい.

一豊一」旦-

T  - 3 0  

M - 5 0  

M - I  0 0  

M - 2' 0 0  

柵.. .
3 0  k"  

5 0  "  

1 0 0  .. 

膏 合 温 度
カ ゴ 寸t世 間 ロ x . 行 X 高

"  m 

SOOX  500 )( 60白

3 0 伺

600 X  6同 x 750 

3 0  "  

150 x  n ox  1 0白

3 0  "  

90 0 )( 900 )( 1，050 

M - 3 0 0  3 0 0 "  _ _U ・ h 。。0 )( 1. 000 )( 1. ε。。

電 2思u J  - 3  0  D .  M - 5  0  s I J ' ミ ':' 1 0 0  v  

ｊ Ｍ ＳＰａ Ｇ ｍ 伊 Ｕ Ｐ ａ ｩＺＢ含むその Ｑ･ｉｊｾ［［Ｂ Ｒ 0  O V です

⑪ q マ ガ'イ 工 業 株 式 会 話

大阪市西区京町堀2- 30  電話大阪 (443) 342ト 5/ 東京都北区岸町 1- 9 電話東京(913) 3146- 8/ 名古屋市中区東陽町 7- 2・電話名古屋 (24) 0372 ・(25) 9041  

京都市上京区智恵光院通り丸太町上Jレ 電話 京都 (84) 3，404・59邸 / 福岡市清川町 3- 26 電話 循岡 ( 2)  4777 / 広島市小網町39 電話l 広島 (31). 1250 



L  

よ り よ い 作 業 環 境 を つ く る

栗田匡土換気冒

K U R I T A  R O O F  V E N T I L A T I N G  

栗田圧力扇

K U R I T A  

P R E S S U R E  

F A N  

F A N S  

司守

R V - S 型

関西地区総代理底湊商事株式会社



A  
｡ ［ｫ蓮盗盈 ｅ ｭＮｾ
Ｍ Ｑｪｾｾｾｾｾ 師団 ｅｅｅｚｚ

. 建 設 省 認 可 / 東計第240 号

- 組

A  

I::::J 

近 畿 地 区

防水工事の

コンサルタント/

員 名 簿

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 似1) 3785 

7 ) レ エ ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 同 4841

株 式 会 社 新 光 商 応 大 阪 ml) 3220 

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 ml) 0251  

中 村 涯 背 工 業 株 式 会 社 神 戸倒) 5884 

棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 側 0674

石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 (3) 0775 

7 サj レ涯青工業株式会社大阪営業所 大 阪 仰1) 7355 

日 新 建 工 株 式 会 社 京 都 出 張 所 京 都 仰，) 4676 

東 海 地 区

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 倒 3541

白 木 建 材 興 業 株 式 会 社 名 古 屋 ( 問 5541

宮 崎 建 材 庖 名 古 屋 ( 湖 1311

中 園 地 区

豊 永 建 材 株 式 会 社 広 品 (61) 6371 

束 中 国 防 水 工 業 有 限 会 社 岡 山 (23) 2211 

四 園 地 区

株 式 会 社 山 本 商 会 松 111 (2)  2717  

大 三 工 業 株 式 会 社 市 松 (2) 8697 

株式会社高知アスフアルト工業 高 知1 (2)  3244 

大 三 工 業 所 徳 山 (2) 9243 

九 州 地 区

日 新 興 業 株 式 会 社 延 ! 日 ) 4305 

株 式 会 社 工 材 社 北 九 州 (38) 1468 

安 藤 工 事 株 式 会 社 稲 岡 (2) 6968 

株 式 会 社 大 二 商 会 宮 崎 5001

. 資 本 金 840万円

五 Ｑ
Ｗ
• 限保証と責任胞工の日アス防水工業協組の

組 合 員 Li 全 国 に 配 置 さ れ て お り ま す 。

信頼される施工技術と 、 たゆまぬ研究と努力

で お 客 様 方 の 御 要 望 に お 応 へ し た い と 念 じ て

おります。防水工事の事なら 下記の日アス

組 合 員 に 、 御 相 談 下 さ い 。

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 鹿 児 仏 (2) 8859 

日 建 工 材 株 式 会 社 初 問 。5) 7752 

関 東 地 区

伊 藤 建 材 株 式 会 社 京 京 似1) 5311 

北 条 漉 膏 工 業 株 式 会 社 東 京 師 1 ) 2670  

有 限 会 社 金 問 興 業 東 京 ( l 6 1 ) 5947  

統 音 建 材 株 式 会 社 東 京 側 6947

大 和 工 業 株 式 会 社 東 京 側 1 ) 6368  

7 サ j レ 漉 菅 工 業 株 式 会 社 京 京 似 1 ) 8501 

藤 井 工 業 株 式 会 社 東 京 制1) 0271 

孤 回 工 業 株 式 会 社 東 京 ( s l ) 3468  

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 仰 : ) 4231  

日 新 建 工 株 式 会 社 東 京 仰 1 ) 1144 

肝 口 工 業 株 式 会 社 東 京 似1) 3751 

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 水 戸 (3) 0171 

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 山 崎 (2) 3301 

同 和 建 業 株 式 会 社 新 潟 (4) 0901 

合 名 会 社 品 屋 建 設 金 沢 (2) 0085 

有 限 会 社 折 杭 政 次 郎 商 J苫 笛 111 (2)  0999 

株 式 会 社 三 井 工 業 所 静 岡 信5) 5718 

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 治 水 (2) 5665 

大 和 工 業 株 式 会 社 富 山 日 業 所 日 111 (3)  4385 

東 北 地 区

日 新 建 工 株 式 会 社仙 台 出 張 所 仙 台 (3) 7790 

北 海 道 地 区

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 帆 (2) 3458 

日 新 建 工 株 式 会 社 札 幌 出 張 所 札 似 (2) 5015  

本 部

関 西 支 部

九 州 支 部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ( 日 新 工 業 内 )

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ｾ ＴＰ＠ ( 日 新 工 業 内 )

福 岡 市 大 手 門 1 の 1 6  ( 日 新 工 業 内 )

電 話 ( 888 ) ＲＱＰＱ ｾ Ｙ＠

電 話 ( 531 ) 5281 ｾ＠ 3  

電 話 ( 74 ) 3461 ｾ＠ 3  

J  



野重 • ， ｴｩ Ｑｊ ｀･ｬｩｾ ダ ｵ

家併13i!f: グ1窓美枝

Ｘｾ ｊｩｴヌー ， ｲＭ ｩＧ Ｏｾ｜Ｑ イド

8ihi ｝Ｇｾ，日ン ＢＭＷ Ｎｦ ￬Ｇ
伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ ン タ

コ ー ギ ン グ 材 サ ッ ・

日 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3 大阪営業所及大阪工場

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

大 阪 市 東 淀 川 区堀 上通り 3- 39

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番町2- 6

T  E  L  (392) 0  0  5  1  - 6  

T  E  L  (66)  8  2  5  1  - 5  



初ート

. ド ア ー を 大 切 に す る ヒ ン ジ

-
. 耐 蝕 性 ・ 耐 熱 性 に す ぐ れ 、 錨 ぴ た り 変

色 し た り す る こ と は あ り ま せ ん

・ 高 精 度 を 誇 り . 音 を 立 て な い . 磨 耗 が

な い . 注 油 が い ら なJ い . 衝 撃 に 強 い ・・ ・・・・

な ど 数 多 く の 特 長 を も っ て い ま す

三止町 4%%1、
近 代 建 築 に ふ さ わ し い ス タ イ ル . / ヌ テ ン レ ス に へ ヤ ー ラ イ ン ・ラ

ッ カ ← 焼 付加 工 し 内 部 は 完 全 防 錆 下地 メ ラ ミ ン 焼 付 塗 装

4l l T 

回牛乳の安全性…盗難を防止します

・牛乳が配達される場合・回表蓋が自動的に施錠

されます

・牛乳を取出す場所…裏蓋はかんたんに開きま

す( 表蓋は施錠されたままです)

圃空瓶を入れる場合…空瓶を受台に置くと、表

蓋が自由に開けられるようになります

. 受台には 180cc瓶3本が置けます

・源付けはかんたんです

Ｎ ミルクチ ェ ストのｾ厚は ＱＰＰ 弘、 ＱＵＰ 弘、 ＱＸＰＧ 弘

の3稜があり、ご要求に応じて製作しており

ます

e J I S 規格表示許可工場 日本住宅公団指定メ ーカー

承 知 工 業 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 悶 区 外 神 田 3- 15- 4 T E L東京 (255) 4831

営業所 ( 日商会館ヒリレ113号)

J  



ノ¥イウェイからあなたのお庭まで・・・

ハイウ ェイ 灯 +

ｍｒ ｾ ＳＰＱ＠ T  

光とともに大きく伸びる/

ノ 、 イ ウ エ イ の 決 定 版

最 高 技 術 を 誇 る

‘ カ ッ ト オ フ "

( G  5 水 銀 灯 輝 く 名 神 高 速 道 路 - 一栗 東 ・ 彦 根 イ ン タ ー チ ェ ン ジ )

電池株式嘗紅

本 社 京 都 市 南 区 吉 祥 院 西 ノ 庄 猪 之 馬 場町 3 - 2  

支 唐 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ 札 幌

営 業 所 仙 台 ・高 松 ・金 沢 ・広 島 駐 在 所 岡山 ・静 岡



ー ラ う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー 〉

す ふz ..， __ 
•• •• 

てE 竺，弓r 7; 久 し7L。

* 半 永久 的 な 保 持 カ

永 久 磁 石 ( 5 kgに 耐 え る 能 力 ) を

使 用 し て い ま す か ら 、 保 持 カ は 半

従 来 の ゴ ム 製 戸 当 り な ど の くく い こ み > <ヵ、み合わせ 〉

構 造 と遣 い 近 代 的 特 色 を も ち 、 大 量 生 産 に よ り 廉 価 で す 。 変 色 す る こ と の い 、近 代 色 が 、 ド

アー の ポ イ ン トに な り ま す 。

* 軽快なワンタッチ

従 来 の ゴ ム戸 当 り と 巡 っ て、ワン

タ ッチ で 経 〈 接触 す る だ けで、ホ

ー ル ド します。

* 強 い 俗 気力

磁 気 力 が 強 力 な た め 、 風 力 な ど に

あ ふ ら れ て 離 れ る よ う な こ と は 、

全 然 あ り ま せ ん。

* 床 周 デ ザ イ ン の も の も あ り ま す 。

瓶三告すす;了間 ? ・ 三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

薬 液 注 入 ・ ・ ・ ・ ・ ・

ｍＮｉｾ ぴに ｌＮｗ 互法
ケ ・ ミ イ ・ ゼ ク ト ( 1旭 凪M ・何圃坤腎)

特徴 ・浸透性が良〈低圧で主主人出来る

・両液の反応成生物であるゲルは

水に不溶性で短時分で固結し収

縮性がない.

・ゲルで困給した砂層は 5 - l Okg 

/00' の圧縮強度を有する.

• y 管主り注入するので土質に応

ヒ無駄な〈注入出来る.

不安定水ガラス ( 樋口博士特許)

• M' I に次 f 浸透性を有し強度大で工費

低廉である。要すればセメント注入へ

の切容が容易である。

・グラウトの凝固時間の調節が容易で止

水効果大である.

・土質によってはM .I 工法或はセメン ト

ペントナイト工法と併用して最も経済

的に目的を途成出来る。

J  

用途: 学ぎ遣私? ? 第塁雲霊誉会ールL主主2皇室富島・漏湧水の止水

・ 隣後 . 造 物 の 沈 下 防 止

完全な防水に・・

日m綜合防水株式盆社

心

⑦

ι ｾｊ ， ｊＭｊｾｂａ＠
取 締 役 社 長 山 崎 慎 二

本 祉車京都千R 田区神田担華町lの9( 大平合ピル2陪) 電話 (201) 代費 1691

大阪書量南大阪市東 区道 陣町 1 - 4 ( 世井ピル} 電話 (202) 6  8  8  4  

工事々 韓 両 東 京 都 車 慣 区 駈 標 町 6 の 335 6 電 話 (962) 2  5  8  1  

鮮細に関 して li 弊社営業部にお問合せ下さい.



きの
@  

切望2

* 営業品目

・スチールサ ッシ・ドア・アルミサ ッ.シ・ドア

ステンレスサッシ・ドア・カーテンウオール

. 冷暖房・給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

・建設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪市 北 区締 ケ校町 1 0  8  ( 新 梅ケ校 町 ピ ル)

t目 指 大 阪 (341) 1 8 5 6 ・5 8  3  1  ( 代表)

東 京都 千 代 任! 区神 聞 岩 本町 2 ( 共 同 ピル)

沼 稲 東 京 ( 254) 2  0  5  1 .(代表)

名 古 屋 市 中 村 区 平 池田f 4 丁 目 4 8 の 2

1包 括 名 古 屋 (55) 2  5  2  2 ・8 6  5  5 番

東 京 支 広

名 古 屋 支 庖

キ土

. . 0-

τz:;; 式車両ヰ朱車畿主丘製 造 元
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種

金
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節 減

新 しL 、鉄筋

"'.1 :::J ;， 
< $ > - 紳戸来銅 Trr

建 設大 臣 の 特 別認 定 ト リ コ ン は そ の 高 性 能 を 認 め ら れ 、 建 築 基 準 法 に 基 づ く 特 別 認 定 を 得 て お り ま す
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浜
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会
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築
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を
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••••.••.•.•••.••••••••••••••••••••••••••••.••••••••••••••••.••••••••

••••• 

会員 の頁用

会員の頁へどしどし

お便りを /

毎号， r会員の頁 j 欄K 会員の皆さ

んの71Tをのせており好評をえており

ます。

協会に対する注文 . 掲紙文t己実J する

感怨， C 意見，建築界のいろいろな

Il t l WK)せすると感額，会員聞の通信

その他何で もよいですから ，どしど

しお便りをおよせ下さし、。 r会員の

頁J 欄( L 集録していきます。字数は

ハガキに書ける程度でよいと思いま

す。とのハ ガキをと利用下 きれば幸

いです。

掲載の分には粗品塁上

日本建築協会編集委員会



会員の頁へどしどし

お便 り を /

乙のハガ キを と利用下さい。

1. 字 数 600字以内( 原則として)

長〈なる場合は別に手紙

でお送り下さい。

自 由

内容も自由です。

掲載号を一冊呈上いたし

ます。

J. 粗品進呈 掲載の分κ :立粗品塁上

します。

とく名希望の場合はその

旨明記のとと 。

日

容

械

1 期

1. 内

1. 掲

1. とく名

••••.•••••...•.••••••••••••.••••••.•••••••.••.••••••••••••••••••••••••••• 
会 員 の 頁 原 稿

所住

名氏職役



催

新年午餐会を下記により開催致します。恒例により昨年11月に勲章並

びに国家褒章を受けられた会員諸氏をお招きしてお祝辞を申し上げたい

と存じます。何卒お誘い合せの上多数ど出席下さいますようお願い申し

上げます。

開
. .0.  

コ弐
餐午年新

1965 年正賀

コい

ユ
一
吉

岡

日 時

会 場

会 費

お 申 込

・ 1月12日迄11::会'I!t を添え事務局ま でお申込み下さい。

・準備の都合 Iとより当日の新規お申込受付は致しませんのでど了承

下さい 0

・お申込者ど欠席の場合でも 12日までにお知らせがない場合は会資

のど負担を願います。

昭和39年 1 月14日( 木) 11時半- 1 時

大阪建設会館 6 階集会場( 東区京橋 3 )  

￥ 1000円

』

=  

日本建築協会欧州建築

事情視察団募集( 予告)

=  

=  

=  

=  

40年 6 月 5 日→ 6 月28日

( 24日間)

758，000円 ( 航空 ・鉄道

運賃 ・送迎観光ノてス料金

. ホテル料金 ・食事料金

. 手荷物運搬料金 ・空港

税)

( 東京) ー( アテネ) ー

(ロ ーマ) 一( フローレ

ンス〉ー( ミラノ) ー(

ジュネープ) 一( パリ)

一( ロンドン〉ー( デユ

ッセノレドノレフ) 一( ベソレ

リン) - ( ノ、ンフツレクフ

ー( コペンハーゲン) ー

( ストックホノレム) ー(

アムステ J レダム) ー( 東

京)

ど希望の方は，事務局ま

でお申出下さい。 2 月号

で詳細をお知らせいたし

ます。

ロ視察団は15名で編成いたします。

口協 賛 日本交通公社海外旅行関

西事務所

間ロ期

松下電器産業 ( 株) 枚方体育館工事現場見学 会

口総経費

( サスペンション鉄骨構造見学会)

1月20日( 水) 出発 ・午後 1 時30分→解散 ・5 時

大阪駅西日パス駐車場 ・京阪観光パス ・目標会旗

1 月11 日までに到着する往復ハガキ( 氏名 ・勤務先を記

入) で願います。定員70名を越えた場合は抽せんの上参加

証を送付いたします。

鹿島建設株式会社設計部

鹿島建設株式会社大阪支庖

4，530 rn
2  

( 1，370. 6坪)

5，329. 5rn
2  

( 1，612. 2坪)

基礎 : R Cパイ ル300<1>， e  = 14m- 19泊継抗。

躯体及びスタンド : R C 軒高18 m。

屋根 2 本の各々傾斜を呉にす 毛アーチ曲線， R C 製にて一方向のサ

スペンション鉄骨 ( 円孤の一部として半径 108mより 38 mまで17本の

各々の半径をもっ鉄骨) を受け ， トラグザイル方向にかかる母屋の上

1<: ラスシート ( 26井) 強り，ガンナイトによるモルタル塗り， その上

1<: プチムゴム系シート防水( シート厚1 . 0弘〉を施す。

アーチ胸部・ 2 本の 7 ーチ交点より l 本の脚部となり各々を地中タイ

ビーム ( R C造) ICて結ぶ。なおアーチは凝似ぬ物線で， サスペンシ

ヨン構造による変形を 7 ーチ上部で更に P C 鋼絡に依り引張を与えパ

ランスをとっている。

計

工

坪

坪

造

建物概要

設

施

建

延

構

込ロ申

日 時

集 合 所

申 込

程口行

所務

害干SlY. 

工

留

キ充

智

福

武

取締役会長

縁 式 会 社

大 社会株式
合 防 l耐 採 iまを

電話阪市北 奥

理 錆 震

用 日的 。ｾ I  :. 

工 全 耐

下進軽
北果幡 村 法 火

自 重
• I  • 

. 軽

さ式 量一町 兵
責 中 量

三六 衛

任 空 .

を鉄
一地言商 施 防 堅

占 庖 工 音 牢

御 A  円

k 阪市東区瓦町 3 / 11 ( 井池筋) JI t t 符ピル 3 階

電話 (202) 3233 ・3234



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 旦 (50音 JI頂)

青 盛 繁 男 井 上 秋 次

青 盛 建 材 株 式 会 社 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 40

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 井 上 窯 業 株 式 会 社 代表取締役

赤 崎 向 井 上 福 蔵

大 阪 市 北 区TE築L富( 田 町 新 日 清 ピ J レ

大株自式阪 市社都枚井島区上東組野石田代表町 2 - 15
361) 8 3 8 8 ・0 9 8 2  

赤 崎 建 事 務 所 所 長
会宅 ・ 岡 市 切 取山締役荘

明 石 一
夫 井 手 正 雄

高 岡 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長
京社京都市都法中京建区押設本小建路築会通協柳会館馬京場都内東支入橋町 ω 5

大 ;阪 市 西 区 新 町 通 1 - 7  7  
団 人 目 部 支 部 長

浅 井 貞
，= iロA  

五 +  嵐 芳 雄

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3 7  

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 副 社 長

双 星 社 竹腰 建 築 事 務 所 次 長

;斐 猪 之

τ t  

伊 勢 清 ，で巳t，、沼
1=1 

大 阪 市 天 王 寺 区 石 ケ 辻 町 1 3  

株 式 会 社 ア イ エ ス 工 業 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

j斐 野 重 太 郎 伊 勢 谷 圭 作

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  株式会社伊勢谷特殊硝子製作所代表取締役

第一工業株式会社大阪支底取締役支庖長 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 - 8  3  

浅 海 正 雄 伊 丹 久

τ t  

1=1 

宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 山 2 - 1 6 1

大 阪 市 東 区 両 替 町 1

株式会社 藤木工務居 専務取締役

朝 倉 暢
一

郎 伊 東 正 也

一

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 - 6  

関林工業株式会社大阪出張所所長 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 所 長

荒 木 芳 邦 伊 藤 鏡
一

造園 コンサノレタン ト 荒木造園設計事務所

池田市才田町116 TEL 池田 (0727) ⑥- 8874 日建設計工務株式会社取締役社長

安 藤 芳 雄 飯 田 精 次 郎

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 大 阪 市 北 区 富 田 町 ?

大日本土木株式会社大阪支庖 専務取締役 共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 旦 (50音11原)

生 田 重 政 石 佐 直 則

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長
尼有西 会崎市 市甲岩子西園佐2-本建l 築町設 7  - 2  6  8  

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5
宮限 社上 子 15  TE計L (事4) 務575所3  

生 島 道 春 岩 崎 甚 太 郎

大 阪 市 城 東 区 古 市 南 通 5 - 5 大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7  5  

日 本 建 築 積 算 研 究 所 代 表 者 株 式 会 社 大 林 組 工 務 監 督

諌 早 夫 上 田 博 巴

不 動 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役
上回消防建設株式会社取締役社長

石 J  11 寛

一
内 田 成 之

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1  1  

石 川 建 築 事 務 所 所 長

須 賀 工 業 株 式 会 社

自 宅 ・宝 塚 市 切 畑 字 長 尾山 2- 37

一
園 俊 郎 浦 辺 鎮 太 郎

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通4一l 大 阪 市 北 区 梅 田 B 新阪急ピ J レ5階

日 本 建 築 協 会 東 海 支部長 株 式 会 社 倉 敷 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

一

r邑... 

能 和 江 J  11 好 巳

日泉化学工業株式会社 常務取締役 山下寿郎設計事務所大阪事務所 所長

自宅 ・池 田 市 室 町 7 番丁 1017 大阪市東区北浜 5 - 1 1 新立川ビノレ

稲 垣 肢 一一 姥 原 逸 雄

株式会社 大 林 組 取締役

大阪市東区釣鐘町2- 41 TEL (941) 代 8 4 3 1

西松建設株式会社関西支居 常務取締役支庖長

d寸ｾ＠
西

軍音寺事 雄 J  11  正

大阪市天王寺区上本町7- 2ノ1 上六 ビノレ

株 式 会 社 竹 中 工 務庖 取締役 ・設計担当

株式会社 今 西 組 取締役社長

i -』1  
村 騰 津 手IJ

一

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 5 6  内 外 木 材 工 業 株 式 会社 専 務 取 締 役

中央電気工業株式会社 取 締 役 社 長 大 阪 府 大 東 市 深 野 南 100

猪 飼 幸 次 郎 尾 亀 清 四 郎

大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 - 7 2

株式会社 三 晃 商 会 代 表 取 締 役 会 長

江東電気工業株式会社取締役社長



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 豆 (50音順)

尾 崎 久 助
岡 崎 八 太

日建・設京計都工乙務訓株T郡EL式向O会日2)間社T上(向植取日野締町南)役開0相354談7役
自宅 府 14  9  大全自岡宅国配建木市豊毛興福セ中市島メ業曽γ区株恨ト板扇老式工町江業会上2組ー社2合1ー理1社61事ノ7長長0  4  

尾 崎 博
岡 本 行 善

尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3 5
大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2- 5 8

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株式会社昭和設計事務所 取締役社長

大 井 弘
=，iEa3 h  

郎 沖 田 誠
一

大 阪 市 北 区 宗 是 町 44 第 l ビノレ 2 階

日阪本市建西区築籾学会近大岡紙阪町支9科- 学部2技1 術事公セ住務ン 局 長内大 1- 118  ター

株式会社大井建築設計事務所代表取締役
自宅 ・大阪市住吉区立jj E8I11T9-21 0f i  3- 204 

大 木 末 次 奥 村 太 四 郎

大 阪 市 西 区 南 掘 江 通 リ 3- 3
大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1 - 51  

大木建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長
株式会 社 奥 村 組 取締役社長

大 津 幸 平 嘉 納 伝 ー

一

大 阪 市 設 東 株 区 今 社 橋 取 5 一 2

大 幸 建 式 会 締役社長

自宅 ・豊 中 市 玉 井 町 1- 8 ノ 1 8  
三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 下 )1頂 郎 海 上 静
一

大 阪 市 城 東 区 関 目 町 1 - 40 

平 和 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 大阪市南区鰻谷イ中之町62 ( 市 川 ビ J レ)

自宅 ・旭区新森小路中3- 94 TEL (952) 1240 株 式 会 社 海 上 静 一 建 築 事 務 所

大 林 芳 郎 :a司 原 梯
BzEi1A h  

郎

株 式 会 社 大 林 組

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

取 締 役 ・営 業 部 長 兼 大 阪 営 業 所 長

大 森 久 司 柏 岡 十 ー 介

一

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  大阪市東淀川区十三西之町 1 - 1  7  5  

近 紙 '[41 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長 阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

大 i ¥ 木 得
: A  

柏 原 国 光
' 口

日 本 建 鉄 株 式 会 社 大阪営業所長

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2- 5

柏 原 漉 青 株 式 会 社 取 締 役 社 長

岡 一ー
郎 梶 本 秀 尾

一

株 式 会 社 間 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 392

八 千 代 短 設 工 業 株 式 会 社 取 締役社長



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 E (50音順)

鼎 秀 夫 木 村 謹 次

大 阪 市 北 区 空 心 町 1- 40
株 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

株 式 会 社 カ ナ ヱ 商 会 代 表 取 締 役
大 阪 市 南 区 南 炭 屋 町 3 8

金 光 五 郎 芹 間 情

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

株式会社 桂 商 会 社 長

大 阪 市 大 淀 区 国 分 寺 町 1 - 1

)11  芹 繁 夫 久 保 幸
一

大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 9  8  
株 式 会 社 久 保 商 底

株式会社 川 岸 窯 業 商 庖 代表取締役
自宅 ・宝 塚 市 宝 塚 武 庫 山 9 9

J  11 崎 敬 黒 田 顕 言ｾ
一

大 雲 市 西 区 靭 本 町 4 一 103

株 式 社 近 畿 建 設 代 表取締役

建築雑誌広告代理屈 一報社取締役社長

自宅 ・大 阪 市 東 区 釣 鐙 町 1 - 3  6  

河 井
見ー脳、， 

弘 桑 名 栄 助

河 井 建 築 設 計 事 務 所 株式会社 エパレヂン工業所取締役社長

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 1 5  大阪市北区鳴尾町10 TEL (341)  6  2  6  0  

河 津 喜 之 助 株 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1- 24

大阪市北区堂山町66 TEL  (312) 8 1 4 0  

河 津 装 飾 株 式 会 社

神 田 正 平 池 茂

株式会社 日本シャッター製作所代表取締役
大株大式阪会阪社市ツ小西キ成池板区商出同城庖友通取会4締-役会社1長長2  

木 下 国 男 島 栄

株 式 会 社 内 外 写 真 取 締 役 社 長
三 精 輸 送 機 株 式 会 社 取 締 役 社長

木 下 光 雄 西 岬

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 5 - 5

株式会社 小田西中 建築事務所 取締役社長
株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖 取 締 役 社 長

木 戸 口 信 義 早 J  11  美 武

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 5 4
美 工 装 飾 株 式 会 社 社 長

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長
大阪市西成区姫松通1- 30 TEL (651)0105 



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 旦 ( 50音順)

林 得 τ，ロta、 佐 藤 太

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  
大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  

小 林 得 志 建 築 事 務 所 所 長
近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

林 麗 仲 佐 野 正 一

大 阪 市 天 王 寺 区 南 河 堀 町 11 5
大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 3  4  

コ パ ヤ シ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役
株式会社安井建築設計事務所取締役社長

林 一一 甫 朗

一

佐 村 木 実

林 {主 宅 ・ 社 長
大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 町 8 1  1  

大 阪 市 東 区 御 堂 筋 難 波 神 社 前
合 資 会 社 佐 村 木 商 庖 代 表 社 員

古 林 義 敦 雑 賀 孝 夫

日 本 建 築 協 会 中 国 文 部 長

株 式 会 社 雑 貨 建 築 設 計 事 務 所

和 歌 山 市 小 松 原 通 5 - 1

鴻 池 藤 一
坂 内 幾 男

株式会社 鴻 池 組 取締役社長

株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 東 3 ー 13

駒 敬

一
棲 井 正 美

駒 日 出 男

大株式阪会社市天駒王建寺築区設椎計寺事町務4所6  

大阪市東区今橋1- 10 朝日生命ピノレ 12号室

関東電気工事株式会社大阪支社支社長

近 藤 郷 次 郎
fI円主 水 和 調

近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区神山町 2 6 ( 富国信用ヒリレ〉

清 水 和 鴻 設 計 事 務 所

しだ ら

佐 々 木 新 一
設 楽 貞 一一

一

株式会社佐々木建築事務所代表取締役
株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 1  5  

自宅 ・神 戸 市 須 磨 区 桜 木 町 3 ー 2 3  

佐 々 木 慶
芝 地 光

株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 其 砂 町 3 2  

大 阪 市 東 区 本 町 5 - 4  

戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 長

佐 藤 重 夫
島 田 啓 太 郎

広島大学工学部建築学科教授工博 TEL @  1161  
清 水 建 設 株 式 会 社 関 西 事 務 所 長

自宅 ・広島市富士見町富士見住宅41 TEL @ 6429  
自宅 ・枚 方 市 茄 子 作 1 9 7 9  



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 E (50音順)

島 村 佐 次 郎 回 中 実

島 村 建 築 事 務 所 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1- 6 5

和 歌 山 市 四 番 丁 4  宮 士 む 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

庄 野 勝 田 辺 信

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 5 7

商 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

城 口 庸 平 回 村 史 郎

株式会社大阪城口研究所代表取締役

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 170 

社 団 法 人 日 本 建 材 協 会 常 務 理 事

須 賀 豊 '=Aロ.. 郎
-『古司・

木 幹 祐

須 賀 工 業 株 式 会 社

八 幡 エ コ ン ス チ ー J レ 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 技 術 サ ー ビ ス 課 長

菅 野 集 高 須 洪 一
郎

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1
株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長

株式会社大阪城口研究所常務取締役
自宅 ・西 宮 市 甲 子 図 町 4 1

戸E生q

谷 ー 郎

一

高 橋 慶 夫

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株式会社大阪建築事務所取締役社長

自宅 ・大阪市東淀川区相川中通 2 - 2ノ4

杉 本 裕 竹 内 良 一

大 阪 市 北 区 堂 島 上 通 り 3 - 1 0  
吹 田 市 中 の 島 町 4 - 5 3  

株式会社松田平田設計事務所大阪出張所所長
吹 田 建 設 株 式 会 社 社 長

銭 高 輝 之 竹 腰 健
1官E』

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 37 

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 所 長

仙 田 四 郎 千 原 大 五 郎

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 - 3  
株式会社大阪建築事務所常務取締役東京支所長

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社
東 京 都 港 区 赤 坂 泡./ i也東急ビノレ

回 中 政 一 地 頭 政 人

一

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 一 104
大 阪 市 北 区 若 松 町 30 TEL (341)句 04・9016・4825

大島応用化学工業株式会社取締役社長
小{英、ンヤ ッター工業株式会社大阪支庖取締役支庖長



謹 賀 新 年 昭 和 40 年 元 旦 (50音Ii 頁)

知 見 義 夫 中 村 亀 太 郎

株式会社斎藤省三商庖大阪庖取締役支庖長

大阪市天王寺区細工谷町74 TEL (771)0633 

株式会社 中 村 組 取締役社長

塚 本 猛 次 中 村 金 一一

一

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 京都市下京区楊梅通烏丸西入 TEL③1184

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 3  8  中 村 金 商 庖

fA 成
一 司11 中 村 孝 一ー 郎

一

( 名 ) つ ね な り ・す た じ お 灰 久 建 材 株 式 会 社 取 締 役

戸 田 弘 光 沼く 井 圭 一

一

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 3 3 大 阪 市 東 区 横 堀 5 - 2 0  

戸 国 建 築 設 計 事 務 所 株式会社 永 井 半 商 庖 代表取締役

東 畑 謙 一一 永 谷 光 男

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1 9  大日本硝子工業株式会社大阪支庖 取締役支庖長

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 大 阪 市 北 区 玉 江 町 2 - 4 ノ 1 三菱倉庫ピJ レ

声5比と

東 捨 蔵 長 尾 正 大

福日自東宅石島・箕膏株区面式上会社市大福桜阪営鳥業北所 取2締 -・役所8長3  
大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 天六阪急ピ J レ

自 ケ 丘 739 の 1 0  日本エレベーター工業株式会社代表取締役

栃 木 政 昭 西 島 修
τ Et  ヨ

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 - 9 野村ピ J レ5 階 大 阪 市 東 成 区 大 今 里 北 4- 1 2 7  

株式会社矢橋大理石商底大阪出張所取締役所長 協 同 金 属 工 業 株 式 会 社 社 長

伴 野 龍 太 西 向島 徳 太 郎

本 田 工 業 株 式 会 社 常務取締役 株式会社 大阪建築事務 所 専務取締役

内 藤
一 真 西 田 義 郎

大阪市浪速区元町 1 - 742 藤本 ビJ レ 株式会社 西 国 工 務 庖 取締役社長

株式会社 竹 内建 築 事 務 所 代表取締役 自宅 ・大 阪 府 岸 和 田 市 別 所 町 503

中 西 道 明 西 村 庄 市

日本涯青工業株式会社 大 阪 支 庖 長 工 藤 匂 気 株 式 会 社 取締役社長
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巨昌金司
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宅 ・ 北区 尾 町 3 - 1 2 73  

大 阪 府 建 築 部 長

伴 秀 雄 福 頼 圭 蔵
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日
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一
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久 野 一一 一
一

藤 田 邦 昭

大 阪 市 東 区 瓦 町 3 - 2  9  
R  I  A 建 築 綜

メロ合、

研 究 所

東洋空気調和株式会社大阪支庖支庖長
東京 (270) 5861 大阪 (441) 9226 名古屋 (23) 5511 
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松 田 )1頂
τロ士r
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一
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東洋リノリユーム株式会社取締役社長
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耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 - 3  5  
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松 井 文 哲 村 石 秋
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松 尾 陽

一
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山 口 豆E司Z  郎
τE士ヨr  田 広 助
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山 口 武 雄 τ Et  Z  田 信 武

大淡自宅阪陶・大市阪株西市式住区吉阿会区波社粉座浜常中中務取l1 --締役9  6  

大 東 市 箇 4  0  

山 田 新 ' tAロ‘  郎 若 林 繁
τロと

株式会社山田建築事務所取締役社長
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山 中 茂 一 鷲 尾 健 ー

一
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• 
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勇 内 英 次

佐藤工業株式会社取締役大阪支庖長

大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  
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伝統と技術にはぐくまれた美しい 3つのデザイン
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北京科学シンポジウム参加のため訪中して 2  
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褒 紙 デ ザ イ ン 表 紙 デ ザ イ ン 小 委 員 会 & 菅 谷 淳

探婦スケッチ. 尾崎久助

売 価 1部 1 8 0 円・送料共

用 布 4 0 年 1 月 2 0 日 印 刷l 昭 和 4 0 年 1 月 2 5 日 宛 行

料 集 人 松 井 町 光

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 摂 3 r 目 37

電話大阪@9648・鈴49・9640番 振聖書日目，大阪39975益

発 行 人 手 島 政 男

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社 大阪市北区堂山町66 電 話 @2091- 3番

印 刷 者 網 野 雫



. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 所 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 (231) 5  8  8  8 ・4 9  3  8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

電話 ( 261) 4070 ・4079 ・617

東芝技術の成果/ 新製品誕生

明るさ3，200' レメシを超えたス子トな32mm管

従来の宰史容および灯哀が吃のまま使用できる

. - ー . .、日 I '，.c.... 

定価る従来品と変リません

現金定価

FL- 40SW 480円

FL -40S0 480円



霊隠寺附近の石仏( 中国杭ナ卜¥)

撮影 訟 井 昭 光
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第 10 巨|

工 高 生 デ ザ イ ン

コ ン ク ノレ

入 選 作

設 計課題 : 市民の ためのスポーツハクス

主催 : 日本建築協会

最優秀賞
設計型? 併を; m絡にとらえ ，プロックの配訟

によりそれを大変耳; 直 IC表現しており ， ζ

のままでも 建 つ案である。ただ鐙#1スラプ

早稲田大学工業高等学校 の構造はともかく ，設備に利用する ICは総

3 年 与 羽 安 美 点がある。敷地周辺の配肢は随ーである 。

審 査総 評 . 敷地の制限は仙、のものびのびとした築を期待したが，i ] l 築面積

の制限で思うにまかせなか勺た ζ とと思う。勢い余ってオーパースケ ーノレの作品が

多かった。

'J ¥i c設計要件を満足させるだけでなく ，そζ I C市民が楽しく恕い，またプレ ーをす

る擦をとらえる E とが大事だと思う。また，ただ述物をJ号示する表現ばかり追わな

いで ， いま少し小味も研究してほしい。それにしても楽しい ， またｾｾのある若さに

満ちた多数の作品を見せていただいたのは ，審査員一同の菩びであり ，大いに次代

IC期待するわけである。

なお選外とはなったが，下記諸 ./ot の集は ，桜舗として絞後まで残った乙とを付記す

る。

M!Ji( 工業同校・ 2 Ａ｛Ｚ ・ 川品正巳 ， 牧野光作 ， 様 ｊｊｾｾｌ 渋谷 ［ｾｪ ー ， 中 山 ｩＮ ｊ ｉ 子紀Ｈ共

同製作)

東京工業高校 2  ＡｉＺ ・ 鈴木防衛，山間綾雄，笹原 ｾＹｊ (共同製門)

名古民市立工芸高校 2 年 ・小蘇侍重

大阪市立郎品工業高校 : 3年 ・吉国孝

新 ｩｾｾｖ［ｾ 立高ＱＮ｛Ｑ工業高校・ Ｓ . " ・竹内弘

審 査 経 過 ・ 審査会は，附和39年10月14日午後 2 時より 6 時にわた った。 出席者

は，渡辺道陣蚕員長，足立孝 ・岩本l I ' i 行 . Iif.Jl i品作A: 郎 ・佐野正一 ・臼石博三 ' ll! 中

幸太郎 ・13凶家弘 ・図的徳太郎各審査口であった。審査は ，本会 4 階集会室に応募

作品 ( 29校 ・10S.... 0 を掲示した会初で ，書簡投裂によった。 第一次審査で24.1，の ‘  

fi 品が妓り， ' 1 i ' i I 1 日の作品についての自由討議がおこなわれ，第二次'Ii'i 査で13戸、の

作品 が投ｽ ｾｾで残った。をの際ＡＡｽ採上位の Ｓ ＱＱ 品が入選 ｉｃ 決定した。第 三 次Ｇ品査で得

ｾｾ上位 Ｔ 点を入選作品 ｉｃ 決めた。第四次醇査で入選作品 Ｓ 点を決定した。耳 Ａ Ｒ 次待

: J ' i で入選 IC決定した 3 点の作品中より' 品査員の合議で級優秀賞( ーの会: 賞) を決定

した 。

国 税 制 ン ビ ッ フ芸 品 市 民 の を め の ス ポ ゾハヴス.

略性何汁門戸

心 司ｾ . ' ・ぷ ._.r〓 六

"  

. “ 同

...，・- t  

J 百 1. ，Ｎ ｾ ｌ＠ lf  
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• 

綾 計 要 件

a. 敷地 i I i 民グランドの一隅l C ill つも

のとして面積は自由 IC. 1l f . 定する己

と。

b. 処鎮の面積 延200m
2
以 内 ( 抗菌抗

は含まない)

C. 所要宝および設備.

(11 スポーツ 資料が} 民示出米る休息宝

121 脱4主主( 男女を区 gr H" ロ γ カー

はそれぞれ15人程度づっとする)

131 便所( 児女を区分する ζ と)

ｉ ｾ ｉ 怪企カウンター

151 その他浦当と思われる室

161 管盟人主，IJj lJ}， 食堂 は別名UICあ

るものとし ，図面 iζ 表現する必要

はない。

d. Uiiri および階数。白 山

静岡県立静岡工業高等学校

3年 本 多 徳 行

Ｗ ・イ Ｗ ィアは而 ｉｾ いが，それだけでは悠築

となり mなも、。いま少し 姐策的にまとめる

工去をしてほしい。が将来性のある楽しい

策である 。

静岡県立静岡工業高等学校

3年 小 林 隆

円Ｉｾプランの中では秀作。凶面もよくまと

まっている。座制の水崎は面白いが， 乙ぢ

つけの感あり。

名古屋市立工芸高等学校

3 年 繍 井 豊 彦

図面は述者。 III し展1 ft スラプ IC 挺!日l があ

る。またその表現 IC注意が必要。
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静岡県立静岡工業高等学校

3年 野 沢 経 恭

六111 プランの組合せは面白いが， ζ の悠物

ICはアフ トオ プスケールで，そのため少し

E せ乙せしている。図面はよろしい。

ヨW

寸

東京工業高等学校

2 年 渡 辺 泰 治，高野 雄 二

佐 藤 和 之 ， 田 中 四 郎

乙ういう者忠の建物 もすでにあったと思う

が，おほらかな ，オープンのも民いはよろし

い。ただ傘のプローポーションは大事で，

凶面の表現 IC も注意が必要。

• 

大阪市立工芸高等学校

3 年 塩 路 祐 一

まE とIC簡明で直ぐにでも 姐つ来だが，11'< 

示に乙だわり過ぎて休怨室を'占っているの

が熊点。



大阪市立都島工業高等学校

3年 杉 本 正 信

コンパタトな 2告で，デザインも i主E だが，

その表現が工芸fl; で建築的でない。力をそ

の方向 IC向けてほしい。

神奈川県立神奈川工業高等学校

3年 宕 国 保 幸

ぷ ｵＱ なよいｾだが味が足りない。もう少し

. t i い野心的なものがあってもよいと思う。

大阪市立都島工業高等学校

3年 藤 田 お

Ｑ ，現は ｾｉｃ 達者だが Ｎ いささかオーパーデ

ザインで，いま少しのびのびしたものを明

む。図面は優秀。
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. 薬 師 寺

1111和17年刀亙，関野先生 IC引率されて， I河内旅行 lζ 来たきりで，20年ど1ff !I'少が、して十たの

で，薬師与もノ三分. ぅ、わっているだろうと思ってみてきました。

約LIil Iζ つつじかl氏側っていたのと， 'lj :nをとっても坊さんにとなられなかった乙とはかわ

っていましたが，磁石も 三百の以 も令銅仏もちっともかわ っていらいので ，ぎくりとしま

した。

1000年立 っていた寺が，10241，手た ってもかわらないはずでした。戦災をうけたわけで・もな

いのだからっ

しかしそ ノコ201，手の|川，兵隊 .ζ はとられるし， I喰うや11良わずで終戦後を過 し，前の会社がつ

ぶれて，転験した乙となど思い l直すと ，つら IC くいほど ，かわらぬ姿に見えたのです。

イ"1か問巡 った考えでミヴーを訪れたのかもしれません。 ( 1T)  

白 古 ビ ル 礼 讃

近頃やたらと降続や地下街がふえたが，乙の階段がなかなかの急勾配で，昇降のたびに絞

れを1' 1 える乙とおびただしく ，なかには山教りを思わすようなものすらある。しかし将棋

倒しになった例はあまり聞かなし、。また林立する近代 ヒソレの巾IC入ると，その天井の低さ

にまず筋く。別 l ζi iJ j がつかえたり ，使用七不都合がない程度には押 さえである。ありゆる

データを ｾ｜ＨｩｬｩＺ し ， 経済性を追求した結果なのであろう。にもかかわらず ， ζ れらにであう

たび何: の低抗を感ずる。

小' 1 : . の勤務するビノレは ，相当の年代物で，窓は小さく! 笠天井はひどくくすんでいる。階

段，ホーノレは! ムすぎ，天井は布く ，全くむだの多い建物である。それでも ，その 巾にいる

と，同の懐 lζ 抱かれた粍の安らぎをf占えるのである。古 ビソレ礼讃である。 ( HM)

. 開 発 と 人 間

開発という 言 葉が，やたらと伎われている。いわく地域開発 ， 都市再￟ｉｾ発 ， 宅地Ｏｊ日発 ， 観

光開発，はては人1m，社会，環境，能力といったものにまで「開発」をつけることがはや

っている c たしかにとの言葉には，日新しい，人をひきつけるようなひびきがある。すべ

てを新しく聞きおとす乙とによって，なにか人間生活にプラスを与えるといったようなひ

びきがある。しかし，現実はどうか。地域開発における段漁村の問題，それにともなう 出

かせぎ労働者の問題，' 1J地問。j発，観光IJ l - J 発における逃跡保存の問題，能力開発における過

剰l競争の問題と脱謀者、非行少年の問題など， i 開発」が現実に人間生活 IC対して与える

ものは，決してプラスではなく，むしろ社会の肢も弱い部分IC シワょせされる残WAな7 イ

ナスでしかないという rs而が多い。われわれは日本の政治家が好んで使う乙の乙とば IC大

いに矯戒しなけれはならぬと思う。 ( KT)  

.  サラリーマン住宅

政府のミ新ミ住宅政策として， i 勤労者 IC住宅建設費を積み立てさせ，残額を住宅金融公

障や住宅公開に融資させて住宅を分譲する J というサラ リーマン住宅なるものがあらわれ

fこ。

「持活〈乙そが何人の住官所有の最終的同tl! である」という考え方は以後一目してとられて

きた住宅政策の基調であるが，宅地債券といい，サ ラリーマン住宅といい，乙乙 2 ， 3 年

乙の考え方が非常 Iζ 表Tf百だってきた観がある。

もちろん ，f! i家を持てる経済力のある人々には結桃なととである。しかし ，より多くの人

々が日々の生活でさえもと、んなにしんどい思いをしているかも知らぬげに ， ifil み立て

よJ とお っしゃる。どうも ，よりよい伶宅に住めるも住めぬも伺人の努力次第で: あると考

えていら っしゃるらしい。

乙れで， i 山i/ S r _ 社会稲村. 国家をめざしております」といわれでも ，そりゃき乙えませぬ。

(MT)  

本号 と次号は たt己の新 しい 執市. t が担当します。
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大阪証券会館… ・…・・H ・H ・.. . . . KK 大 林 組/ 25

姫路観光交通会館・……・・…- 一鹿 島 建 設 K K/ 26

河野K K本社ピノレ・…. . . . ・ H ・-… ・大 成 建 設 K K/ 27

長谷川第10ピル…・・- …… ... .K K長谷川工務庖/ 28

浪花組ビルディング… … … … -不 二 建 設 K K/ 29

オリエンタルホテルー- … … . . KK 竹中工務庖/ 30

1甫島本館 ・従業員宿舎・ ・・ ・ 戸 田 建 設 K K/ 31

秋岡市庁舎… 一… … .... .・ H ・-… K K 浅 沼 組/ 32

丸亀市庁舎一 H ・H ・... .. .・ H ・... ..... .K K 銭 高 組/ 33

寝屋川市庁舎… . .. . . ……… . . . KK 松 村 組/ 34

日本専売公社橋本工場. . . . . . . … . KK 奥 村 組/ 35

堀川電話局. . . ……・…・……. .. .. 大日本土木 K K/ 36

三笠コカ ・コー ラボトリングK K本社工場

…K K 藤 田 組/ 37

石切段業協同組合… 一- … … . KK 井 上 組/ 38

大阪身体障碍者職業訓練所. .... .村 上 建 設 K K/ 39

立花製菓K K高槻工場 ・工場機

... . 東 海 興 業 K K/ 40
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* 耐クラック性最高

耐 熱 ・ 耐 水 ・ 耐 摩 耗

耐 衝 撃 各 物 性 抜 群

ジアリルフタレート系樹脂オーバレー合板

| いわn 攻 ヲ0・ι |

- 含浸・ホットプレス方式・鏡面板仕上げ

::じ ;::: zi妥iiz:; 各種柄

メ ラ ミ ン 化 粧 板

| メ ー ヲ ド ツ

1. 6 % ， ＱＥ Ｇ Ｈ Ｓ ｘ Ｖ ＩＨ Ｔ ｘ Ｓ Ｉ Ｒ ・ ｾ x 5  ＩＨ Ｓ ・ Ｕ ｘ Ｒ ・ｾ Ｉ

・其他各サイズ 天 板 ・ 家 具 材

D A  P  ( ジアリルフタレート)樹脂オーバレー

ド」ケレ ｴ ぞｾ、 Ａ ョ，でＧＭＮＱ占ｼ
高級壁面・家 具・キャビネット

車 輔・船 舶 ・ 内 装 用

総 発 売 元

φ 東 洋 綿 花 株 式 会 社 一

本 社 大阪市東区尚B t t品三丁目 一番地 r E L 大阪( 代) (203)1361 

支庖及 札 銚 ・ 東 京 . fUI 台 ・ 新 潟 ・ 富 山 ・金 沢

出張所 福 井 ・ 浜 松 ・名古 屋 ・岡山 ・広 島 ・ 福 岡

製 造 元

⑨ E 1 R君?王警察合会と

111 

24 
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.  
所 在 地 大阪市ょIr区北沢 1 丁目 29孫地

敷地面積 650. 169 m"  

l J l 築而政 635. 865 m
2  

延 面 積 7. 098. 987 m"  

構造胤校 鉄什鉄筋コンクリート造 . J也

大 阪 吉正 券
ム、

館
下 2 陪，地上 9 階 . 11'i盛 3 階

τE三

竣 工 日 開 和 3 9 年 1 0 月 2 5 日

設 計 施 工 株式会社 大 林 車E

昭和初年中に唆エした新建築 25 



里四

姫 路 観 光 交 通 会 館

股 計 回 避 股 針 工 務 株 式 会 社

所 {E 地 姫 路 市 駅 前 町

敷地面積 345  m
2  

建築面積 768  m'  

延 面 政 6. 142  mヨ

構造組民 鉄筋コンクリ ー ト治 ( - ll1l政

付込) . ) 也下 2 階，地上 7 附，

口座 3 階

1) 1 工日 附 布1 3 9  (J' 9 刀 1 5 日

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

26 昭和初年中に綾工した新建築

ｾ＠



i9d E  J也 大 阪 市 安 上 町 3 丁目 23番地

敷地面積 785. 7 m
2  

建築面獄 776 m 2  

延 面 讃 4，お4. 25 m
2  

栴造規岐 R C ，地下 i 階，地上 5 階，

t汚盛 2 階

唆 工 日 昭 如 3 9 年 1 0 月

河 野 株 式 会 社 本 社 ピ ル

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭和初年中に綾エした新建築 27  



所 在 地 点京都下代間区仲間主ilIRT

3  - 20 

敷地而在'! 950 鈎5 m
2  

i I l 策面的 850. 539 m
2  

延 而 政 10，921. 850 m
2  

m造規模 鋳鋼管構造，地下 3 階 ，

地上10階 I ｴｾ 毘 Ｓ 陪

唆 一仁 円 1刑 事1 39 年 11 月 17 円

谷 川 第 1 0 ピ ル

設 計 施 工 株 式 会 社 長 谷 川 工 務 庖

28 昭和初年中に峻工した新建築



所 在 地 大 阪 市 南 区 玉 毘 町 11

辿築 荷 積 337 m"  

延 面 積 L  703 m"  

構造} 且枝 鉄骨鉄筋コンクリ ート，

地下 l 階，地上 5階. J書

庫 2 階

竣 工 n l I{l 和 39 年 6 月 15 日

脇富島 纏I

浪 花 組 ビ ル デ ィ ン ク

段 針 村 野 森 箆 築 事 務 所

施 エ 不 建 設 株 式 会 社

昭和初年中に筏エした新建築 29 
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所 花 地 神 戸 市 生 m 区 京 町 25

敷地而積 2.  '171. 59 m"  

11築 而 杭 2. 285. 05 m"  

延 而 獄 17. 882. 50 m"  

構造線技 鉄什鉄筋コンクリ ート 造 ，地

下 2 階，地上11階 I ｪｾ 昆 Ｒ 階

竣 工 H 附 有I 3  9 年 8 月 1 5 日

オ リ エ ン タ ル ホ テ ル

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

30 昭和却年中に強工した新遇策
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日

市

面

総

面

L

在

地

築

造

所

敷

姐

延

構

唆

浦 島 本 館 従 業 員 宿 舎

段 計 富 松 一 級 建 築 事 務 所

施 エ 戸 田 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭和初年中に峻工した新建築 31 
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所 在 地 秋 凶 市 川 川 町 山 王 通 リ

敷地面積 28，603 m"  

建築而訟 札 967 m
2  

延 面 積 庁舎部分 13，043 m
2  

消 防 隙 1， 002 m
2  

構造脱線 R C  ( 一部 S 造) ，地下 1 階，

地上 4 階 ，J苦昆 3 階

竣 工 日 昭 和 3 9 年 1 0 }] 2 6 1 1

秋 田 市庁 合

股 計 久 米 建 築 設 計 事 務 所

施 エ 株式会社 浅 ;召 事E

32 昭和39年中に竣工した新建築



ー 幽 圃

所 在 地 JL f也 市 大 手 町

敷地面積 11. 570 m"  

i l¥築面積 2. 348 111"  

延 面 積 6. 717 111" 

構巡脱税 R C. 地下 l 階，地上 5 階，

ｴｾ 昆 Ｒ 階

唆 工 H 附 和 3 9 年 6 JI 3  0 日

メL 亀 庁 合

段 計 日 建 位 計 工 務 株 式 会 社

施 エ 株 式 会 社 銭
吉

岡 市E

昭和汚年中に修工した新建築 33 



-----

寝屋J  11 市庁
ｾ＠
Eコ

t量 計 ベ ニ ス ス ヲ ジ オ 設 計 事 務 所

施 工 株式会社 松 村 事E

所 在 地 寝 屋 川 市 大 字 本 5 7  1  

敷地面積 9，956 m
2  

延 面 積 5，935. 5お m
2

構造線技 R C，地下 l 階 ，地上 3 階，

市民 4 階

唆 工 口 昭 和 3 9 年 5 月 3 1 日

議 事 堂

34 昭和初年中に峻工した新建築



所 α 地 和 歌 ｾｌ ｉ Y;¥ fli 4.: ili 下J . ! '

敷地面積 約 19，800 m'  

III 築面積 11. 896 m
2  

延 面 的 34，876 m
2  

構造線技 R C 3 階建， 一部地下 1 階，

市 lil 2 階

竣 工 日 附 有I 3  9 年 6 月 3 0 日

日 本 専 売 公 社 橋 本 工 場

• 
Z主 計 日 本 専 売 公 社 . K 情 進 研 究 所

施 工 株式会社 奥 村 組

昭和3揖中に綾ヱした新建築 35 
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所( f 地

敷地面積

路 軍商 政

延 面 続

構造規筏

λ 阪 ｲｬ ｩｊ ｴｬ 孟 ｉ ｬ ｩｉ，ｾ心開 ｲ 1丁目 24

3，142  m'  

1，570 m"  

7，356  m"  

鉄筋コンクリート造，地下 1

階，地上 4 階，昆階 2 階

則 和 3 9  ｾド Ｖ 月 ＳＰ 日竣 工 日

_'  

堀 )  11 

，ーロト

同ｾ 話

• 
段 計 日本 lltf 雷電信公社近畿電気通信局第二建築部

施 工 大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

36 昭和銀年中に峻工した新建築



所 ι 地 ぷ 良 県 天 理 jfi 必 幡 町 643

数地耐蹴 5. 307 J t 

u¥築而 l蹴 970 付。

延 面 制 2. 854 m"  

m泊脱線

事 務 所 R l 造 2 F  760目 4 m"  

工 j品 S 造 一 部 2 F  599. 2 m"  

倉 llt  S 造 平 屋住 783 m"  

付属出物 L . G. S 造 2 F  396 m"  

修樫工場 C R造 105 m"  

ガレージ L . G.  S 造 210 111"  

機械必促，外部工事 一式

唆 1二日 附 有1 3  9  11' 4  )] 1  5  11 

三笠 コカ ・コーラボ トリング株式会社本社工 場

設 計 施 工 株式会社 藤 閏 組

昭和扱年中に綾工した新建築 37 



、

所 在 地 大 阪1(.1 枚岡市石切町630

器地ノ I

敷地而桜 1，450  m
2  

池 宮 ｾｪ 面 積 300. 894 m
2  

延 l面 積 570. 96 m"  

f，VI 地別枝 鉄筋コンクリート治 ({.J

凪; 記コンタリー トプロァ

ク造)

竣 工 日 附白I 39 ｾｉＧ＠ 10 月 10

石 切 農 業 協 同 組 合

段 計 株式会社受光建築位計事務所

d  

施 工 株 式 会 社 井 上 組

38 昭和初年中に竣工した新建築
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所 在 地 大阪附堺市旭ケ fc 中町 4 丁口

126 

敷地面f J ' 1 3. 714. 02 01
2  

建築而杭 L  829. 10 01 "  

延 而 杭 )， 829. 10 01"  

VI 浩組政 鉄筋コンクリー ト浩 平 京総

竣 工 円 附 和 3 9 年 3 J ! 末 H

大 阪 身 体 障 碍 者 職 業 訓 練 所

級 計 近 畿 地 方 建 鮫 局 営 繕 部

施 工 村 上 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭和初年中に綾エした新建築 39 



立 花 製 菓 株 式 会 社 高 {I)i 工 場 ・ 場 棟

設 計 施 工 東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

昭和銀年中に綾工した新建築

所 在 地

敷地面積

始築面積

延 商 政

情造規校

竣 工 日

高 岡 市 大 字 侃 原 705 1在地

18，7 1 7 . ωm
2  

3，964.27 m"  

4，037.16 m"  

鉄筋コンクリートおよび鉄骨

造平家辿， 一部 2 階

昭 和 3 9 年 1 1 月 3 0 日



巻頭
白木建築協会会民 東 畑 謙

liij 会長j己的久似J さんの特集口の巻頭コを，はるか後唯である な、が75 く乙とは全く而はゆい

! 長があるが，役 fl と作じ，あえて記します。私がj 己的久以J さんを知ったのは ，大 11:: の末期，大

学のニ ［ｉＺＮ Ａｬのぷｻ木みに，当時の大阪行 Ｇｆ￭［ 紛れ ｕＱ 局へ Ｉｾｩｾｈ｣ 行った ＱＱ 寺である。当時 ， 乙の慌が，

ｮｊ 防局は 大熊 干 Ｇ ｻＩｩ ｬ 氏 を局長として，多くの ｔＧ［ｊ Ｍｲ 主 ｴｾ 誌の設， ｩｪ￯ｩ 主眼 をしていたのだが， その '1.1の

故大のものが刻化の ｩ 司会議事常の ［ＦＱ［Ｑ であった。その ｲｾ 造，ｩｉＢ ｩｬ Ａｬｩに ＱＱＢＮ 魂を打ち込んでいられた

ωが，今はなさt . 百j泌iむ之助 さんであった。荘、はその桃に 111f を もら って，it r. rの実刊に .uをお

くった。その ｬ￬ ￭ ｪ イ Ａ が ｼ到来 の大信災 ， 大 ｊｻＩｾＧ Ｈ￬もすっかり悦けて文字通りパラ γ クであった。こ

んなきたないバラ y クから，新 11本の位築物の リーターた るものが'1 れるのかと，学1乙111す

AHトな私』ζ ( 土，それがかえっ て建築への希型をかきたててくれたのをおぼえている。当時は

以災ω ，，¥後で，鉄筋コンク リート なるものが数 !II: ]:.の ζ とく与えられたl I ;f 代で I _{守き ii 訂版さ

んはこの 析 しき ｛ ｩｬ［を修 ￭ｾＭＺ ， して，乙の大 ｩｴＳ 誌の設， ＱＱＢζ 取りくんで・いられたのだが，時々行き

つまみれる 11与になると ， きまってir. ちよられるのf J i I ，ijJYI の} t ，附さんて‘ あった。おそらく 相1.1炎

によばれたのだろう。そこで 口fiJ あわをとばしな iJ! ら議siftが始まるのである。営住であるな、

ｻ士，これらの先ず 伝達 の議，［市をそばで 聞 きながら ， 止 ｴｾ 高校 体 ｪｏＩ 泌さとＡたの広さを知 ｬ ったのであ

る。私にとってはl己| 怖さんは間接のr : lli であった。

11 ..-1，;でi H応コンクリ ート 椛造が大学で議ぜられたのは， たしか大 ，1'. の11110陀=ある。 始めて

できた ｩｴ 築物は ，ＯＩＭ なおれ往築として記 長 っている点 お ｾｉ 市 ｩＨ ＮＱ 叉 ｬ 書館で Ｇ ＱＱ 比数綬の構造 Ｑ 没， ｮ で ，

たしか大 11二十年Jf ，の終成て・ ある。乙のH引には近代 11 本のII 築界の- ; p; ーの: ; ! J l ej佳作代である。お

そらく 大学のi: IYi./主ω内科もま た大 きな変化があったであろう。 }{ III! ，fさんは大 I UL"HI ' ，て‘ ある

から新しき学 /-nを' 下ばれて! U: fCでら れたH与には lii j( ζ 人がいなか ったも のと 必像する。そ乙へ

ＱＱＱＱ ＱＺ告 を ＪＱ Ｇ ￍＧ ｾｦ するがごとくにやってき た のが ， かＨＩＩ大震災で］ある。そうして ， その τ ｮ 後処理乙

そ ｩｴｾ 高校ｲＺ ｬ ｬｩ の使命 ， }  ･Ｚ ｾＱ 奇さんはあるぷ ｬ 床においてド凶な技ｲＺ ｬｬｩ であった。事実口ぶでｾ築 ｩｬｬｩｗ ｊ

の始めは分断t派jlli 到j であるが， そのメンバーはすべて同 JOI の方々である。駿) { をのばし得ら

れるl I ;f 代に， そのために出現されたような) 己的さんの活動は，さ fごめし水々しかったであろ

つ。

ＱＱ ぶ ｩｴｾ おｓｦｉＮの第 二の革進時代は政近の十年間 である。戦争は ｬ 政域に 始りｾ ［出 ζ 終る。 ＱｉＡｦｻ｜Ｚ［

を占11 した11' ，来事の後，その国の地位や社会の状態が， どのよう な大 きな変化をきたすかをよ

く友わしているのが，わが国の現状である。 l惨敗とは1! ! t 関係で ある。 li iXliij ，物のない同の代

表であった 11本は鉄鋼生産量は八{ 訟に もなって 111 界第三立となった。セメントの生j盗品もま

た同級第三位，ll; 没工事誌 もおそらく同 {，'Lではなかろうか。この l時代に }61怖さんは大きな J!1¥t

能団体の以であっ た。乙のt ' :1沫K . おいても! 己的さんは宇前な校日Ili で・あった。i 1e. 1lによると，

11木最大の建設会社 li て事iii においてアメ リカ合衆同の段大会社をぬき| 世界第ー{ 立であると

のととだ。尾 11J!，fさんが主竹さ れていた公社の E没Ii ｉＮｾＺ 乾ｽ｝ｬを され た髭と質，な らびにト Ｑ ＧＮ 口の数は

おそらくア メリカ合衆同のそ れと比較 して，けっしてお とるものでない と信ず る。

原子 Ｉｊ から炊 事器具ま で ， 現代の ｭｾ 定家は知 らねばなら ぬ。一人の力 をもって して は到底

放ばぬ知識の純聞が必 'll ーである。現代建築の絞鮒さ ，広さは到! 長従来信じていた処築家とい

う観念をはなれてしまっ た。それぞれの i.. 1i 門家の校を借 りて，一つの目的に向 って行機( J ' :Jに

物を中l[ j ' r . ててゆく術か建築家のすることである 。 同的を I}')j{:ました有形物の納級能ノJ がm築家

の ι 桝 ｴｬ ｦｩ である 。絵が上下であるとか ， 桃 ｩ￭ｬｴｾ￬｝ ，織が達者ー である とかは ， それぞ れ の工 Ｎ Ｇｩｰｉｊ 家の枝

にゆ だねておいて， それ らよりはフェーズを災 にした，あるいはそれらより 先行 した と物を

組織する休j " こそ，建築家の最終到達境地で あろう。しかも その術は実{ E 物として衆日 にふ

れ， またWl生不能のm治物と して後 人の批評をうける。 荘、は尾的久助 さんが長としての会下1:

0)('1 品をみて，今さらながら氏 の非凡なJlift iに倣ぷを表してやまないものがある。

Ｈ，ｪｬ ｾ Ｑｉ 砲第・Ｂ務 所長Ｉ
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出 11向 久 助 氏

尾崎久助特集 内容

Ｍ 尼崎久助 ・ 主 ￟ｾ 自作品

・尼 崎久Jjl J 絵

・尼崎久助 ・知歌

. lill 府I U

- 余技

・ 尼崎 久助 氏 ｾ［ｉｦｩ る

- 尼崎久山' J 1' t を凶む座談会

前 11 -+- iili 築 協 会 会 長

r I 木建築協会計さ顧問

' Jr'. 崎久助皆作同録 ・鈴文句概

42 

原 籍 地 的岡県浜タ'，1nl 新居町 1276

現 住 所 京/ i f I 府乙訓仰向 I IIII J 上HI'[ 野字

南関34- 14

生年月日 明治2911'- 5 月 4 11/1:. 

学 歴

大i T: 9il'  7 月 !J，u;r';'?i 閃).:.' ' '1 1学却益s築学料卒業

職 歴

自大i I ‘ 9 作 8 月

三語大 d:J 2長1，10，1

自J 山EI2!j ' ll J J

f凶附布12f ド10) J  

1' 11UJ :f! 1  2年11月

蛍 l刑事113年 8 J J  

i'l l凶品113年 9J J

蛍 Il{f f;t 1l 9年ll J，J

l削拘 119W ll JJ 

IlLi.ft 12Jl I・ 5 JI 

lUi泊122年 3 J J  

l制品123l l' 6  Ij 

1I/l.ftl25年 6 月

白l凶和25年 7 月

蛍 l田和33年 5 吋

昭和33l ド 5 月

l凶布138年 2 月

自 大 正 14 年

単 似 車1 18 年

昭 和 14 年

自 昭 和 21 年

金 l飽 和 23 年

自 昭 和 23 年

盃 昭 和 27 年

岡 市1 20 均J

附 荊1 21 年

自 昭 和 22 年

重! 明和 27 年

l田和24年 8 月

附和2&伴 3 月

白昭和26年 6 月

垂現 在

自 問 胞l 年 4 月

至昭和33年 3 月

白昭和33年 4 局

至昭和39年 3 月

昭和39年 4 月

白昭和27年 3月

三臣昭和3 &年 3 月

白昭和27年 9 月

会 l回和27年12月

反 l!H抗珂ffi 築・l ‘必lii 技師1

官f 吊i復興院( 後に従興hOJ ) 技自h

ri : ' j <: 銀行技仰

μ 谷部竹 ｅ 盟主 ｮ 策Ｇｊ￭必 ＱＹｩｍｾ ， Ｙｩ 以 Ｑｾ ｗＺ京 ・ ｬｩ 必
19i U 

ｾ谷部竹 ｅ 霊長ｾ築 Ｇｈｦｍｩｬｩ 住 友 土 地 Ｑ 必株
式会社に合併により huU取締役ffi 築部以

五 ｫｾ 京事務所以

日 Ｚ 本見 町役産業株式会 ｾｉ ‘ Ｈ住友」 地工務株
式会社改綜Ｉ百 ｾｩｨ 取締役 ｬｾ 正 ｮ 築市民

同 Ｍ ｾＡｽ必取締役｝ｾ正 ｮ 築 部以

同 組 築 部 長 を fuぜらる

日本正E投産業株式会社"fih取締役昨イE

口腔設計工必株式会社取締役l W

日正n設計工必株式会社取締役会μ

日弘t設 計工必株式会社取締役相談役 IC此

任現在に至る

早稲田大学講釧

工学博士の学位を俊与せらる

京都大学講師

大阪大学講師

耳i [1J 省嘱Jt

戦災復興院蝋，fE

大阪市立医科大学且ll iJ I

白木工業飯郡純子E会委上i

大阪府建築士審滋会委民

大阪府建築士審滋会々 u

日;本建築協会理事

日本建築協会々 長

日本建築協会名営顧問

大阪府建築士会週明

ポルトガJ レ図リ スポン市において開催の

節21回万国住宅及ぴ郎l I i 計画会訟に出席

し， その後イダリア ， メペイン， フ ラン

ス. スイス， ドイツ，スエーデン， フィ

ンランド ， イギリ ￃ Ｎ アメリヵの ｾ築を

視察す

皇自車131年112 大阪市建築審査会窓口

白昭和33年 8J J 中火建築士審鴻会委. ft

t臣昭和39年 3 月

|凶肩 l3&ff 5 月 司本建築家協会終身正会. r t

rt 罰

l砲事132年 5 月 建築行政に対する功紅{ l C よ り大阪1府知 'Ji

より表彰を受く

l昭和32年 7 月 建築事業K 関する多年の功制により磁波

大臣よ り表彰を受〈

昭和35年 10月 蹴綬褒章を受く
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長 崎 県 庁 合 長崎市 H制 128年

広 島 県 庁 公 広島iU 11開 m作
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神 戸 市 庁 合 判11戸r! i 1I?1和32年

北 国 銀 行 本 庖

金沢市 1I?1和33年
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τザ E

札 幌 市 民 会 館 札幌市附有133年

毎 日 大 阪 会 館

大阪市 11m可133年

ｾ＠
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東京新住友ビルデ イング 東 京 都 昭 和34年

円本者1)市 セ ン タ ー

* 京{1j i II(! 利34年

‘K  
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都 道 府 県 会 館 東京都 H附 35年

東 海 銀 行 本 庖

名 古 屋 市 開 和36年

'I' 
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1 尾崎久助十

1. 熊 野 の 海

48 

尾 崎 さ ん の 絵 池 田 這 郁

会社のなかではいかめしい顔をしている社長さんたちが，チャーチル会の写生日はまる

で子供のようにほぐれた顔に変って無心に絵筆をとっている盗が，客員の放で出席した弘

をほのぼのとした暖さにつつんだ。そのひとりであった尾崎久助さんと初めて織り合った

のは昭和28年頃と思う。

日附翻家の絵は s 私たち聡梁画家 ICは持合せない純t 1 1 l 1 l 垢さがあり，無技巧ななかに対

P. Uへの紫直な見方や感じかたが，構図や色彩や制子などに現わされている乙とにほほえま

しい貌しみをおぼえたときに ，感心し ，ときに教えられるのである。

尾崎さんは京都チャ ーチル会員として早くから怠加されており，毎年聞かれる展覧会へ

の出品はそのたびに最高の貨を授けられているが，ほかに会日のなかの経済人が 3 ， 4人

と相稽ってひらく展覧会 ICは，いつもその - 11として数点の多くを出品されていたのを，

私は， 3， 4回観て，その熱心さと努力と ，画境と，進歩のあとをよく怒るをえたのであ

った。

尼崎さんが，人物，風景，静物となんでも自由 IC摘き乙な古れるのはめずらしく仰とす

るととろである。その色彩は尖しく冴えて榊成の巧みさとが対照をつよく抑し出すカをも

っているのが特色といえよう。

弘は，最近 IC向田町のお邸を世Jえる 段会を得たが，まず玄関 IC立って，そ ζ I C掲げられ

た三十号大の静物画 IC魅せられて署名を見直したほどである。そして階上階下の部屋のな

かを埋めて陳べられていた作品，おどろくほど多くを積まれていた色紙，さらに夫妻同伴

で渡米の途の写生をも一覧するのに愉しい時をすどしたが，その 2 ， Ｓ 年来の近作の袖ｾ

ICは，すでに日曜画家の域を脱しているのに感心して宥入ったのである。

( 尾崎久助絵と短歌 1 の「画wの刊行 IC寄せて j より引 m)



司e

2.  舞妓( 京都木屋町にて)

上図 Iζ 対する池田巡郁先生よりの書簡の一部

舞妓を描くのは実 ILむつかしく ，私も幾度か写生しましたが，索拙で、すら

かけないのに手を焼きました。それを主11でととまで拙かれているのは感心の

ほかありません。だいいち黄色が明るくて非常にそれが効果的です。髪の乙

なしから顔から着衣の色合いから模様もよく入っていますし，少しツンとし

た乙ういう妓のあの性格や表情もま乙とによく現わされています。手先も柔

らく置かれており ，それに少し斜向きにみた全体の姿が美しい。扉風の黒い

縁線が直線 Ir あらず，下方で= 右へ聞いているのがとてもよろしいのや，畳の

縁もよく入っており，頭部の切り方といい，構図としても難はありません。

乙の至難なモチーフをとれまで= 拙かれたど技術は日 If夜間家の域を脱してい

ると全く感 ｊｬｾ いたしました。
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3. ア マ リ リ ス

.. 

4. 戸 隠 山 残e P

50 



‘ 弘

5. 壷 を 掠 げ る 女

6.  スリップを 11見ぐ女

51 
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右 向 背 面 裸 婦11.  



12. 裸 婦

13.  白いクッジョン上の

臥裸婦

54 



14.  ｉ ｾ Ｎｊいパックの白衣座像

15.  sl: ｲｾ＠

55 
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自宅玄関での尼崎久助氏( I fs .fI 139jド12月) 。右の絵は昭和39年関I珂ー水会入選作品「沖縄の泌」

回 録顧

i J l 築協会託、「往築と社会J Iζ 尼崎久助特集りを1' 1でられ

るというととを Uにしたとき， 絡別の功*i 'l も世!t い"( ' i . とし

てま乙と IC恐従iであり ，またはずかしいととだと思った

が. iJi J会長の特集号を作ることは ，前例にもなっている

ととだというととでもあるので，ありがたくお字けして

いる次第である。その rlil ζ 回顧録を古・けとの ζ とである

が，今年は満70 ，( にはなるが，そうとはいえ，近頃のよ

うに、|ι 均年令が上 っては，人生70才古来荷? なり等とはい

えぬし，また他人に読んで1' 1 うような過去を持っている

わけでもない。しかし弘は最近 .tJ IH訴になったJ t 氏から

p Oの年輪J という回顧録を戴いた。その序文:[11に rr

忘却は相11の人聞に与へ給いし，恩芯なり」という言奨もあ

る。和11のmnl I . みあらたかなる故か，近頃 とみに物忘れが

尾 崎 助久

ひどく 1'1 分の70"j' .の生涯の記憶もぼんやりと霞んでしま

いそうである。そ乙で70"f の年輪としては ，あまりにも

平凡過 ぎるかも知 lれぬが. * 凡なる人生 ζ そ. ありがた

さ一生とも忠、われるので，ありのままをそ乙はかとなく

占き綴った次［Ｚｲ ｾ ｊ といわれている。

氏はdド令乙そ弘より) つ上だけであるが，ソJ j 住民にMf

飛された)j だけによい乙とをいわれております。そこで

私も私の今までのＭｾＮは，よい先生，上司やよい先 Ｎ［ｒｬ を

持 って乙乙まで来 られた経線につきる ，まζ とにありが

たい ζ とである。払[ よ 70'. jーの1，1'. 綿iの荷( i に{放 っても到 j氏

& びませぬが，やはり 思い出すままを jZき留めて泣く

ととにしましたe tE然、の折，ひ ろい読みされて思い出さ

れるととのある ;j もあれば，望外の {宇であります。
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中学校H与代

荘、は 明治42年( といえば随分普だが) ，殺が父祖の業

を日露戦争で勢 ) J を張った満洲へ拡張すべく大迷( 今M

と呼. $;か知らぬが) へ出かけたので= 私もついて行った。

そして翌年，中学校では始めてだという官立の関東郎督

府中学校というのが旅順にできたので，そ乙へ入った。

そして，校長が元東京府立一中の校長として令名のあっ

た勝浦鞠雄先生であった乙とは，私ど もの誇りでもあっ

た。また民政長官は後 iζ 製鉄所長官や日本郵船の社長を

勤められた白仁武氏であり，古11督はシベ リヤ単騎遠征で

歌われた福島安正陸軍大将でtあった。荘、は首席で卒業 し

たので大将から銀時計を日にいただいたが，今も大切に

している。

果して勝浦校長の教育は独特のもので，専門の歴史の

先生とは別K ，特』ζ 日本歴史を講ぜられたがz それは天

中 学 時 代
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皇や初、平藤橘の治乱興亡の跡を顧みる普通の歴史ではな

く，いわゆる文化史であった。私は後になってよい歴史

を教わったと喜んだ乙とであ った。また修身を特』ζ 鱗ぜ

られたが，乙れがまた普通のやり方でなくて，高田屋嘉

兵衛，熊山務山等特殊の人物の伝記を諮ぜられた。務山

の背行の話全容 ，実社会に入 ってからの私に益する所があ

った。 i 筑紫山葉山繁山 しげけれど恩ひ入るにはさわら

ざりけり J i 誕き事のなほ乙の上に航れかし限りある身

の) J ため さん」の務山のこ首は今もなおよく党えてい

る。

また校司11というものを作られた が，そのj13ーに「体を

錬り気を溢い以て剛健の志を立つべしJ というのがあっ

たが，乙れも私の人生11 : よい抱針を与えてくれたと思

う。 勝打I i 校長乙そほんとの教育者であったと私は今もあ

りがた く感謝してい る。 I1穿i補先生乙そは夜、lζ 恵まれたよ

い先生の最初である。いつであったか，乃木大将が学校

へ来られた乙とがあった。満洲の冬の ζ ととてスチーム

媛房がしてあったのは当然だが，乃木大将は「乙んな乙

とでは生徒は弱くなる」といわれて流石の勝浦校長も言

葉がなかった という話がある 。それほど，いわゆるスパ

ルタ式教育であっ た。 今では問題 もあろうが，荘、はそう

いう教育のお蔭を蒙っていると信じている。

高等学校時代

大 I[ 3 1ド- *京両nl へ来て三高へ受験入学した。そのl J l の

ｾｾｪｾｬｊ 学校乙とに ー 日ゃ 三 高 へ 入る 乙 とは大変な 乙 とで三

会主の ｬ ι ｼ 線の ｉｾｉ｝ 子をか ぶるこ とは，その後点京術大 へ 入っ

たり，それを卒業したりまた就職したりしたHキよりずっ

と得ぷでうれしかった。その頃土淵 ￬ ｾｾτｊｉ 務所のＱＺＮ淵 ￬ ｦｕ

ｊ Ｉｊｘ 君は小学でも，京大でも私より ＱＱＱ 下であ っ た。 Ｍｩｦｾｊ

と三高以外は [1 1
学校で成績が俊秀であ った I.:i 'は無試験で

入学 させる という規則があったので，私は郷里iζ 近いれ

古屋の八日へその断告を出 したのだが，満洲に あって歴

史も ご く浅い ｲ ｬ ｬ 学校の卒業生にはそれはｾ Ｚｬ ｆ さ れなかっ

た。荘、はおくればせながら勉強して 三 日 へ入ったのだ

が，無試験で1八高へ入れてもらはなかった方が却ってよ

かった。三日はＭｾｾとの 野 球戦やボートレースで， ＷＳ 年

のJIl Lをわか したし，また山紫水 l珂のj也で比えい山や変名'

山へもしばしば笠って大いに高校生活をエンジ ョイした

ものだ。しかも大正 3 年は青島が陥落し，大正天皇の御

大! l 4 もあって，荘、述の京郎の三高生活は恵まれたもので

‘  



三; rJ ; 同窓。阿倍孝次郎君，放石本喜久治君らも見える。

あった。当時の同窓生花は関西経済連合会々長であり，

東洋紡の会長である阿部孝次郎氏がおり ，最初期の無産

党代議士で布11回の旅館で刺殺された 山本宣治君も同級生

であった。三高へ入ると，そとではまた向由主義の鼓l次

を受けた。その主唱者はもうその頃は 引退 しておられた

がj校長折田彦市先生( 後 IC賞族院議員に勅選せられた)

で，われわれは自由主義を賛美するとともに，折田先生

を敬慕したものだ。乙乙でも私は敬慕する先生を持った

乙とを否んだ。

実社会に出て

大lE 9 1r 私{ 立東京帝国大学工学部建築学科を卒業し

た。そのi . f. は第一次欧洲大戦後の呆気が出たH寺で，卒業

見込の者は早くから就職の話があった。在、には始め先生

から海軍またはｾ視 庁へ行 かぬかとお訴があったが ， 気

が，nJ かぬので'1遂に辞退した。そのうち lζ 沌沢ri 弓君( 神

戸山下女子短大教授，工博) がデザインを， Tt、が桃造を

それぞれ担当する乙とで，建築 'Jl 務"9"iでI長，1，( 明治3 Mj三

開設) の辰野広酋建築事務所から話があった。当時. 同

事務所には大学卒業生はおられなかったようで，相当の

期待もかけられていたらしく，労々かれ乙れ与える乙と

もなく滝 沢君 ととも ｬζ 入所を決必［した。日本ｬｬ｜ ｾｗ の 父

といわれた辰野金吾先生はすでに亡くなられていて ， ｾ

凶 J j 司博士がキー宰しておられた。先生の家柄は南部務の

鉱山方で‘ 厳父は古河財閥の' t . ¥! l . ! j l であったかと 思う。 そう

いう家柄のせいか，先生は実におっとりした方で，私ど

もコセコセするのが恥ずかしい思いだった。悠容迫らぬ

先生の態度は私どもの真似してできるものではないが，

"売の哀には今も残っている。

巾者15復興院

復興局u寺代

辰野山 I
J4'Jl務所在職中， 大正 l Uj eの|菊五! . i 大地践に遭っ

た。私は1 ' 1分がカメラを携えると共に焼け出されの本職

写j;'J; Aili を同行して，主として焼けただれた鉄骨構造や鉄

筋コンク リート 構造の建築を写して歩いた。乙れが後に

復興局放slli 時代に l何回伴三先生のど指導の下iζ 耐火建築

の実験的研究を為す縁になった。そのうち大経火災の復

興のため，子D' 郎復興院という役所がで きて，佐野先生が

辿策局長に任ぜ られたのでt私 も招かれて技f : IUのー人にな

った。技術陣には先輩として，笠原敏郎 ，佐藤茂助 ，伊部

貞吉，北沢五郎，志知勇次，柳沢彩等の諸氏がいた。私

は乙乙で，乙ういう秀才を立ち所に集められたのは佐野

先生の魅ノJ に依るものだと驚き感心した。 乙乙でまた私

はま れに見る立派な先生であり， 上司である人 IC迦遇 し

得たのである。先生は非常1ζ 進歩的な方であった。専門

以外lζ も円* のメート J レ法fj; IJ 定， ローマ字の普及にも非

常に以 ｾＪｪＧｩ があったらしいし，現在の建築基準法の前の市

街地建築物法や部市計画法，またその元をなす東京市建

築条例の11jl J定にも非常' な力をつくされた方である。そし

て帝目，1¥復興院でも，後』ζ 内務省の復興局になってからで

辰野部商事l ' l 5i官時代
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復興局 l時代 ( 昭和5年4月)

も， その中には」木上下水道ili l弱等色 の々技術者もいた

が. )01せず して佐]h' Y先生はそれら技術省の1"1'心を為す切

を旦した。乙れは 官(jj l)! ζ 依るのではないので，前元s した

先生の荷? に見る人 I:¥J としての魁) ) 1ζ 依 るものだと思 う。

( しかしそれは籾分肌というよ うなむのではなく 先生は

あくまでも学先的の方であったが) 。

日本銀行11主代

li{ j 和 2 ol. j;j Uti および横浜の復興は完成した。私は役人

の友人のフロ ックコー ト， 父親のシルク ハァト で天皇陛

下にfF. ; 渇した。佐!町Jl町町lJ

ておられるよ うなζ と を - 寸寸-漏 ら芯 れたとともあつたり

また別の所から のお; 誘涜いもあつたが，結局当時の早f i 1l [J

大 学教綬 ｉｽｾ ｋ ［長多 仲先 生のお 世 話で・ 新 ｅ 没の ＱＱ Ｎ［ｪｾ銀行 臨時 ｾ

築部へ技sl liとして入 った。 11本銀行.;j ;:} ，sは g 本館のほか

に，敷地内IC色々の建物を持っていた が. - .ITした計聞

に従 ったものでもな いので，極めて不佼不体裁のもので
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あっ た。そ乙でそれ らをJli(: 除いて一大建築を悠て. ｊｦ ｬ ｾ＠

とはいうものの，それを木体 としようとするものであっ

た。 11 本銀行大mf犯のー般デザイ ンは長野校slli j云でt あっ

たが椛造は内藤 t.w:LI ζ 特lζ 委l属せ られていた。

般デザイ ンについては，ずっ と以前に11 本銀行技r: 'li

をむ れた乙とのある長野宗平治時士が技師長として就任

してい られた。 そ してZfi 務の方と しては調査役岡野消袋

氏 ( 後に三和銀行政取. 1' 1治大臣，文部大臣，通必大l討

をl歴任さ れた) が大阪支庖から転任 して来 られた。日 本

銀行でも位、は行 IJi で二人の得難い先輩 lζ 日毎親予定して夜、

の人生に大いにプラスするととを得た のはありがたい乙

とであ った。

そして胞工は 総 主を ｪ り ｬ して直営とソ ｾｩ Ａｖ ｲＧ ￭ ｲＮ ｛ 式とを ｦｈ 一 川

された。そ ζ で夜、はtVj 造を実施するに就ての面倒を見，

またその工事監理を担当した。 その!日]l C勉強した乙とに

よって花、は昭和14op C学位を受け た，その間私は u銀ph

H在位築部で 目、の下で倒j いておら れた桃山不学君 ( 後に工

学 時仁) のlYJ ) ) をいただい たとと少なか らざるものがあ

る。

長野|専土 はj泣歴をと くに過 さた231闘にもかかわらず，

小さい特製製図板を作 らせて，定規を使用して色々と原

案を錬 っておら れた。 そうい う事がお好きであ ったと い

えばそ れまでだが，そういう風lζ 建築芸術，建築技術に

徹しておら れた方で，当時の日 銀総裁労 上準之助氏の信

任も ｾ ｉ ， Ｇ，Ｚ ｪｩｬ ζ 篤かったのだ と 聞 い た。その代り事務的才 能

l乙は欠くる所があ った。 従 って政治rf. JDJきをされるとか

術: 誌を ) '1 すると かは全然ないブJ であっ た。先生l土イビl京業

主|ι の後 lf.百だと いう l貯があっ たが，その}'.dt. j はともかくと

して，そういってもよい程の美男子で，悠谷迫 らぬ挙止

はたしかに n本銀行技師長にふきわしいものであった。

岡野氏は私より 5 (，手先輩の法学士であったが. J I:.'':ji な勉

強家でな、共があっと 総くよう な建築の知識をど ζ からか

ｦＱ 入れ ら れ て 部下 を手足のどと く に駆 使 さ れ Ｎ ｾ築 ＡｊｉＮ の

大家長 野 ＺＱ Ｕ ､ｦｬｬ ｩ 民 ｉｌ Ｎｸ ｊ してＧ ｪｊＮ ｾ資 家と して並々と 村 ｬ 対 し てお 4  

られたのは ，ま乙とに見

'JI: なものであ った。氏は

' x によく 努力す る人であ

ったが， また訊JI巡ら 図抜

けてよい人であっ た。

その頃中学校や高等学

校で jiJ jのよいものが. }:I!  

工学系統』ζ 進むとよく い

われたものだが. 71、科系

統でi i J iのよいという ζ と

は夫 lζ スケー J レが大きく

てすばらしいものだとい

う乙とを私は岡野 さんに

おいて!医 々痛感した。長 日本銀行時代



‘'  

野先生といい岡野さんといい 一I-{ 下ほどその下にあった

私は，乙乙でも幸福を享受したといわねばならぬ。

乙乙で荘、は思い つ くままに円本銀行の人 !C対するやり

プi に触れてm乙う。荘、Itlli イ羽18 1， ドの: ( J ; スキーでj ! j ' i 雌脅を

目前めて半年If ¥J ギブスベ ッ ド1 0可ii 比した。そのば) ，岡野さ

んは秘 ;!H交をしておられたが，丁重なるお見舞をいただ

いたととはいうまでもなく ，ｩ Ｏ［Ｚ， ､ ， Ｇ ｪｮｾ るるお言葉をいただ

いたととを今も忘れぬ。もう ーつ岡野さんについて誌し

て円かねばならぬ乙とがある。それは 問ｬｊｬｙ ｾんがＺｦＭ ｉ 匝 ｩ さ

れた乙とはむつかし l ユ乙とで定J干のある 11 ，. j ¥: 銀行の理事

会を大抵辺してしまう。それについて訊られた乙とがあ

る。それは「私tよ理事 lζ 説明 しに行く lii j! ζ まづ 1'1 分 !C 上

くいい聞かせて，説明 して 1' 1分をー|・分に納得させる。 1'1

分が納iつせずしてどうして他 人を納得させる乙とができ

ょう」といわれたことである。 li'foillif さんの努)J の一刻jl; '士

乙とにもあらわれている。

|剤日午 さんが( 後 lこご1' 1分でもいわれたが) 全くぷ人の

1' 1治大I::! ゃ文総大匝もやってのけ られたのは ，ばi似のよ

さ も さ る乙となカ Ｑ ら ， ＱＲ 主らくその ｩＮＡ｜ ，ｾ、と努 Ｉｊ の悶といえ

よう。

長谷 古1)竹 JJ安

建築事務所

へ入 る

II!{ 和13{ト11［ｪ，以行の大 ｪ 肉祭て τｊｾＧ 土完成した。その引の

在、の行先 lζ つい一ては内藤先'1 む汚えておられたようであ

ったが， 11  ［ｪ，ｽｊ ｾｮｬ 付でのな、の友人が竹 ｉＱ 安佐治氏のま｜Ｑ，戚で

あった上うだし，竹l放さんの同: 容の早大古 川教般のJf(') i'i

らあったらしく Ｎ 荘、Ｈよ ｊ ＷＱ かれ て ｬ 三行 ｧｪｬ 竹 Ｑ ｴｬｊＡｩｬ｜ｾシ ｊｾ Ｎｦｊｦ ｉ ｊｔ に

入り， 別;冗長兼点以事務所長として働く ζ とになった。

竹l政局f 1 えからは早く大阪へ米てそれぞれの筋へ扶拶する

ようにとの仔 ljl を受けた。荘、は乙れで 3 阿 FIの10Jめ変え

であったが いつら勤め 口を変えるH fHCブランクの) J  11  

が全然なかったのはま乙とにありがたい乙とであった。

大|奴へ行くと，長谷部竹JtlJ!i¥1，j s庁長の外 lζ 後の( 1 : 友総理事

古田俊之助氏始め， 住友のおえらブJ が* られて住友本

社で ，+食会を催 して歓迎 して下さった。とれには恐縮し

たが，後にこの事を古田 さんにお話すると「結城 日銀総

裁から紹介の手紙が来たのだから特別 倣いだった」と笑

い活でいわれた。事務所へ入 るや否や 日本銀行か ら北分

加の新築と， ｊ 将築部分のＱｬｉ ｝ ｾ単純設の設 計 ｅ 主 主Ｎｮのご委 ｬ 似を

受けたので，時々 11 本銀行の古巣へも ，'H入し得たととは

うれしかった。また上海の郁興ｾｉｩｾ銀行やＮＱＱＺＮＩ［Ｈの ＱＱ ，結合準

創立銀行の主脳部に日本

似行から赴任された方

があった関係 で，両行

の本庖 や各地の支庖の

新築や改築の E没計監理

を受注 した。花、はその

仕事でJ I:. 支や中支へ何

度ら往来した。しから

戦争 '1
'
ながらその聞と

ζ
でわ快く仕事をする

ζ
とができたのは，どを

く11 本銀行のおi法であ

っfこ。

ｪ えれ ｭｬｾ んというブ ｊ

は明治，人:_if ，11日和 二

イにを迎じてのJ泣しすくれた芸術的池袋家であった。しか

も天 J 的芸術家にめりがちな偏奇なと乙ろは全然なく人

物 '1' 11:" ｉＧｊ 山 ｩ 況 ｊ 打点 ￬ｊ ￭＼ な人ｉＯｾであられた乙とは知る人作

が敬慕す るIJr である。こういう所It1剖 !f jー・、l' 治先' 1:，とら

相Ij辺じていた。

竹似さんはまた全く逃った人物であった。ある II!HL、の

II 1J以来のN. 人でt あり )(1波市建築局長であった欣 )1: 上主rr

_ .討を持して仰大なる常識人だといわれた乙とがあった

が，竹 m止さんらそういえ( j " ， またイ{，! ノ( t，J. 且』ソミ人だともい

える人であった。

住 友人 iζ なる

メ， Ｑ ， ｅｾｆｬｪ 災 Ｂｦ ｲ Ｇｻ ま紡 ￬ｪ 災の ＱＱｾ 々しさに反して，二 ｬ 斗 ｩ に形勢Ｈよ

逆転 して行ってあらゆる工事の j丞行が)1二川1ζ 約四になっ

た。 11日平f11町三住友土地工務株式会ト|ーというのが，ぷiL

せられ，長谷 ［Ｂｪｬ 竹 ｪ 供Ｔｊｬｾ道事務 ｦｲ はその会 村 ｬζ 買収される

乙とになった。そ乙で竹j奴さんはその経総を話され「あ

なたはどうしますか」と問われた。そ乙で1 '1、lよ「先mの

よいと 思われるようにして下さい」と答えて{ l : 友こIJ 也工

務株式会社取締役建築部長兼東京事務所長として住友人

になった。後 lζ ，元住友銀行社長でありイl = . 友の元老の ・

人であられる 岡橋林氏にお会いしたとき ， i lL、は尖然、{ t

友人になったが，機子がわからぬので心配している J と，

お話したら， i 仁l 木銀行でがj め上げた人なら 心配は p ら

ぬ J といわれた。そ乙で i U面白に努ノJ すればよさそう

だJ とまづは安心した。その後会付 (1 11［ｪ ｾｩｴ ぷ ｊ Ｇ ｦＮ業株式

会 ト| と改称して!iH Ｇｊｾ 貿ｾ Ｉ を ＭＱＺ ， とする 公 社にな っ た。
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日建設計工

務株式会社

在、はその専務取締役建築部長になったのだが主として

建築の設計監理の業務に従事した。しかし敗戦前後でま

ともな設計監理の仕事があろうはずはなく ，住友述系会

社やその他関係 ある工場の復興のために資材入手 lζ 骨を

折る ζ と等が主な仕事であった。その頃は建築部門の成

絞の上がらぬのに苦慮 した が，商事部門 とill 築の設計監

理業務とがーつの会社内にある乙とが双方に利主主でない

乙とがわかって 1111和25年に設計監理 iij )門は， 仁IU¥設計工

務 株 式 会 社 と し て 分離し，荘、はその収締役社l止になっ

た。 1mもなく労働組合ができる乙とになったが，荘、は

そうい う乙とには全然素人なので， ｾｾｴ いでＭ参 ｊＵ 己 ｩ を只っ

て読み当時の総務部長布泊二 氏 ＨＪｲ， ｾＱ 前大 仏 Ｎ ｜Ｔ で現在干 ｩ

務取締役) の援助を受けて，どうやら労働協約を結んだ

が，全く骨を折った。 しかし荘、は団体交拶のH与はどうせ

llt 引をするような知識も， ｬ￬ｾ ノ Ｓ もないので ， ただ誠 心 誠

立をもって当ったが， 乙れは組合側にも理解されたらし

くて大した波測 もな くて，労働協約をれI; ひ15たのはあり

がたかっ Tこ。

私は学校を Ilj ｾ て最 初 に就 職した のが ｩｬｬ ＿ｩ＿ｩ設計 ｌ ｈ 務所 の

1臨 筋 ( 明治36'cf . 設立) である辰野お同事務所であった

が，日 建設計工務株式会社というやはり止J ! : 築設J I会 社 で

Ju後 ? の乙川、公をする乙とになったのは奇しき迩命とも

いえようか。そ乙で私も全力をつくす覚悟になった。そ

して何というても住友財閥を背景にしている上1[ ，Jえ谷

市 竹 ＱＱ 要 ｩｬｬ ＿ｩ＿ｩ‘ ｊ ｾ 務所以来の経歴もあってよ ｼ 業は ｕ を逐うて

ｾｾ大におもむいた 。 その 上 荘、が復興院や復興 局 にいた句 Ｚｪ

の先読，匁l己が地方長官や市長勾ーになっている人か幾多

円建設計T. fhK K社長時代 ( 昭和33年)
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ありi I 本銀行で

食堂をともにした

おイ巾聞は地方銀行

や特殊銀行の頭取

総裁になり，また

有力会社の主脳r ¥jl

になっておられた

ので，それ等の方

々のご援助で社業

はいよいよ盛大に

おもむき， 11  本最

大のえ ｴｾ［ 没 ［ｮ Ｎ 会社

であり ，l l J 界的に

いっても五析に入 口 硲救 例工 務 ｋ ｋ 会艮 ｬｉ ｩ ｩｻｾ

るといわれるよう

になった。しかし1J: Ｇ ｊｾ の日や技術院 ｉｉｾ の大をもってのみ

を衿りとすべきではなく ， よいｾ築を作るべきなので，

それには苦慮したが， 十lζ 大方IC褒められる建築も幾多

設日| 敗理するととができた乙とは うれしい乙とであっ

た。 上記先輩や知己が長く荘、を忘れられる乙となく庇泌

を賜わられた乙とは感激のしだいである。

荘、は本業のかたわら，長年早稲 田 大学 ， 京自 ｾＱ ¥大学，大

阪大学の諮問も ｾｩｨ め， ＱＱ 付利の 初 年以来 ｉｊ 本ｾ築学会 ，

" * 砧築 1; 会， 11 木正t築家協会等の役員を虫JJ め，ま たT宮

市行ii 次災復興| 洗の l以託であった乙ともあり ，U¥設省の 11
1

央住吉お 1: 務談会11日，通産1行の円木工業標準調査会委員

匂であった乙ともある。 Ｑ Ｑ ＩＮ￭Ｚｕ｜築総合試験所創立準備ｾ

日長もやり，それができた今は顧問をしている。 ζ れら

は何れも荘、のえt築家たる乙と lζ 大いにプラスに な った。

その後1I { 1和38年 2 ) J 末には改還を機として会社の会長

も辞して現花は取締役相談役と して気 ままな 出動をして

いる。また社団法人 Il /M t 築協会の会長も iYi' の春の任期

を機l乙退いて. メトは 71rF顧問を させてららっている。 11

本 Ｙ Ｎｴ築協会の会 ｪ えとして就任していたえ ｴｾ ［Ｉｴ ＿Ｂ￬ のＱｽ日もＱＧ Ｑ

然砕任した。ただし大阪市建築審査会委員は，そのま

まで傍) J .liil の委員会その他臨時委員会勾ーにも つと めて

11¥席するようにしている。

ある H年先読の某氏が「尾附君は実』ζ 人柄がよい J と褒

められたので ，位、は「尼崎君は手腕力むに勝れていると

ｾＡｲ，もいってくれないのが物足らぬ」と返事したと乙ろ ，

「人柄というものは手腕)]iil 以上の もので界易によい人

柄に述する乙とはできるものでない。よい人柄というの

はM大級の讃砕だよ」といわれた乙とがある。そういえ

ば多くの先i li ，知己が俊助して下さるのも，夜、のなまじ

っかな手腕) ] 品でなく て，よい人柄放というようにいわ

れる方もあるので，あるいはそうかなとひそかに1 ' 1負す

る乙ともあった。

平l、は IIH和33年社長を後進 l ζ;護って取締役会長になり 分

.. 
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』ζ 応じて社業 l e精励していた。しかるに昭和36年夏突然

脳血栓というのに罷って直ちに住友病院に入院した。私

は元来酒は余り飲まぬし，近年は余技として勉強した小

唄や全く我流の立方て、11寺! 日] をつぶしてできるだけアルコ

ール分を摂らぬととにしていたので，はなはだ不思議に

思 ったのだが，院長や主治医は「あなたのは働き 過 ぎが

原因ですよ」といわれるし，兄姉に乙られた先輩匁l己も

よくそういわれた。

内政多仲先生

11* 学仁院会員早稲肌大学名径数J受早稲 田大学% 台工

学博士内藤多イ"1' 先生はね、の恩人である。内藤先生 lζ は学

校で教えを受けたわけではない。講習会で講義を聞いた

乙とはある。学校をはiた頃同窓生が逓信 '(i K 入ったが，

その時先生は逓信省の l恥託をしておられた。そ ζ で同窓

生を通じて先生iζ 知られた。そして私も構造学を勉強し

ていたので先生を師外の師として色々教えを受けた。乙

れが機縁となって，四十年余非常なお| 止話になる乙とに

なった。そうい う仲間は数人いたのだが，職務の関係で-

i去ざかった者もおり死亡したものもあり，結果荘、が最も

恩顧をいただいた ζ とになった。先' 1 " は 甲州の旧家のど

IL¥身ださうだが楽学ではなかったそうである。 近年努力

五十年という回顧録を J iかれたように記憶するが，たし

かにその通りと巴、う 。

私どもが学校を ;nた凶丁度先生が横力分布係数を誌礎

とした耐震構造論を発表された頃で，それからは内藤先

生の| 耐震構造論は ，n本の耐辰構造学となり先生の構造

学{' I"と しての地位を確立した。その数年前から先生か1構

造設計をされた重要建築は沢山できた。先生はそうい う

実務ど多忙の 中を早大教授として ill 'Z! な講義をされた外

Ie ，早稲田高等工学校，早稲問工手学校，早稲 田工業専

門学校等 le も講義を持たれ，その頃のど多忙さは驚攻す

べきものがあった。その上仮ｩｊ￬ｬ ｊ 理論にＱ｟ｾ磁を置いた最新

の耐震構造論にも耳を傾けられて 7 ニラ大学の求め K 応

じて耐震構造論を講義して ζ られたり，また基礎研究会

を作ら，11 . てな、と‘ ももお下伝いをして勉強した。そのお忙

しい 11 1にも fitir をたしなまれ，バlJ ;-(染 JI: の舛介で衣裳をつ

けて演能されたのには縫いた。

しかし先生の努力はただ11寺をかけノJ を溺すばかりでな

く，何iζ 当られでも必ず創意による工夫を乙らされた乙

とを私は知っている。その一つは熔接でありまた馬事会

苑を日| 匝iされておられた11与. 鉄筋コンクリートのアーチ

iζ 色々工夫されていら れた乙 とでもある 。 EIUl 設計工務

株式会社の顧問として，エッ フェJ レ塔より高い東京タワ

ー設計の指導K 当られたが，ただ非常に高い欽燃とい う

だけの計算ではなかったよ うだ。その縁故をもって先生

はエッフ ェノレ塔何十年かの記念にど家族とともにパ リlζ

招かれて，最近行って来られたはずだ。80_Jr に近い御年

だが，ま乙とに御訴しいしだいではないか。また先年地

震学省として地袋後のイランに招かれて行って来られた

が，その後早稲 岡大学へ研究所を寄贈せられ，そ乙でイ

ランの学古だか学生:1ζ しばらく耐震構造を教えられた。

柳家金認後:

師匠の言葉

112和39年 l 正j， 荘、は渡辺 11 木屯気社長のご払! ; 酌で三男

iζ 七同家の女を安り ，パレスホテルで披露安を俄した。

そのとき ，柳家金語楼[叩1' 1が土国家の存として 11' ，席され

たが，そのと j尖拶が興味を 引いたので，乙乙にご披露す

る。円く「何か面白くなくてムシ ャクシャした場合は私

の顔を| 伽ζ 浮べられたらなおります」乙れはテレビのジ

ェスチュアーの金語楼r : rri匠の奇妙奇テレ ツな表的のとと

であろうが， もう一つな、がほんとに同感した乙とをいわ

れた。それは「私は努力という乙とを芯識せずにつねに

努)] してきました」と 。芸能界ではちょ っと油断 してい

るとおくれてしまう。 何をするのでもつねにがj 新創訟を

jうえでの 11 々でなければなるまい。そういう風では一々

; 志、識して努 j J していてはたまるまい。立識はせぬが，そ

れが努力になっているというのは尊い乙とだと思う。オ

リンピックのクーベノレタン氏も I1券つ乙とより努力する乙

とが大切だとテレビを通 じていわれた。そういうな、も実

は凶イ・余年つねに努力 してきたのだが，特 l ζ' 宵を折 った

等の; む識はあまり なかった。 11本銀行J叩築の構造施工lご

当って，今までただ習慣的にやってきた乙とを理論的K

考えたり，前後十年間にわたり三回に分けて施工したの

で，その間のデ一、ターを整理して，統，11 的研究をあては

めて見たり，要する IL ， 11  ｾ品の職務として精 ｉ ｬ｜ した乙と

が，学位論文;に1' 1 然になった。また 11 i t ，-; s t ，i I 工務株式会

社になってから他から淡ましがられるほとよい往築の設

，:1 監理を沢山受it したが，その多くは多年のぷ↑ Jiの 1" 然

のl切であった。

今刷「建築 と社会」が尼崎久J j }J特集けを/ 11きれると い うのは 誠に凱外

の ｴ さであるが ， 特 ｉ ｾ お 忙 しい方々が多数 ｃ 待摘にな り ， まに座談会には

東京からわざわぎ来会さ れた同級生もあって， 真: J I _ ありがたいことであ

る。弘は蝕脱 色その後顧淵にt J < 万 " 向い， 先般は主治医のと鯨解色あっ

て本復のと候 拶 状を ζＧ 心 配 ｉ ｾ 与った 各 方而へ ｩｬｬ した。終り ｬ ｾ ｦｉｉＮんで ［ｦ，ｬ， 、の

深踏の苫{ 訟を申し述べて置 きます。
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刀ミ 技

尼附は非常な勉強家でどざいましたが，ま た趣味の広

い人で，いずれも1与門家について判っておりました。だ

からどれも相当な城まで達したのは感心だと ，内jftも多イ'1'

51:/ 1". のお褒めもい ただいておりました。

大 il ': Ｙ イド ｬζＪｾ ［ ｾ 常国大学五 ＱＱ Ｒ 主 科 を 卒業して 以来 ， ーに

も勉惜し仕事と四十有余年を: i I i ! J してきました。私の友達

などは ，尼崎 さんはほんと うK 勉強がすきなんですね，

何時伺 っても担芥 に入 っていて一度 もお白にかかれず，

耐える 11与分になってやっと当斉から/ I _ ｾて来 られるので ，

ノト 11 はと ，さようならを一度K いわなければならないの

ね， しかし人織からほめられるような勉強という ，いい

組味を持っておられて結構な乙とですね ，といわれた 乙

とらどざいました。それは 1' 1分の職務のとともどざいま

したでしょうが，非常 に責任感の強い人であるからだと

思い ます。その乙とを尼崎に訊しましたH与に，ｾ ｕ だとて

遊ぶのが嫌いな人はおそら くないだろう ，荘、だ ってその

j並りではあるが， それでは，'111 の '1
1は通れるものではな

い，たゆまず勉強もし，研究 もして少しでも IHの11 'のた

めになるよう努 ) J するのは当然の乙とではないか，とJ j l

しておりました。と 11.1しましでも ，企く他に趣味のない

人ではなく ，スポ ーツは三高時代にはテニス ，大学ICな

ってからは- * 応と ， しかし釆応はなかなか思 うように j

がいう乙とをきいて くれず問口し たような ζ とを，ノト(-1:

なき尼的のお友述のJ師事l1i ' ｾｉ 将小 ｦｲ 尚隊からうかがいま

した。

また，テニスもすきでJ仙めに1' 1
1

1るようになりましてか

らb， ｉｉｉｉｉｉｾ＠ 11ζ とに，渋谷に同郷のお友述がどざいまし

て，そ乙 lζ コー トがおありになり ましたので，友人と j.1!

れj' r . って荘、などほうり III してi泣いて行ったものでどざい

ます。 小股ｾｦＧ ｦｬ 折 の ｦ ｕ ，ての 河合紘は、 ｾＱｉ Ａｩ のお ｻｲｬＧｭｊ だそう

でございます。

そのI ; ( iでしたように思いますが， ￟［Ｇｬ が ｾｊｳｪ かったもので

すから戸を 11¥す乙とが健康上ょいと rll しまして ，:3zlt. if，t  

の請を 数年 習いま した。 も っと も諸 ｩ は ζ の ｬｉ ｾｩ がはじめて

ではなく ，大学卒業J i iHζ 郷里のli 争岡県新f . ! i 'III Jl C U休みで

川省しておりました11与，盟締まで旬 Iljffi って押いました

が，その当時は近所の人迷が尾崎総て‘ は誰か11有人でもあ

るのではないて- し ょうか，大分IC うなり声がするといわ

れたほどで，その程度もおわかりになりましようと思い

ますが， しばらくやめておりまして，また蝕炭のためは

じめまし たII!Hl ，下地のありますためか何らわかりませ
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ぬ私i主でもさかれる なと 思うよ うになりました。

大 ､ ｊＲ Ｑ，下の大震災の後は職務上 ｾｉＧＮＧＺ 市に多忙になりまし

たので，何時とはなしに速ざかり ましたが，数十nuあり

ました話iの本には丹念K 節回しのしるしが朱で苫いて あ

り，作JII!i でも諸rえるようになっておりましたのには感心

いたしました。

Ｎｦｊ Ｑ［ 沢 Ｍの 復 興を ｪｬｬ ｾ Ｑ しておりまして ， その 復興 も完 成し

ま して II .M 1Hi のm"，; 11!J' :iJl ;3延滞の技r: ilj として似j めま すよう

になりましてからは ，銀行建築のため .Jfii 多忙を版めて

おりました。

その110，銀行の京; し 3ブJ 々と一緒 IC スキーをはじめまし

た。子供の時前洲におりましてスケートはかなり 上ずで

あったとか rli しまして， スキーなど 何 でもないと ｉｾ し γ

がら ｊｪ ｬ ｻ ドである乙ともわすれ ，才品 、ブ ｊ より もっ と ＱＡＡ ｕｾ な

ことをし たために矧椛に怪殺をしまして半年間も臥J ) . . : し

なくてはならない草:nlζ あいま した。その間病院へ行く

11年でも ，私どもが ili のことは心配す るからと 申しますの

に， 1' 1 分で流しの市をひろい ，あとになって病人が何で

むしなくてはならないのだから 悶 ったものだととぼして

おりましたが，ちょっともじっとしておれな い気性も病

気してまであらわれるのだなと思いました。他人まかせ

にしておけなくて1 ' 1 分で何で もしな くてはすまされな い

帆桁の人であることが，{ 士事の」二 iζ もゴ己分あらわれてい

たと思います。ま九回l休ですることでも，いい加減なこ

とは ｩｪ［ ｒ ｾ 、で ，イ Ｂｊ でむ徹氏しな く てはすまない人でした。

ｬｬｩｩ Ｚｘ Ｑ し て ｉ［Ｎｾｊ ぶ して，むりました 以 は ， ｊ￬￬ ｾ しい 宮 さでござ

いましたが ， 似 ￭ｩ のえＮｴｾの乙とで ， ｾ ｉ ＢＧ ＧＺ 止 にせわしい ｬｉ Ａ ｩ

で ， ζ とに椛 疋Ａ， ｩｾ ， ［ Ｑ のん Ｍ でしたので ， 銀行からは 係 のブ ｊ

が11i 11 のように図面iを作って 1' 1宅までおいで下 さるので

すが，J，1介の:mいと ころをその場で消して行かれるので

なく ，いちいち叙行へおJ!f ち州えりになり ，値 しては ，ま

た翌 11おいて・ 卜さるという 有機で，あまりに も暑い 11 中

をお気の芯に思って室長の符間ででも直 していただいては

とrl l しましでも ，そんな乙とは公私混同になるおそれが

あるから悶ると ，かえって私どもがHヒら れた ほどやかま

しい人でございました。

多忙の'11
でも 11117;11 1なと. 子供述をつれて荻城県取下IIIJ

に小学校時代から の友人がおられ ました ので，よく魚釣

に行きました。一週間のせわしさのあとの リクリェ ーシ

ョンでしたことと思し 3 ます。あまり 魚釣は うまくなかっ

たようでございましたが ， 釣 ｬ 侃の ｉｊｆＱ 場のｬｉ Ａｹ だりは尺ｾの



&' 11を釣ってまいり ，うれしそうに魚町を育写真 K とって

いた乙ともありました。子供連から釣郷の開場の口なら

当然ですよなと‘ いわれて大笑いしたこともありました。

また海釣りにもよく東京湾に行きましたが， Iぬの食中ーを

j仮わすというほどの乙ともなく，大公虫だったようにも

恩われました。

またいつの間にか社交ダンスも科いに行きましたが，

何でも理論的 IC ステップなどを手帖 iζ 控えておぼえると

いう有線でございました。半年たちましでも一向に上達

いたしませず，ダンスの先生もとても物になりそうもあ

りませんよといわれた乙ともありましたが，一つの ζ と

をはじめると相当の域までは，やはり通す人でどざいま

すので， 2 年 3 年たつうちに，尾崎さんの熱心1<: は耳目

が下りますよと先生からいわれたほどでどざいます。

とにかく Ijinc も告さました jill りili 動神経は発注して

おりませんでした。

長谷部竹股建築事務所にお世 g活になりますようになり

ましてから，短歌を佐々木信綱先生について勉強しまし

て，. I ! : . ; ; { などへまいりまして州りますと随分沢山てーさて

おりました。l i . i . 歌につきましては，佐々木由幾先生がお

Ji き: 下さるとか故，荘、は ζ れだけにして泣きます。

そのうちにいまは亡きお友達の欠問茂践のお誘いをう

けまして小唄をはじめましたが，矢田織はお声もよく

ま乙とに鮒同しもお上下(<:}1I、いますのに，尾崎のを|剥い

ておりますと ，ぶっきらぼうの羽子で歌までかたい感じ

がでて ;fj るように思うと r! J しますと ，そんな ζ とはない

よ，どまかさずにやると ζ ろκl 沫があるんだなど，まけ

おしみを" ，しておりました。

J黒崎幹男J隊( 若斗師: 斤) は尼崎と同j切のど卒業の方で，

l三唄は吉住のお名取りであり ，小i狽は閃村派の権威者で

どざいますが，ある H与，矢IU綴，尼崎の二人が小唄の師

ＱＱ［Ｚ よりｾｶＧｯｉ ￬￭ ｪ をいただきましたのでございますが，どうも

ｊ 、ｾ＼ｾ均以に信 ｊｔｊ していただけないとみえまして ， 一Ａ市もう

けまして，わざわざ疑似j織をお呼びして，11と同絡にな

ったよと 中しましてそれを証明δ せるために ，私をつれ

て行った乙ともどざいました。照的織のお宅をお訪ねし

たl時など，一つおさらいしょうかとおっしゃって，おさ

らいしていただく時は初雪ばかり ，君は初55・はたしかな

ものだとおっしゃ「ておられましたが，ほかはあまりノぞ

y 卜しないようでした。尼崎向身は相当なもののように

.lJ. t っていたようでございます。尼崎の小唄については若

_oHliI il 斤ーが別κ 脅かれると存じます。

お友達に，お誘いうけではじめま した小唄も下下なが

らも仕事の上で大変役立ったように恩われます。

現在の日建設計 工務株式会社の初代の社長を甥j めさせ

ていただきました時，欧米椀察にまいりました。昭和27

年にぷ人画家の団体である京初チャーチル会へ，知人の

ご紹介にて入会させていただき ;111*1を阿くようになりま

した。 n限円ごとに絵のレッスンがございまして行って

おりましたが，チャーチノレ会の総会の折，幹事長さんの

紹介されるのに ，今度入会した尼崎さんという人は一

体，どういう人だろう， レッスンの時には必ず見えるが

浴衣がけでスケ y チブ y クを持って，I時間 lζ はきちっと

来てモ リモリとデ ッサンして時間が来るとさっと帰って

行く ，ま乙とに窮屈な，つき合いにくい人ゃなあと話し

ておりましたが，深く交際しているあいだに，なかなか

l床のあるいい人なんですといわれた乙ともどざいます。

一面謹厳な人で= 気むつ' かしい人のようでして，子供述

1<: はやかましいお父さんというように思われておりまし

たが，その半而口 lζ は出さないでも ，Ilj自分子供の乙とも

心にかけておりました。大東亜戦争で次男が学lJ:!liiJ員1<:

入| 欲しました時の乙とも歌にしてありますし，また空襲

でｊＭ ｉｊ［ ［ ｾ の家が焼け ， 吉 ［ｱＧ 苛 Ｇ Ｑ＼Ｚ 仮住居の時も空製が続いて

おりましたので，京(，ji !L離れて住居 しておりまして，ま

だ学生であった長女や，三男のととが気にかかり ，夜分

もおちおちとねむる乙ともできずおりましたが，ょうや

くの思いで京都へ述れてまいりまして，やっと気持が務

ついたと申しておりましたが，やさしいあたたかい心の

ｬｾ￤Ｎ で Ｑ もあると思し Ｓ ました。

lii Jl ζ も占きましたように，沢山の題l床を持ってそれを

上手に利用していたと思います。私など一本の線も 引 く

ととができないと思っておりましたが，門Iji jの小僧何と

やらにて，ほんのわずかでt も絵を見る乙とを党えさせて

もらった ζ とは，ありがたい乙とと感謝しております。

IIlj 和34年には私どもの両親など，ハワイに早くから進

出して貿易商をしておりましたので，亡き両親のおりま

したと乙ろ故ぜひ行 ζ うと申しまして ，ハワイから ，ヨセ

ミテ悶立公図やグランドキ ャニオン ， ロスアンゼ J レス ，

リンフランシスコ等米本土の西海岸の方へi 1 ! れて行って

くれましたが，その時も油絵の道只を持参してまいりま

したので，やかましいと聞いておりました空港で・の税関

も，絵の巡只を見てさほど話lべられずjill り，とんな時に

も役立つものかと感じま した。

翌年H付利35年 10) jI ζ は，ま乙とに思いがけなく藍綬褒

7立をいただき，天皇陛下にもお目にかかりましたが，ま

ととにありがたく乙れもひとえに平ぶからよく勉強し，

{  Iー事につくしたたまもの と思います。私なと ，若い時分

から随分やかま しい，物一つまがっていても小言をいう

ようなむづかしい人だと思ったととも間々ありました

が，それがと うして褒章をいただけるよう 1<: なったのだ

と思います と， 不足に思った ζ とが恥かしくも思われま

したけれど地味な人でしたので，仕事仕事で相変らず夜

を nについではげみ，まるで仕事の虫のように! 感ぜられ

ました。

|ー年一日のどとくと申しますが，学校卒業して以来勤

めはじめましてから ，数えるほどしか休暇をとった乙と
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はどざいません。

l沼初36年の乙の年，西向日町|ζ 新築しました家K . 移り

ましたが，毎年の乙ととは申せ，乙の年の 8 月はとくに

暑さ厳しくどざいました。 IJ 頃程、が非常にあつがるもの

ですからクーラーをとりつけてくれました。いたわって

の乙とと思いましたが，動めに ;l¥る尾崎はさぞ暑い乙と

でしょうと涼しい家の中で感謝しておりました。そのはi

は比較的早く会社から帰るようにしており ，庭の; ) <撒き

なども手伝ってくれました。倒れる十日程前に乙ろんで

足を怪我した乙とがありましたので，少々様子が変だな

という感じがしまして日々 注; なしておりましたが，あま

り自分の体の乙とでとやかくいうととをしない人のた

め，少々の病気は押通して仕事をするというようでした

ので， 怪我した| 侍も何も申しませず，足についている Jfl1

を見て私が続いてききましたようなわけで，その時本人

はなんでもない，一寸石車にのって乙ろんだだけだと申

しておりました。あとで考えてみますと ，その時分から

脳血栓のきざしがあったのではないかと思われます。

8  jj 26 FIIζ は会社の方と伊勢の松坂まで討用で行き ，

山がけに申しますの 11: . 今日は灼りは 6 1時過ぎるだろう

と申しておりま したのに . 4 時頃帰ってきまして，めづ

らしく今日は物凄い暑さで閉口したよと申しておりまし

た。その時髪の毛がさかだっていたよう に思われ心配し

ましたけれど，夜分になりましてからは平紫と変った様

子もなく ，告物などして昼間の暑さのととも rll しませず

床につきました。

27 日は口限口で娘嫡も東京からさておりまして，長男

夫婦も ，お父さんは家にいるとまた仕事仕事でゆっくり

休む乙とをしない人だから ，今 11 はみんなで・と乙かヘト

ライブしようと申しまして一緒に出かけましたが，その

H寺は尾崎も大変喜んで冗談など申して- 11 楽しく過して

帰りましたと乙ろ ， その ｉｾ から級子がおかしく，時計を

腕lζ はめたままお風呂 11: 入り ，それもわからなか ったよ

うでどざいました。

28 H には株主総会，役員会があるから何日寺ものl時間よ

り早く出掛けると申しまして仕度しておりましたが，ど

うしてもワイシャツのボタンがかから ず，乙れは変だと

恩いましたので，今日は一日休んだらいかがですかと注

意したのでどざいますが，休むなんて乙とできるか，大

切な会議はあるし，今腕の夜行で上京しなくてはならな

いからその仕度をしておいてくれと申しまして. 1rrU' Il I1: 

［ｾ，社いたしましたので ， と にかくすぐ会社の Ｉ ｪ へ， 尼崎

の体の機子がおかしいからどn=. なお願いしたい旨を，お

電話申し上げました ζ ともよかったと存じます。会社の

重役の方々も ，今日は社長の機子がどうも何時もとちが

って変だＮｾはさかだっているし ， ワイシャツのボタン

ははづれているしと，現在専務でいらっしゃる布様と相

談役の船越様とで，やかま しくお っしゃって病院へお述
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れ下さったそうでどざいます。そのため大事に至らずに

すみました乙ととま乙とにありがたく存じております。

病院へ入院しましてからも，乙れから策京へ ｉｉｕｾ 長しな

くてはならなしゅ〉ら対えして下さいと申しまして，随分

院長先生をお乙らませしたそうでございます。また，院

長先生か ら二三ヶ月は仕事の乙とは，，15' えず，ぼーっとし

て心しているようとのお認でどざいましたのに，ヌKも読

んではいけない， ラジオ，テレビは見聞きしてはいけな

いといわれては，仕事のことを考えるより外ないと駄々

をとねますので，それではマンガ程度ならという乙とで

ようやくお許しを得て，週間 7 ンガの本を手にいたして

おりました。読んで= いるのやら読んでいないのやらわか

らないのでどざいますが，子供の 7 ンガの本とちがいま

して週間誌のマンガでございますので，いろいろの記事

がのっており，折にふれて話す乙とをききますと何でも

よくわかっており，四六時中手から本をはなさず読んで

おりましたのだなという乙とがわかり ，あきれもいたし

ましたが，院長先生も随分ど心配下さいました乙とと思

います。

39年 8 月28 1 J で，満三年になりましたけれと¥後巡症

として左手指先きが不自由で，物をむすぷ ζ と. - 1行先き

の仕事はほとんど駄目といってよいくらいでございま

す。もっとも当の尾崎は右手が不自 rtl ないのた. から，左

手はあえて佼わなくてもよいと申しますけれど，やはり

何一つするにしま しでも左下の不 II 由なのは尼崎も感じ

ておる乙とと思います。

晩年，会. k を引き，取締役相談役となりましからは，

11 々気のむくままに絵を画いて楽しみにいたしておりま

す。

職業柄風景を写生する乙とはもちろん. (.1' 包で，'{l l物を

他く乙ともございませんでした。従って同好の方々数人

と，先生のご指導をうけながらモデルを写生する乙とが

多く ，線新ii には1ut 限の線も ，而もあって，色彩などに至

ってはJ l l Li . 与に乙だわる必要もないと申しますが，乙れ乙

そ・ノェードとシ ャ l ウ，ハイライトなど少なからぬ色が

絵を揃いているとき( 日砲設計工務K K社良時代)

、



司砂

.. 

ｾ求されます。それで

すから裸婦が書ければ

他のものは何でも 71?げ

ると先生もおっし ゃる

のでどざいますが，そ

れだりにむづかしくて

なかなか摘さ: 乙なせま

せん。しかしそれだけ

にまた，裸婦をN l i くζ

とは浮5しいのだと rll し

ております。

l己的はーWF 々年病気

をして 4 ヶ月病院生活

をし，WI :年のイエもまた

ｩｬｉＧ ｾＱ｜Ｂ ｩｊ限漏 で Ｑ ケ Ｉｊ 半の

入院生活をし，今も !k' j"

大々阪へでて病後をい

たわりながら，絵も lI !y

i々Ni いております。と

ころが病後は何と中し

ましでも級気が充分で

なく，六号でも全面を

ぬりつぶすのはかなり

骨が折れるようでどざ

います。

ｪ 員近になって ｊｾｪ 向は ，

ＡＭｬ ￺ 下回 ｩ はｾｲＭ ｉ の芸術だ

という論火; を読んだ ζ

とがあると巾しており之h

ます。その論 旨は，プR

(1 なるものは書いであ

る部分との調和とかコ

ントラス トで一つの絵

の桃成をたすけるもの

探 知 ( 間車139年さん ζ む会)

で，決して巾なる塗り残しと見るべきではないというよ

うなものであったと記憶していると申しております。

短歌でも余情という乙とがいわれるそうでございま

す。

すなわち叙呆歌でも ，叙f古都: でもすべてのことを読み

乙んでしまっては面白味がなく ，いく分か足らぬ部分を

残してi泣いて，読者の想像に任すべきである。たしかに

その通りだと思うと lやしております。

乙乙 lζ 仰げる il ll 絵も，総 lζ 'ifrきを置き ，公千lを活かし

たつもりだと中しております。一寸見ますと ，いかにも

未完成のようでどざい ますが，先生も乙れ以上書かぬ方

がいいとおっし ゃるし，他のブi 々にも好P下でどざいまし

た。窮して通ずるとまではいっておりませぬが，窮して

の試みが，乙ういう捕き方を産みだ したのでございま し

ょっ。

裸!lfll の絵では，身体の塗りの乙した郎分 11:: ，やわらか

い肉体を感じ得られると褒めて下さる方もありますの

で，自身もいく分うぬぼれてる時もどざいます。そのか

わり ，乙ういう絵では紘が大切で，むつ' か しいと患いま

す。

まさに点洋画の事 Ｑ Ｑ 髄の追求だと ｾ ｉｊ し ております。乙れ

からも大いに努 j J して新境地を拓く乙とができればとう

ぬぼれておりま す。私と しましてはまだまだ絵を批判す

るととはできませんので，絵の乙とにつきましては，別

11 : : 朝日放送株式会社社長鈴木剛織がお書き下さる 乙とと

存じます。
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:t t  ( 黄 色 の 蜜 ) 。 チャーチル会。

昭和 お 年 Ｘ 月大 丸 展受氏。 ＳＸ 主 ＱＧＮ Ｑ Ｒ 月六以 ｩｾｮ 会議所へ ｴ ｬＺし ｃ ｨ ｡ ｭ｢ ･ ｲ j誌に色刷lで伯4主主れる。
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内 藤

どうした機縁か， 大正 10年前後の東大の人は不思議に早稲田におった私に，非常の親しみを持ち， tl'4  

造学の研究をともにした乙とがある。大正 9 年では尾崎久助， 故斎藤亀之助， 故森泰治， 大正 10年では

故永田念郎， 11年では上浪朗などの諸君である。 乙れらの人々と旨いチームができて，構造学の実地参

考書を作ろうというととになり， 内藤ほか八君共同で執筆してでき上ったのが， 建築構造要覧二巻で，

ζ れはスゴイ馬力でやり ， 昭和 4 年に初版の刊行ができ ， 随分各方面から歓迎されたものであった。 尼

崎君はその著者の中でも最も重要で多くの部分を担任された。すなわち，基本数学の音15から不静定力学

のむつかしいと乙ろ， また特殊構造物の設計実例までやっかいな面倒をいとはないでやってくれたもの

である。一方本業は， その頃民災後の復興院におられ， 防火建築の研究著述もされたのである。

昭和 5，6 年の頃と思うが， 日本銀行増築の件で， 故長野字平治博士が，車を腐って私の旧居戸塚町諏

訪 l ζ ζ られ，転居と知って車を転じて今の若松町の家 l ζ ζ られたことがある。それは 日銀増築につき私

に構造設計をやってくれという乙とと ， また別に銀行の技師として構造方面の主任者を推成してくれと

の ζ とであった ( 設計方面は阪東義三君〉。そ乙で上記構造組の人を見回したとこ ろ， ちょうど尾崎君

が自由の立場にあり ，かつもっとも適任と考えたので長野博士に推薦し， それからおよそ 5，6年日銀増

築の大工事が完成するまでおられたのである 。 勤勉の同君は， 日銀在勤 1:1-
1
， その工事 lζ 述関した事項に

つき一々克明の研究調査をなし， とれを取りまとめ論文 となし， 工学博士の学位を得られたのである。

今でも私の頭に残っているのは， 北別館取壊 しの際， その重量軽減により地盤は弾性浮上をきたした ζ

とを測定で見極めた乙ととか， また材料試験に際 し， 抜取り試験片で， プロバビ リティーを応用した判

定などの乙と， いずれ も独自の新ら しい道に踏みこんでおった こと である。

日銀の建築は ， その機能上極めて複雑で， 施工においても困難な点が沢山あった。 旧館に近践して深

い新館基礎を作る とか，新旧の接続 とか 同君は実に綿密な計画実施，監督をな した もので 何一つ欠

点なく ， 新旧の両館共完全 11 : 不同沈下もなくでき上った ζ とは 笑 11: 賞讃すべきととと思う。 長野博士は

| 臨終に間近いある日 ， 自動車で， 日銀の回りを乗り回 して， これを眺めすとぶる満足されたという乙と

である。 ζ れは昭和 12年の頃と思っている。 日銀が終ってやがて住友へ， 現在の日建設計工務株式会社

の前身， 長谷部竹! 毘挫築事務所に迎えられたのである。

君はま た，早稲田大学前師として， 昭和の初めから ， 建築構造学を数年間担当された ζ とがある。後

編のむつかしい不吉争定とかやっか いな架総力学の部分で 実によく勉強され， 学生にとっては苦手の一つ

の学科であったようである。初の第一時間目 81侍から ， 時計の針の狂いなく教塩でビシ ビシ相当学生は

締められたものらしかった。

尾崎君について最も ， 感心するのは ， 何をやっ てもマスター する乙とである。 しかも人並以上にそれ

ぞれの道に十分の貫録を示すことである。 日本画にしても洋 jllijl 1: しでも， 始めれば これに凝って必ず上

達する。画集などすでに二冊も山し，展示会とかチャーチ J レ会で実業陣営天狗連の出品でも ， 却を抜い

てよいものを出している。私も一枚十和田湖のを頂放したが， J舌聞を飾る爽快なものである。

それかというとまた別口 11: ，酒席などでは小唄もでれば， 余興もやる。 とれ も人並以上であり， よく

もζ う多忙の人が， あれも ζ れもできるかと不思議に思う位である。 しかし乙れには一つの大切の鍵が

あるようだ。それは何んでもない， それぞれの道のよい師匠につくという ζ とであ る。つまり 1可ILJ ' 総て

本腰に取り組んで， しかも熱心に勉強するので早く上達するのだと思う。 小唄など四畳半の座敷などで

一杯やりながらでは， いくら 念をかけても物になるまいと思う。よい師， よい友を選ばれる 乙とが上達

の最も早道であると思う。以上は余技についてであるが， 本業の建築でも聞紙、で， 立i l L史 lζ 熱心に勤勉

精励というか， 東奔西走全く J! 百の温る 11院がない位活動されたものである。

弘法にも箪の誤りというか， 日銀在任中スキーで背骨をやられ，年余休養された ととがあるが， 絶対

療養で全復された。先年の発病も同様に克服， 趣味の世界 lζ 精をとめ， かつ楽しく後輩を指導しておら

るるのはま乙とに結構の 乙とと思う。
(早大名誉教夜 ・日本学士院会貝 ・文化功労者 ・早大名誉問士)
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尾 崎 君 を 語 る 竹 腰 健 造

私が尾崎君を知ったのは， /1自和12年でもう立派に建築家として完成し

ておられ，日本銀行の本社の仕事に従事 しておられた|時である。

当時私は永年勤務して いた住友本社を退き，先輩長谷部鋭吉さんと二

人で住友の工作部の部員を引連れて，長谷部竹腰建築事務所を創設し，

ようやく事務所の経営が緒についた頃であ った。

ちょうど東京手形交換所の設計競技 lζ 私の案が当選しましたが，手形

交換所の業務は国の金融界の rl' 枢をなすもので あ り，従って中央銀行で

ある日本銀行と種々の点で関係があり，また敷地が日本銀行の背後 lζ 位

目しているため IC， 1: : 1 本銀行と建築上の交渉もあったのである。ちょう

ど東京手形交換所の工事が完成した頃，長野字平治先生の担当 しておら

れたしi 本銀行の増築工事も完成し， ζ れに従事していた多数の技術者も

整理される乙ととなった。

ある ＱＱ ，日本銀行の文書記ｾ長から と の事情を説明され ， 尾崎 ， 阪東 二

1 ¥のうち何れか一人私の事務所に採用 してほしいといわれ，と れが機縁

となり，長谷部さんとも相談の上，尾崎さんに私の事務所に来てもらう

ζ ととなった。i 1m来今円まで二十数年の年月が経った。

その後の| 時代の変遷と共に，長谷部竹腰建築事務所にも仕事の面にも

組織の上にも推拶があった。そして国力が満洲か ら支那大陸 lζ 移るにつ

れわれわれの仕事もその方面に伸び，尾崎さんにはたびたび北支から南

及山面の仕事に携ってもらった。そ して外地における困難な仕事も氏の

社交的手j院によって忍がなく完了しだととが多かったのである。

111 界戦争も終末 iζ 近い頃には軍事的な工事が多くなったが，昭和 19年

ぶには私達の事務所は住友上地工務 lζ 買収される ととになり， ζ 乙lζ 長

行部竹! 陛建築事務所はなくなった。尼崎さんも その建築部門の主脳の

人となられた。 その後，敗戦の結果財閥解体が決定 し， 住友土地工務も

名柄、を1: 1本k I ! ; ，没産業と改め，新 IC商事部門を加え ， 乙れが重要なる 仕事

になったが，/l1J杭1221: 1三勅令第一4j- で)11 閥会社の主要なものは公 JIliI: と見倣

される ζ とになり，日本II 設産業もその指定を受け主脳者は追放と い う

乙ととなり，社長であった在、も常務取締役であった池田宮彦君も追放退

j殺した。 そして辿築部門は池同君の代りに毘111奇君が主宰するとととなっ

Tこ。

その後 11 本建設産業も商事部IIIJ と不動産部門が大きくなり ，建築部門

は切肉jf す乙ととなって当時検査役をしていた星野君 と尾崎君とで日建設

計L 務株式会社を1 ' 1: り，尼崎君が社長となり，星野君がもっぱら経営の

{ でに当り今日 IC到ったのである。尾崎君もその社長ののち会長 となり，

さらに相談役となられ第一線を退いておられるが，日w ; 今日の大をなし

たのに大いに預かつて j j がある。

ｬｾ 近 ｊｉￅｊ をえて後は晩年に始めた絵画の方面に精進し，趣味盟かに余生

を送っておられる乙とは羨しい| 岐りである。

{ 日本建築協会名誉顧問 ・双昼社竹根強築事泊所長)
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尾 崎 さ ん と 絵 鈴 木 同1

松、が尼崎さんとー絡に絵をJ "I'I'j さはじめてから ‘ かれとれもう 1..(1 らか

くになると思う。当時 ， 三 ＱＢＺＩＢＨＭＮ ネーの ｉｮ Ｎ｢Ｚ五名が Ｑｊｊｾ ＺｩｬＡｯｬ一回あつまって ，油

絵をならうことにしたのが，it)( IYJ である。そ ζ で$ 会の名前をフラ ンス

話の Ci nq C o mp o g no n をもじって，サンコム会と* " 附ける乙とにした。

その後) ＡＱｾｬｬｪｊ その他の加山で Ｒ メンバーの一部 ｬζ 移動があったが ， ) 己的

さんと私はいまだl C ) . i fi ｾｬｾ っている。

JdJ/'j さんは，その当 11をからすでに， 1山陛も，1; く， 1111記l出家のλ 家であ

り，そのみちの大先112でもあった。そのうえ，いちばん桔，'，. 熱心でもあ

った。 IJ 本ーの設計・会社の社長ーさんとして 3 いつも北は」じ泌ill から l十J は

九州のはてまで. 走馬灯のように走り阿っておられた。それでいて，迎

回の桔 1
1
;1 1には，チャンと大阪へ削って乙られた。 11与には， rc' j ( で';9J

早く大阪にかえり，その夜また山張されるとともあった。 I よくマア ，

からだがつづくものだ」と，皆が感心したこともあった。私のような性

米のづぽら者が，永い年)J ，給の稽7片をつづけることができたのは ，一

つには尼崎さ んのような熱芯に誘導されたからである。

しか し，い くら頑強な人でも ，寄る 年波にはかてない ものとみえて，

尼崎さんも H午年来すとし位以を害され， しばらく 入院加療を余儀なくさ

れた。と ζ ろが，昨今は ， ｾｱＮび元気を恢位して ， 耕古 Ｑ ｝ IC:は，おくさん

とど一緒で出席してくださる。それに ，1似さえあれば，二lじii ljj_邑その他，

国内の各地や，速く平' l "il 'J までも 山かけて，得志のスケッチをしておられ

る。 l時々，その作品をもってきて，ねぶそうにみせて下さる。その綴 f

をながめると ， 自分も怠けてはいられないような気がして， 91)<( ずけら

れるのである。

近年，二度も個展をひらかれ，立派な画集まで 山版された。さすがに

設計の大家だけあって，デッサンは，全く玄人はだしである。それ κ ，

いわゆる技術者 らしいかたくるしさが少しもなし、。いつでも白 山奔放に

のびのびと描いておられる。↑ 泉州の拙' 写など，つねに若々しさが 11"[ 浴し

ている。索人 ら しし玄人の ｊｾ 似をしないので ， 思いきり大 ｉｊ 山 ζ 拙いで

あるものが面白いと ，私は，思っている。尾崎さんの絵 lζ は，そういった

大胆さがある。

先年，向 IJ IIIJ の今のお宅が，新築された 11. 1 後のととである。私は早出

お宅を拝見するために ，お伺いした。すると ，立派な玄関の」り 11から

奥座敷まで，至ると乙ろ自作の油絵が，いっぱいならべてあるのに低い

fこ。

人| 切だれしも， I組 l床lζ 生きる」 ζ とができたら 2 乙れほど楽しく，

幸福な ζ とはないと Al う。尼崎さんは，正に ，その最も幸福な人 I:ij の一

人なのである。

( 朝日放送株式会社取締役社長)
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尾 崎 君 を 語 る 岡 里子
=主

，同 豪

尼崎君は私の先生です。荘、は「先生J を語るほどの資絡はどざいませんが， 乞わるるままに受けた教

訓|の一つを書きましょう。

在、が尾崎君と知り合ったのは昭和 4 年のぶからです。当時 ， 日本銀行で増築工事を始め， I払，>; 11寺住築部

が設置された 11寺です。 I イ上級占」という 言諜さえ知らなかったズブの系人が， イキなり日銀の大地ｾＦの

世話をしろとその係 りへ fulされて，勝手が法ってドギ マギしていた| 氏 親切に教育してくれたのが，当

時腕建の副技師長をしておられた尼崎京でした。

技師長は当時天下第一級の建築家であった老大家だから ， おそらく私どもは子供のように見えたので

しょう。何か聞くと「系人には分らぬぞ」で一蹴せられたものです。その時，親切に「芸人 iζ 分るよう

に説明 してくれた」のがほかならぬ尼崎1¥でした。私は「ぷ人」といわれたが J点程大学は法科出身で

した。だが， 小学も大学 もなかった戦国時代に ， 古今に残る名城熊本城を築いたのは， 給一筋の JJLI 隊 jJl

正でした。勉強する砧りになれば，人のやることならできぬ乙とはなかろうと， たまたま必要の叔父が

鉄道省の土木建築技師長として近くの目誌に住んでいたので， 都合を聞いては夜学に足を迩び. 土木辿

築の手ほどきをしてもらい， 当面責任ある仕事については尼附君の教えを受けました。

いろいろ教わった乙とが多いのですが， ζ 乙に一つ一つあげるわけにもいきませんが， そのうち「心

」に残る一陣話をあげてみま しょう。

それは， セメン 卜を仕入れる時でした。断っておきますが，荘、が臨建へ Inl された時，総裁から「乙ん

どの| 路建の仕事は一世紀に一度位のものでうんと立派なものを作り上げたい。 したがって技師も日本以

高級の人を選んであるが， 材料， 手間も最高級のものを使 うよう にしてくれ給え」という訓令でした。

閑話休題，セ メン 卜の話になりますが， セメント買入れの具案を持って重役のど承認を受けようといっ

たと乙ろ，その案を読むな り. I君総裁のいわれたことを党えていますか」と突拍子もないお小言， な

んのことやら 分 らず目を白黒させていますと ， 患をもつがせず「君セメン卜の建11直を知っていますか」

とのこノ矢。乙れな ら日銀プロパーの仕事での物価調べだからお手のもの とホッとしていると，第三の矢

は確かに「業」あり ，I君が建値で買うといってきても 3 建値というものは r19' 値』 あるいは『標準物』

の『標準価格J ， r上』ものもあれば『下』のものある。 r建値以下』でどうして総裁のいわれた最高級

のものが買えますか」とタタみかけての質問 11:: ， タヂタヂと一言も抗弁するととができませんでした。

乙の際切り札として，最高級の技師長・の[ 立見事」 もつけてあって「適当である」という証明で ，I技術

の ζ とは存じませぬJ I最高級の技師長の証明もとってあります」といいたかったのでしたが， 重役のい

われる乙とにも至極どもっともな点もあって， よくもう一度検討して ， 改めてど決済を闘う乙とにいた

しましょう と. その場はi自憾ながら引き下がりました。

実をいえば， 成程重役のいわれる乙とにも一理ありと思え， それかといって技師の方々もｾＧＢ、 以上 ｬζ 総

裁の意志を呑み込んだ上での「適当証明」だ。荘、は自分で自分を納得させていなかったから ， ζ んな j瓜

な悩みがでてくるのだと，早速，尾| 崎君に乙れを訊しました。と ζ ろが何の乙とはない。当時物価は，

下落の方向を辿っていた。セメン トは供給過剰で， 落勢はなおひと‘ い。 したがって失i封筒を下げると ，孫

勢に拍車をかける結果となるので，建値はそのまま据えおいて， その範囲内で激烈な競争をしてる。な

おも し日 銀で買ってもらえれば， メーカーの信用を増す乙とにもなるので， 乙んな競争値段が出たのだ

と静々 と説明してくれた。

自分は活眼が聞けた。そのまま重役室へ持っていって ともかくど承認を得た次第です。私はその当 時

処世田上偉大なる発見をしたと尾崎君ともども喜び合い， 終生「自分を納得しないで， なんで人を納得せ

しめえ ようぞ」という教訓を活かし続けてきました。

尾崎君ありが とう。モット 沢山， イヤ重要な思い出話があるだろうと思召すかは分らぬが. これは四

六時中等々服用7してきた。れからの教訓の主伎を占めるものです。重ねてありがとうといわせてもらい

fこし、。
( 元三和銀行頭取 ・元向前大l吾・元文部大阪 ・元通路大臣)
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尾 崎 久 助 君 を 諮 る

伐と 11 ill ，i)):，; I"J '. 必ω1m! : 民JCJI! ，j 久ωIJ l ]と ω 公際も，与

えてみれば木当に長いものだ。それは大止 15:ド6 月に，

僕が広 l斗! 日の l部長から ，大i友災後の* 京を再 ill するため

の復興局に呼び反され，庶務課勤務になって以来のつき

合いである。当H寺の復興局は内務省の外局とはいえ，関

係作'(i から優秀な人材が出向する泌j荻旅団の観があり，

官築部には ｴＳ Ｎ 原 ｩｴ 築部長，武 ｩｾｉｊＮ 点務課長ＨＩｬＺｬￌｾｬＮ ￭ 州同総務

長官) ，佐藤茂JljJ さん( 技術課長， 11 氷山築の大家) の

JIlt 卜に. I t沢五郎， Ｑｊ ｲＩｾＱ 貞吉 ， 宅自 ＺＮｪ 久 ｊｬ ｪｊ 君などがおり ， 他

の ［ｾｓ には ， のちの厚ＱＺＢＮ大厄 ・ ＱｬｩｔｲＧｩ ｩ 大国吉岡戊，広｝ＩＺＮ主Ｎｫ ｬ Ｚ｣￯

・ 参議日議凸広瀬久忠， ＲＵ 視総監官邸 ｬｦＨｦｦｾ ， lol 1会大分県

知す Ｑ ， 大達成ｽｪｪｦｾ ( ) l : 文部大臣) なと‘ 匁山i自さながlζ ，五三

傑，俊秀がたむろしており，いまでこそ尼崎君もいいだ

したらあとへ引かない頑固者とみられているようだが，

lliij ｾ，も ｨ￬￭ｪ ってよ・ Ｑ っぱしの強いのばかりいるととろでは ，

さほど円正よって頑固というほどでもなかった。

いまの労働行が復興局跡で，乙乙の* I l Aミなバラックの

一階の，間仕切りもない部屋にぷ気盛んな述中が机を被

べて仕事をしたわけだが， ｪｾ 災で徹底的に破壊された東

以を復興するための法令; j j ! j定，それに If うコ' タゴタから

工事施行の一切を復興局がやる乙とになっており ，いま

俗んにいわれている「市街地再開発J - [ 5( 11町整理を，そ

のうち建築部では東京横浜で換地後約21万事Rのul 物移転

という非常に困難な仕事を強行したわけで，思わぬ障害

が侮 11のようにでてきた。たと えば甲車E防火地区IC鉄筋

コy クリート造りを促進するために補助金を H¥すとか，

他地借家法の改正，敷地関係でJ l! njiJl 3誌ができるよう奨

励iH導するやう ，民事訴訟や行政訴訟による裁判所への

11 '，iTjj ，毎週補償務査会で移転 ;1一Itlll や補償金の説明なとで

…ー 仕市1まいくらでもあとから. i J j っかけてくるので，文

字通りゆっくり絞る聞もない忙 しさだった。乙れら 山航

する仕・Fを手際ょくさばくには， J，(U%FJ I ! と技術課はIII の

Ｑ ， ｉ￬ｪ 輸のどとく待 ｪ 接 ｉｃ 協力しなければならないので ， 尾山 ｾｬ

君と僕の交際は 11 ごとに深まっていった。いま当時を回

顧しても ，り食をとりに食'ttt へ行っても，食' ] 1 そっちの

けてイ 1: ・F の話 lζ 没頭するほどの激しさだったが， 乙うし

た侮 11 のmえなしには二人の交友関係を; ? ? る乙とはでき

t.i. しユ。

今 11 の役人には想像もつかなし刈亡しさにもかかわら

ず，若い僕らは “ 首都復興" という使命制 lζ 燃えて，大
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いに張り切って i上。J Iをしたも ωだが，1I(j;ffl 3 イnζ 僕は本

省へ復似し，尼 ｉｉｉ ，ｾ君もまた当時辰野金吾 氏 の設，ＺＱーによる

11 本銀行本TJi 主主投の仕事をする乙とになって別れて以

米，長い l首jゆっくり会う機会もなく過ごしたが，僕が京

都府知' j J . に赴任したとき ，久しぶりにJ ねて乙られ，ご

子息の進学問凶などで相談lζ 与ったが，乙れがプライベ

ートな交際としてははじめてで，それまで1はすべて仕事

オンリーの交際だった。しかし，ときたまたま戦争中で，

とても満足 lζ 懐! 日談にふける余裕も l時間もなかった。そ

の後 ， 半分焼け野原になった人ょ阪の ｾｩ ｬ Ｇ｝Ｚ［Ｇ になったときに

は，尼111な君も 1'1 分の会社ーとして住友から 独立 させるため

密悶中一一・といった具合で，これほと 親待; なつき合いを

していながら ，なにせ忙しい仕事を通じてのそればかり

とて，私生活面や，家族ぐるみの交際にまで発展するこ

とがほとんどなかった。ようやく僕が戦後，浪人するよ

うになってから ，尾IIII，j君が上京する際 ICは会 って， やっ

と “ II: 'F以外" のつき合いがて‘ きるようになったわけ

で，われながら本当に忙 しい交友だったと苦笑を禁じね

ない。

l己的君の技量のほどは，若いとき土木関係で優秀な人

材の集まる復興局から，とくに懇望されて白銀に移った

"Jj : で舵察できると思うが，僕はそ の方は全くの門外誌

なので評言は似しむが，乙と人物のまじめさ ，熱心なこ

とに関しては絶対の信頼をおける。またその仕事ぷりの

特徴はつぶさに到窃をみて回る乙とにある。乙の乙とは

すべてのトップにとり重要な乙とは誰もわかりながら，

なかなか実行できない点だが，それを尾崎君はや ってい

る。僕はいまでも乙ういう例を復興局長官だった堀切符

次郎さんと ，占領軍のアメリ カ人ICみた。神奈川県知事

から復興局長官になられた廊切さんは，すくに長官周の

くるまを小型車にかえ，どんな狭いと ζ ろでも自分で行

って，: 1 翻もさき，白励された。第一線に足を入れるとと

の少ない" 本人の役人として， 乙れは異例の乙とだった

が，やはりそれだけの成果を立派にあげられている。つ

まり現吸を知らずして的確な判断を下し得ない 乙とを，

君は姻切さんに学んだのかもしれないが，それを忠実に

実行して会社を今日の大たらしめているととろは伴い も

のだと感心する。乙れなとい うべ くしてなかなか凡夫の

行なえると乙ろでない。今後) 屈のご自愛を祈 る。

( 元復興局由紀宮路築部庶務線長，元京都府知司i ，元大阪府知事)

、，
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尾崎きんのイメージ 山 田 久 就

j 己111(，j さんの旧姐は凶 '1' といった。 illl ＧＱＧ 夕、 助 」という名 前は大 ｪ Ｚｕ小 ｾ ＿校，

ｊＯｾｉｉ ｬｩＧｾ 中学校の生んだ拡大 級の禿 ｊ であったという 記憶が，旅 ｽｉ 以で少，ＧｩＢＱＺ ｉｾ 時代

をj f l ! J したわれわれの脳袋にもよく伐されている。尼崎さんはもちろん旅) 1 瓜 '-1'

学を首席で卒業せられ，見躍 ，二 l宮，rifj '大の関門を見事』ζ 尖破，その後復興

院に迎えられるという極めて順調なコースを踏まれた。法一く ｩ ， ｬｾｪ iJ 刊の空から rl '

v . とを情出していたわれわれ学徒には，尼崎さんの内地での飛躍仮りは大きな

インスピレーションであ り，また j且私lJ でもあった。 乙のぷ味から尼崎さんの

跡をぶって中央 lζ 進出し，今' 日それぞれと乙ろを得ている大i T， ｊＯｾｽｉ 凪「子」

は， I訂l窓の )¥. ) l 刊E である j 己111なさんに民倣と感謝の; 立を捧げている者が多いと

思う。

161h奇さんがその非凡な大以を雄投事J起に 向けられた動機はい ろいろある と

思う。しかし厄崎さんが少 l l i 年時代を過された往時の大i A，旅}I胞にはロシヤ

の点洋経 11恥の夢の大建設がそのまま残っていた。またわが国がロシヤと選手

交付してからも満鉄の大建設，大辿，旅}I民の市街，要t t ; ，港i;/)s ，辺『路各等等- の大

工ゴ事耳を|服坂の当り lにζ 見る乙 とのできたE邸1

ると忠う乙とはヒガガ. 目でで、あろうか。

戦後，米国の指令で全く形式的な基準でイノドられた追放令の被古者として，

私のもとに相談に見えられたとき，全く久方振りでお目にかかる機会を刊

た。当時H、は終戦J主絡中央公五務局の政治部長としてその後i Iζ 当っておった。

作敬する先ず ｴｬｾ からいろいろ笑 ＧｨＧｊ をうかがってお力添えができたととをほんと

うに蛇しく思っている。当時，京都のお{ よj討に j韮崎さんを訪ねた親友から聞

いた iiRであ るが，茶人趣味の占附な純日本式のお屋敷 lζ 北京や熱河でど蒐裂と

になった貴重な土器の数々がft (j i られてあ った由で，尼崎さんは「日本人の住

j討にはやはり H 本建築が紋適であると思う。また京都 IC者ji を定めた古人の| 以

識にも敬広を表するが，ただ一つのf，( l : 点は冬の寒い乙とで，同本式の建物 iζ

ｊｦｾｗｩ 中 学の得約舎にあったようなスチームの暖房を備え付ければ先史であろ

う」との立 l床の乙とをしみじみと知っておられた という話が，いまだに記' t.. ，立

にあり，U い起される。

1:: 1本式のモーチブを基調とし， それに欧米文化の「使利 j と 「合理」 と

「コンフ オート 」をどしどし採り入れる という建築家としての J己的さんの理

念が，以上の言JiEの中にクッキリと浮ぼりされておると思われる。

かつて闘j反大長災の当 11寺，京仰の復興 IC "J' 壮年| 時代の情熱を傾倒l せられた

l己111なさんの l岐に ，現 ICオリンピックを迎えるために雄大な建設卒業をやって

のけた大東京や， ｾ［Ｚの ｾｬ￬￭Ｉｌ 列車や，名争 ＱＱ 国道の完成等々はどんなに映ってい

ることであろうか。わが国の建築事業発i主の上に大きな足跡を印しておられ

るI"?:I怖さんにとっては，以上のような現状は大きな立場から見てど自分の理

念に合致するもので，多年の裂すの以現である として z さぞど尚悦の 'r ，'J を禁じ

f'，-Iないものがあ ろうと心街かに作後しておる。

(lI ir 駐 ソ 大 使 )
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尾 崎 久 助 君 を 語 る

あれは恐らく 大学: 年 の切であっ たろう，九段のf伝来

ＧＺ ［［Ｚ ＱＨＮ演 ￭￬ｾ の会があって 私は ［｛Ｑ ，の誘いを受けお能の見物に

1'1 '1 かけた乙とがあった。刑事の都合で少々遅れて私が会

切に入 ったl時すでに ，君は先ぶして新婚後間もない新夫

人と並んで見所lζ 坐 っていた。在、はその傍lζ 同席して坐

を ｾ ｩ めたが， fl 、のお能を見るのはその時が三度目か四度

目位の ζ ととて，その U もただill: 然と物珍らし さだけで

見るにすぎなか ったが， 目を魅したのはお能よ りも 新夫

人のしん子さんのあでやかな若妥安であ った。私が しん

子夫人にお目 lζ かかったのはそれが初めてで: ある。久し

い乙とで会の名も演目も演者の名も 忘れてしまったが，

l いで INI郷が演ぜ られてい た乙とを記憶する。君は その時

; お本を聞いて終始熱心に舞台を見詰めていたが，平3巨大

学にあって主tt 築構造に詳しく当時のいわゆる構造派と見

られていた君 IC，言起を栴古しお能を暗む泣かな趣味性の

あるのを見つけ て， 以後君に対して一層敬愛の念、を深 く

したのでt あった。

，7dの起味性はその後も各方面 IC発展し，ダンス IC，和

歌 IC，絵jl I lifC と止まるi Yrを知らず，何れもアマチ ュアの

域を脱した! ぷがあり悠嘆に値する。私はその内の一つ，

lt の小 l択に関する執心について濡って見る乙とにする。

1111手n15， Ｖ 年の交，口支ｾｰＺ変がますますむつかしくな

り，人心がようやく務付きを失い前途に何やら大きな不

安を! 必じて似口過していた頃，ータ君は同級の矢田茂君

と同道，高検の拙宅を訪れ，小I!Qを や ってみたいが何と

か了引 きを頼む との ζ とであっ た。tlt 相の混乱し たl時，

不足気等で人心が沈滞したl時などさつまで剃J J j I的な小l貝

が ｾ ｉ ，［Ｎばれるのは古くからの 慣わしだ が 時はＮｉ｛Ｑ ｃ そういう

l時で あっ た。何がなし に君 も心の袈さの 11j :け ロを見出し

たかったのではなかろうか。私は fJ んでその申出を 引受

け，小l)Clの功徳， ::;経歴，チs楽界においての位置，稽古の

よの心得等話した上， 収敢ずといって簡単な i出の二三を

予ほどき口述したのであったが，君はそれに強く興味を

党えたようであった。 当時私は新たに設けら れた住宅何

回の招きで'1111台支所lζ 赴任の乙とが決 っており ，不日自在

京する手符に なっていて，永く両君のff 古を見 る乙とが

できないととが分 っていたので，結古の一切は懇志な一

流{ 河| 圧に托する 乙ととしたが，離京の日まで何回か君は

品川宅を訪ね て裕古 l乙勤 しんだ。ょうやくこ ベどうにかj診

がつい てきた頃，君と矢田君とは夜、の離京の送別という

名目でータ柳橋の田中家 lζ 席を設け裂を張 ってくれた。

私は似しかったが，あるいは送別は名目でその実，両君

それぞれもの IC した小唄を宴席で用いようとの下心でt あ

ったかも知れない。当口は美妓数人を侍らし， rll 事不自
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IIIII)J なIj lでも 美 i阿佐肴を置 き， ｉ 査 はまことに ｗｬｾ かであっ

た。やがて頃合を見;n らい，君は妓遥の悌く 三味線 lζ 乗

せてi研究の成泉を発表したが， - . 1Mヤンヤの喝采で，お

上子ですね との褒め言葉があち こちにあがったーーーただ

し， それには始めて聞もない方にしてはという註がつい

ていた乙とを付記する。

その後私は東京を離れ llli 台lζ 二年間を過す，君は多忙

の 日々の小関を，f IJ して，赤坂の松風綱師について真向 IC

m古に通 った。昭和16年 12月戦局は大東軍戦争にまで発

展 し世悩一層M然とな ったある夜，君はヒョッコリ私の

仙台の寓居を訪れて見えた。当時仙台の近郊lζ あった船

岡の海軍火薬廠に仕事の上の出張の途・欠 との 乙とであ っ

た。折柄物資は欠乏，どちらを向いても気の晴れるよう

な乙とのない時であったので，君のその時の訪問も実に

似しかった。早速恩11染の料亭春日 iζ 電話して何はな くと

も先づ一献と階閣の中を歩いて君を招じた。気掛りは何

処で も同 じ話題の戦況如何だが，当夜はそれよりも先づ

君の小 l県の上達振り如何という乙とであった。先づ聞き

役を集めてとい うので芸達者な妓数人を招集 し，爪弾 き

の浅酌低唱に夜の更けるのも忘れたのであった。その後

手i、が在1111二年東京に転任して帰京する頃 ICは，君は師匠

の松風向か ら芸道執心の旨認められ，松風の! & を許 され

て紫岡を称し，松風紫岡という名取になっていたが，恰

しくもその名札は戦災で焼失したそうな。家元からもら

った名札を見せる乙とができないので，誰も僕の小唄の

兵価を認めてく れぬといってぼやく 当時の君の微笑まし

いｾを想い出す。委も 信用してくれぬから一つ聞か せて

やろうとい って，妻君同道赤坂の料亭IC出かけ， 荘、も同

m; して小I!Qを l興った 乙ともあ った。 以後も追々落付きを

l良民 しつつはあったが，当時の荒廃した世相の中にあっ

てそう した遊びに気を晴らす乙と のでき た ζ とは，少か

， 

らず君に幸したのではあるまいか。

: 1 l が京都に移り住んでからも，上京の折は取を盗んで閏闘剥布の拙宅

に見えて綿古k 励んだ。そ の内1<: しん子夫人も始めら れ，: g とー しょに

見えるように1" った。逆に私が大阪に周司ltil 践の時に下鴨悔の木町のお

宅を訪ねた E ともある 。その時は君や夫人の小唄が床しく， わざわざ取

京から荷厄介を承知の上で三味線を持って行った。そして夜遅くまで唄

い続け ， 型E朝 4苦手去直前まで 三味線を離さ 4よかった乙とを: i l えている。

そういう往復はその後長く続いたが， 一度新橋の 小，#)1<: いるから逝ぴ

に来ないかと君から包括壱受けた。行って見ると友人数人， 座はなか伝

か賑やかだ。やがて小唄数 ift ， 君は相変らず附朱を問 したが. 私が驚い

たのは1! t が次いで立って “ 鮮やかに H 小唄銀りを闘った E とである。君の

小唄極りはその後も ｬ 司じような会合で銭 ｊＡｬＺＮｾ＾ 見る犠会を得 た。 ζ れはど

E で教わった か今もって私は附いていない。ただし附かなくとも大続分

るような気がする 。

s は先年他凪i を笹し， その小唄銭 りを見なく なってすでに 久しい。聞

けば今はしんチ夫人が踊りの 稽古を始め小唄仮りをな さっているとの ι

と，全〈決阻姉随の典型Tご。それに して も沼の多趣味， そしてそれを支

える体力，気力のタ 7 なの 1<: 驚腕の外はない。それが君を今回大成せし

めた悶であろう。阪わくば愈々加餐あって往年の元気を取戻されん ζ と

を折 る 。 ( 黒 崎建築耶務所 ・芸大講師)
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尾 崎 久 助 き ん

尾崎久助さんが長谷部竹股主u築事務所 lζ 副所長として

来られたのは昭和 13年 と思います。私も引続いて入所い

たしましたが ，当時は池田宮彦さんが大阪の担当冨IJ所長 ，

尾崎さんは東京担当として， 長谷部竹l J ! l ! ! 建築事務所東京

事務所で活躍されていました。長谷部竹腰建築事務所1<::

来られる前は大正 9 年，当時の分離派建築会を創立され

た主力の方々と周期 lζ 東京倍大工学部建築学科をど卒業

K なられてから辰野葛西建築事務所に勤務されました。

大正 12年 9 月の関東大震災の後には内務省の帝都復興

院の技師として活躍されました。それから日本銀行の建

築技師として長野宇平治先生のもとで働かれ，長野先生

亡きあとはチーフとして主と して日本銀行木! 苫建築を完

成されたのです。

私との交わりのはじまりは長谷部竹腰建築事務所に入

られてからでどざいますので，それ以前の乙とは直接，

折 1<:: ふれ尾崎さんから聞いたととを申し上けγこ次第で

す。

なお，今一つ申し残したい乙とは，東京におられる間

早稲 田大学の講師として 18年間教縦をとられて沢山の早

稲田のお弟子さんがある乙とです。お銘子といえば，内

藤多{中先生は ，尾崎さんを私の門下生とい っておられま

す。内藤先生と尾崎さんとはもっとも親絡なお間柄であ

ります。

大東亜戦争が起きて昭和 19年の秋，長谷部竹股i- 建築事

務所が住友土地工務株式会社 lζ 吸収されました時，尾崎

さんはその取締役建築部長になられ大阪勤務κ なられま

した。その時しばらく桃ガ池のアパート 1<:: 寝起きされた

乙とがあります。その頃ちょうど私も同じアパートにお

りまして大変ど懇意K していただきました。その後戦争

が蛾烈になりまして，尾崎さんの京都洛北梅の木IIIJ の家

は残りましたが，東京の東中野のお宅は戦災で失われま

した。それからは完全に関西の人になられました。

会社の方は住友土地工務株式会社が解散して lオ木建，没

産業株式会社となり 22年 lζ は住友土地工務の時代の社

長北沢敬二郎さん，専務竹j傑健造さん，同じく林千秋さ

ん( 土木技術者) ，常務の池田 宮彦さん等常務以上の方

々は財閥解体による追放でおやめになられたので. j通崎

さんは日本建設産業株式会社の専務取締役建築土木担当

となられました。乙の頃は建築の設計監理の仕事はほと

んどありませんでした。1 I e ! 和25年 7 月 1 U  1: 1処設 .11工務

株式会社となり，尾崎さんが収締役社長となられまし

た。その頃からようやくぽつぽつ設; 1 - 1監理の仕事がある

ようになりました。

乙ζ で戦争中尾崎 さんの相当されたお仕事を振返って

みますと ，横須賀海軍建築部の依頼による軍施設の建設

伊 藤 鏡

の設 ';1 があります。それから北支製鉄株式会社，北」誌に

ある 中国ｊｦ 都合準備銀行本 ｬ 苫の ｪＱｾＱ 築をはじめ海州，新提Ａ日 ，

熔泊および石門の各支1; 5 建築，上海の輩興商業銀行およ

びその厚生施設等がありまして，東京より北交関係のお

仕事が多かったと思います。

さて日建設計工務株式会社になってからも，私は1 ' ，，1，

屋事務所長をしておりましたが取締役から専務取締役と

なりますにつれて，尾崎社長といよいよ接渉が深くなっ

てまいりました。

仕事の上だけでなく終戦後宿屋がない時代には，私が

大阪へ行けば梅の木町のお宅 lζ 泊めていただき，尾崎さ

んが名古屋K 来られれば私の家に泊まられると いう よう

になって，お家族とも親しくしていただくようになりま

した。 i昭和32年私が副社長とな って大阪本社に勤務する

ようにな ってからは，ますますー絡にお仕事をする日々

がつづきました。一昨々年 8 月26 日急 lζ 病気になられ，

その後はど静養を続けておられて今日 Iζ 至っています。

一日も早くど健康になられますよう祈っている次第であ

ります。

尾崎さんのお人柄について私の感じました乙とをー，

三時l し上げます乙とをお許し願えますならば， まず第一

iζ 誠 lζ ど熱心でやりはじめると徹底して熟述するまでお

やり K なる乙とですo {1IJ えば小唄，とれは名1 & りである

と申しておられますが，唄われるのを聞いていますと ぐ

かなか渋し〉喉です。立方も乙ザ熱心で二，三阿で向分のも

のにしてしまわれます。和歌も佐佐木信綱先生のお弟子

との ζ と。絵についてもはじめられたのが昭和初年頃と

思いますが，約十年 ，今 IJ では知らぬ方はどざいますま

い。 illi 動の方はスキーで若い頃骨折して入院されたので

やめられたと伺いましたが，それでなければ相当な腕に

なられたと思われますほど，誠 iζ 何事もど熱心で私! 七と

しましては，もって純とすべき乙とと存じます。

次』ζ 九帳i I O な生活をしておられ感心させられておるこ

とです。土11<<11<:: 東京に行っておられでも1 : 1 1砲は必ず京都

に刈られ，また夜行で月曜には東京におりれるというよ

うにしておられました。朝は早く起きられ仏胞に向いリ

ンをたたいて仏をおがみ，それから朝食をせられるとい

うようでいつも感心させられました。

次に他人の陰口をさ れた ζ とがありません。社員といえども決し て批

榊しな い人であります。それから放して怒らない人であります。まにほ

んとうにいわゆ る堅い方であ ります。 ζ のように災点は数えられぬほど

あ りましてと趣味， と性格を通して汲めどもつ色白滋味鑑かな人1m味は

私の仙い! / I をもってしては到底うまく表現しきれませんが， 私の卒直な

印象の一端を申しあげまして， い ささかなりとも尾崎さんの人間像が浮

彫できますれば幸甚 11 : 存じます。た Tごいま日建設計工泌株式会社取締役

相談役の要職はつかれてお りますが， ー口も早くと他国1を 1"1復さ れます

ようお祈り申し上げま して欄怨する次第でございます。

( 日建設計工お株式会社 取 締 役 割 以)
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尾崎久助先 生 と私
横 山 不 学

ｔ Ｑ，、が必大のｾ築学科を卒業し ， 故佐野 ｦｬｪ￭ｬｾ 先生のお世 ι 活で， ｕ ＮＴｾ銀行臨時 ｩｬｬ 築 ｧｦｈ 乙就職して ，初 めて

う ｴｾＱ との ￮ｦｬￎ 識を得るに至ったのは ＱＱＱＱ 和 Ｓ "1 の 4 )] の初めの乙とでした。当時の臨時it 築部は，長野字平

治先'1ーを技r: 市長として，尾崎， 阪東町枚目前が技師長を補け， 仁l銀の辰野旧uuの三プ' j l [ ，第 1 J羽から 3 J切

にわたる新館増築工事の設f J lと 工事符理とを使命として組織されたもので ， i山長j切には日銀fJll I調査役以

下の工事行理事務組織をも含めると 100 人を越えるような大 IJ J : 認であったように記憶しております。乙

のitt 築部は増築木飴'のみで1 なく，大阪金庫館を初め，各地 iこ必つ 11銀支出の設日| 代理のうた務にも従事し

ていましたが， ;:P; 3  JIJJ 本f ! j ' ( 明築工事が竣工して，その使命を完遂した昭和 13{1 に解散する ζ ととなりま

した。その間十年聞に及ぶ長い年月の間，私が終始先生の下て¥ご懇篤など桁導を賜った乙とは花、にと

って乙の上ない幸であったと，当時を顧みまして今夏のように感ずる次第であります。

いつも虫! 日ネクタイをされ，必眼鏡をかけておられた端正な，そして復興局の技師時代に幾多困難な技

術的閉山を処理されて釆られた経験K よって充実した壮年建築技師としての先生の風格が，まだ学校11' ，

たての荘、に深い印象となって現在まで残っています。

学窓をn¥たての当時の私は，はなはだ未熟の上 lζ ，.gUf のように，いろいろのぷ準や指導富もないま

まに，まったくの五里務中で，手を取るようにして一つーつの実務を先生に教えていただいた ζ とを思

うと，先生としては全く骨の折れた ζ とであったろうと，今思い出しでも赤面のほかありません。しか

し，先生はいつも変りなく ，温厚な態度で指導され，一度も荘、の不勉強や非J ーを非難されるような乙と

はありませんでした。

先生は日銀関係の建物の設SI'r'i: 理に当って，いつも極めて研究的な態度で百' r l lみ，また進歩的な技術を

政極的 lζ 移されました。先生は IIFffil 3 主j : ' . 頃すで』ζ タノレポットの原訟によってぷセメント比説によるコン

ク リー トの新調介設討をされていましたが，それは私の大学時代の往築材料学の部義には全く ｮｾ て来な

かった乙とでした。 しかし ζ れは， ほんの一例にすぎません。 11 銀木il ，' : に使用された多くの材料につ

いて各屈の試験が行なわれました。コンクリートの調合決定やウォーカピリティに対する実験，鉄骨の

防鈷塗料を決定するための塗装鉄筋によるボンド試験や，耐候試験， ロ y キンク ・コムタイ J レの引' ，Nお

よび耐摩耗試験，溶接接手の引張試験や鋳鋼トップアングノレの材質試験， スティー J レ・クリートをびっ

しり配置した金庫墜型枠中への豆砂利コンクリートの充填実験，金庫盛のドリ J レとガスバーナによる耐

穿孔試験 ， 金庫扉用特殊鋼のウイディアによる耐穿孔試験 ， 完成砧物部分の地震計による ｉｾｬ 己振動周期

ω測定，各部構造材料の試験データの放理統，11学的分析と ，その材料行理技術への応用，支} 郎事変への

うた入に十 Ｑ ，う ｦｦｩ￮ｨｾｾ スラブ設 ｾｉ のための調査研究 ， 山留に対する地盤の安定問題の調査，大仕掛な地耐ブ ｊ 試

験の実施など， 一寸思いn
1

1すだけでも枚挙にいとまがないほとの実験や試験や凋査を，先生は立案，指

導されて，設計施工の段附で乙れを実施検討するという ，極めて入念な; 没;rl や施工監理を実行されたの

であります。

また先生は椛造; 没，11ーや笑1' 11，ｩｉ Ｎｴｾ｛ とｼ児ｩＺｬｩした杭， シートパイル，山宮7，地中日正などに関する土質工学的

な問題や， W;I 武荷ill や， ラーメンの解法などに |刻して，調査研究を進められ，それらを論文として学会

誌に発表されると Jtlζ ，当時としては先駆的な溶接工法や，ニューマティック ・ケーソンによる基礎工

法や，耐 ｉｪｬｾ スラブの築造などの多くの新らしい技術をも Ｑ 極的 ｬζ 導入されています。先生の学位論文がー ｼ守

"1ニにおよぶ乙れらの実際的な構造的技術推進の結果を編められたものであったととは，ま ζ とlζ 当然の

乙とでありました。

以上に ，fL、はつい先生の堅い面のみ記述してまいりましたが，先生は乙の地味なお仕事の聞に，絵

l[I i，和歌，ダンスなどを楽しまれ，柔らかい函でも l時IL私達を出話干して下さいました。先生の軽妙にし

て屯厚，温情と 包谷ノJ の大きいご人格が，後年 ni t 設計の火組織を統率される ζ ととなったのも当然、の

乙とでありましょう。

今私のP .E;(i にある先生の全くぷ人の域を脱したすばらしい「絵と' J u歌」の上ド 2 巻と「百 LI で見た欧

米包築」というごp ，: 蓄を見て，先生の巾の広い生活 )J に今更のように感嘆し，またいつも先生を助けて

い' ! L 歩まれてこられた奥犠の潟産nを思い浮べ，先生ご夫妻が今後ともいよいよお J じ54でt ご活動のことを

切にお祈り 'i I しあげながら， 乙の拙ない火を終る乙とといたします。Ｈ鎖山構造設計 ｾ￭ 必芳艮 ・ 工的Ｉ
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尾 崎 さ ん の 短 歌 佐 佐 木 由 幾

尼崎さんは建築界では伴いかたなのよ，と Ｉ￺ｾ 欽の仲間にきいたのは，あの大きな戦争の数年ｊｬ￭ ｊ で ｴ

でもあったろうか。在、は尾111母さんのど専門のととについては何も知らなし〉。私の知っているのは，

尾崎さんのあたたかなお人柄と ，そとから生れる短歌だけである。本郷の西片町に私達が住んでい

た頃. ｴ， ｾ ｊ のおそいわが家で ， やっと私一人が起きたとろ玄関 ｉｃ 見えて ， 父の好物であったリキュー

ノレなどを届けて下さったよく気がつかれる，やさしい足的さんである。数年前，絵と短歌の! . k をい

ただき ，その時つくづくと尾崎さんの絵 Iζ 感じ入った乙とである。

絵もm誌もそうであろうが，短歌というものは，思いがけない所で知らぬ問に，作必そのものか

表われて，あとで読み返してぎょっとなる時がある。尼崎さんが短歌を盛んに私述の雑誌に発表さ

れていたのは，昭和20年を中心 IC して，その前後 10年づっ，つまり 20年程の問であろうか。戦争H寺

の歌，諸外国を歩かれた折の歌，家庭のととを詠まれた歌，あらゆるものがあるが，主主築家らしい

歌として

新築の大ヒ J レ( /) 下べ IL ，/i りiJi l えて/ ) 目桁l時代の小木造家

北海道で詠まれたものであるが，開拓l時代の小さな木造の家，それももう年経てくづれかかってい

る。一方新築の堂々とした近代的なヒソレ。その美，その機能性は尊lまなければならぬ。しかし崩れ

かかった開拓H年代の家 lζ も，人間として，也築家として愛f日を感じる。

本願寺の誌の部品を平行に鋭く見する今朝の人; 筏J

乙の歌 IL も理性的な美しさがある。箱の歌としていかにも近代的な感覚をもって歌われている。誌

の線をといわれであると乙ろに ，私達は建築家の加を感じるのである。

弥陀仏はさもあらばあれ術中 IC持つ大き入母屋の屋綴

おもしろい歌と思う。たいていの人は仏械を歌の中心に持って乙ようとする。仏総のまなざし灼

の泣かさなとから限りない慈悲，また永遠につながる t !Jm等を表現しようとする。しかし，乙の歌

は，さもあらばあれと怪く逃げて，大きな入母屋の屋根を据えている。

天地の s吃ける閑の花紅〈黄土の上に有楽( ま燃ゆ

くれないの八重の花びら盛り 上る勾:.1
1
1めぐり虻おびただし

H たけてふくらみ張れる有楽の苦をすくる| 鍛の !I.('! りかげり

のＩ首は弓ｾのをきを，その些かさ，おほらかさをすっかり写し ＱＱＧＱ している。この歌が ｈ 付干 ｾＱ ＲＰ Ｂ ド ωＨＧＱＺ

といえば，天地の乾ける同という ζ とを合点されるであろう。そして心の余裕というか. ｾ走なるん

の it.'. なるものに対する悔恨というか，そのようなものが感じられる巧みな歌である。! ' I 然の風物与を

取われたものは

なだれnく人に交りてふと見たるビルの今関の米き入りつ ii

秋空の夫だあかきに訪日Uの! なに灯ともる山峡の村

雑木林ら抗ｾ樹む色づきて油絵めける札幌郊外

のよう1 [ . おだやかな手馴れた表現のなかに，鋭く美をうけとめである。

山*: tt の花 ICひた街る冬の 11 々花あらば li らふわが心にて

光なき孤独に堪へず此符もまた鎖のあかりに家内は寄り合ふ

子を& れてさびしく人の! 硲りし駅雪野の| 句ふに速く灯が見ゆ

のように人間的な深みを泌えた; 欽も沢山発表しておられる。短歌というむのは技巧だけのものでは

はい。 fl' .('iの草l' i t 申が，令人格が，その哀打ちとなっているのである。頭脳を{ 史う忙しいJ也i立にあり，

かつ上 I ct gげたような思いやりのある. ｾＧｉ 州生 ｬζ 宮んだ歌を作られる尼崎さんである。乙Ｇ多忙のた

均と思うが，近詠をあまり発表されない乙とが，いかにも残念K 思われる。

mげたい; 欽. " 五りたいことは ，なお多くあるが，紙数がつきたようであるから. i欠の機会』乙; I i ; ;;， 

ことにしよう。
( 歌人)
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11 元気な頃の尾崎 さん" 福 田 佳 雄

"lIi ¥ttrまフ" とたづねながら荷物をあけた税| 潟支は画材のあるのを見とめて，“ オオ，ペインター"

と折 l' j. ｾ き，いとも簡単 ｬζ ベレー ｉｰ 日受の全く風采の上らぬ紳士を通した。

乙れは尼崎さんが何処かの税関で貧乏岡地きと間進われた乙とと . ｾ品押さんの ｦ ｦ Ｈ 段の生活振 りか

ら税関をjffi るl時の尾附さんを想像 した図であ るが，チョヒ、髪て、ひきしめた羽左エ川ばりの好兇子足

l[ rMさんも ，風采については普段からか まわない方であった。気どると乙ろがなく Id苦しい椛造学の

知識を Ｚ ｾｵｮ 包めて，お人柄は 酔人 というにふさわしく小 ｬ 貝に蝋りに芸域が広く，今でも美人述から

尼崎さんの消息がた づねられたり，足的さんの訴が1 ' 1'1 されたりしており ，Ｑ ｊ［・ ｬζＹＳｽｾ 利につき てい る

と忠、われる。乙のように人気があったにかかわらず，足出‘ 5さんはよく冗談半分 lζ 『ある会社の社長

が荘、を好きだというたが男 11 : : 好かれでも仕織がない。女の子に好かれなければ ....J というたとと

が思い l'l'l されて来る。それは尾崎さんの人柄をよく表わしており，先 ) j の社長さんが函と向って，

“ H きだ" といわれた尾山市さんの人柄が偲ばれる。

世の lt が忙しくなってくると，ヂックリ全体を聞いて判断する乙となく ，部分を聞 いて全体を仰

理判断しやすくなる。乙れはややもすると按障と 象の物語りと同じ判断をしやす P o そ乙でわが尼

崎さんについても ，また別の面からライトをあててみたい。なくて七癖とはよくいわれたもので，

乙の気さくな，ブラ ない il凶脱な. t:r に至人の感ある尾崎さんら，その例外でなくいろいろ乙まか

い鮮があるが，とくに印象に残 っているのは請す時の手振りに独特のものがあった。鮮とはいえな

いが，尼崎さんは列車の中でも眠るというととは滅多になく ，原稿を書いたり; 款を作ったりし，旅

館では匝! I をかくという風に年中身体をillbかしており休むl駁とい うものを見たことがない。 “ JZlbむさ

ん あなたは今朝上京し今夜お帰りですか ? .. とはよく問かれた質問だが. nにその通り東京大阪

聞をよく頒繁 lζ 作復したものだと，そのi l l { 保な J 乙気， タフ 11:: 感心 させられた。

さて ，乙 のよ うな人柄で， 活動的な尼崎さんは ， また別の函では ， ー民Ｚぷｾｾを述べると決してこ

れをまげない強靭な心の持主であった。乙れは技術家としては非 Ｇｬ［ｾ Ｎ '[1'1 t  )明だが. 社会人としてみ

るl時訴の内終によ っては誤解されやすい。

l己Ul討さんが入院する日の朝どうも様子がおかしいので，奥様は会社を休むようにすすめたが尾崎

さんはそれを問かないで出社した。当，U は役員会であ ったので， 当時会長であ った尼崎さんはその

責任を感じて山勤したのであろうが，とにかく奥織はど主人が一度いいだすとなかなか聞かないの

で. f包[1むさんの，' 1¥社を黙認したとの乙とである。との ζ とから平素些細な乙とでも尼自なさ んは自分

のぷ見をまげなかった乙とがうかがわれる。船結さんの説得で病院で診察の結来，即刻入院となり

Zj i : 無きを得たしだいであるが，まことに危険な 乙とであった。今やお) e 気になら れ療援三味のど生

v'i だカ五 乙のような乙とカt またとないよう相? る次第である。

さて風采lとは1l ! ( i M: aーであった尼崎 さんも 心の中はダンディであったと解される。したが って尾崎

さんの酔人もその芯味で見ねばならないと思う。乙の心のダンディは程よく理性に内包され，また

時には知性に働きかけてー磁のアクセントとなり知性をよりかがやかせ，あるいは色どって尾崎さ

んの風絡の一面を作っていたと比られる。 J;L、はその具象的なものを尾崎さんの画の中11:: 1時折感ぜ ら

れてならない。

乙の秋病気がよくなられた民的 さんは奥様と i度目 フのハワイ旅行をなされた。その第二回目の

ハワイ旅行より知られた時と思うが，尾崎さんからヴォリューム感あふれる水治姿の女性のカラ-

2.Hミを見せられ，その撮影の苦心談の一席を伺った。 フラダンス Iζ 流線の美を見，数多くの水着女

性に 1111線の美を見た尾崎さんは，芸術心i ¥I T { に高まるを党え苦心に及んだ結果であろうか，小柄な足

的 さんがカメラをかまえると乙ろを太女K 兄っかり， トッチメラ レナイように心をくばり ，チョコ

チョコして ゾヤツデーを切った綴子が思い浮ばれてほほえまれ る。

(日正1椴 Z十工必株式会社取締役 l，f-!J;{土社I之)
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尾 崎 先 生 岡 橋 作 太 郎

l壬出向先生の教えを受けたブJ はずbリ、ん多いのではないでしょうか。私も附和 7 4'ーから 8 11" - にわた

ってであったと恩いますが，早稲田の学生として先生から構造学の誹義を拝l聴いたしました4 先生

は当時日本銀行 lζ ご劫務になっておられ建築学教室に講師としてお見えになっておられました。

先生は黒い上衣を召され縞のズボンを跨いておられたと思います。いつも同じようにしておられ

たように思います。そして美髭を蓄えておられました。そして白い手袋，乙の頃はモーニンクの花

婦が写真を撮られるH寺に持たされるあれのの下の方の一つだけをお l絞めになり ，チョークを持たれ

ました。そして時間の始めから終りまで泉阪にギツゾリと数式を宮き続けられました o 途中で少し

も余，1 1 - な乙とはおっしゃらず， まして脱線をしたり，学生を笑わせたりする乙とはなさいませんで・

した。そして予定せられたと ζ ろまで参りますと ，右手の手袋をお脱ぎにな って黒板の角でハタ ハ

タとその手袋をおはたきになり，チョークの ｉ ｾ ｉ い粉を諒されました。そ乙で学生一同ホッと恵をつ

く，とい ったよう な具合でてざいました。正直なと乙ろあまり ツキアイヨイ先生ではど ざいません

でした。荘、などは数式のブi にはあまりツヨクない方でどざいましたから ，とくにそんな風K 感 じた

のかも知れません。その紅拠 lζ は尾崎先生の1時間はとうも ー といったような声は学生の聞にはチッ

トも起りませんでした。むしろ底の方に畏敬の念が強く流れておったようでございました。ま乙と

lにζ キチンとしたこ

たとえば 1川n川1廿t ern問1国。ω1 wor k という 3拓再の w or k は W 。町rkμU などと日本風』にζ おつし やらずチ ヤント w ork

そのものの発音をキチンとなさいました。いまでも先生の発音がハッキリと私の耳 lζ 残っており

ます。

先生は多芸多彩また l凌いお人柄である乙とは皆さまど存じの通りであり ，私もまたつねにそう感

じ入っておるのでございますが，学生の頃にはそのように感じておりませんでした。私が鈍感であ

ったせいもご ざいましょうが， とれは先つ 三 の ｾｩ ｖｩ 義，教 場といっ た ものに 対するお 考え方から来 た乙

とで，あったろうと存じます。昭和 13年に先生は現在の日建設，ij 工務の前身である 長谷部竹腰建築事

務所 lζ 入られました。ととではからずもまた弘は，今度は上司としての先生にど信導をうける ζ と

になりました。追々に，といってもかなり急速に ，私は先生の教室では知る乙とのなかった面に接

する乙とになり ，そのお人柄 IC深い敬愛の念を31えるようになって参りました。

l凶fil 2U I の 9 月，すで に日正t設JI. 工務の社長とな って おられた先生はヨ ーロッパ，アメリカを旅

行される乙とになり ，私はそのお伴をすることになりました。当時はゼット機も北経ノレートもまだ

ございませんでした . 42時間かかってロー 7 におきました。はじめてヨーロッパの土κ 歩を印され

た先生のど感慨， とれは先生の若された「百円で見た欧米建築」でよく知るととができます。イタ

リヤでほす; f 1)  . ポム ペイ，カ プリ島 iζ 遊ばれ，それから国際住宅都市計画会議 l ζ1おられるため に リ

スボン lζ 直行されました。同行は石井東京都 ill 築局長，師岡建設省住宅局長，それに私でどざいま

した。 ι 会議の様子なとは先に申し上げました先生の皆舎によっていただく乙とにいたしましょう。

リスボンから 7 ドリッドへ さらにパ リへいたりました時，私は病気となり入院する乙 とになってし

まいました。先生のお役 lζ 立つ乙とができなくなったばかりか，とんだど迷惑をかけど心配をかけ

ました。その時にお心逃いいただいたあのとと，お手放を煩わしたあの乙と ，ありがたくも申し訳

わけない，忘れる乙とのできない私の思い出となりました。先生はその後 お一人で北欧諸国を回ら

れ英国を経て米国へ波百れました。 1 ヶ月半の後健康1(. 復した私はニ ューヨークで再び先生とど一

緒1( ，なり ，米国内 を廻りホノルルを経て 12月下旬に帰国いたしました。先生は気軽にと自分で何で

もなさり ，あまり役にたたない私のお伴でも間に合う乙とになってしまったのでありました。ニュ

ーヨークでは，ひと足先きにおいておられた先生 IC国辿などを案内していただくようなととになっ

た りもいたしました。

荘、は教えをうけた学生として，旅行のお{'I' をいたしましたものとして，尾崎さんのお 人柄をお伝

えしようとしたのでございますが，火礼な 乙とを rli し述べただけで終ったようでど ざいます。

( 日迎設計工務株式会社取締役大阪事務所長)
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父 尾 崎 嘉 文

舌で下層lζ 湿りを与えて秘義をしている父，愁厳そのものの姿で叱言をいう父，私の子供の頃，

また学生の頃の父は ウノレサ型だけで表現されてよかったのではなかろうか。

籾K. タ lζ 多忙な身体，夜行 l乙て東京行，夜行 lζ て帰浴ととも に山陰九州方面lへの出張，数年前ま

では 自宅におるとと一ヶ月の内何日位であったか，1出毛lζ 白髪を交え，つねに何かを考えているよ

うな目 ，書類と鉛築を自分の伴侶のようにしていた父が， 会社の社長を引き ，会長 fCなってから幾

月かの後，昭和36年 8 月28日の日 I @口に自動車嫌いで、あった父が，珍らしく私の愛車パンガード lζ

同乗 し，三方五湖へドライブK . 行き，車内でハシヤギ ，夜遅く 主主坂山の「カ ネヨ J (註 田カネヨは父

が三高時代 lζ 学校の狭からホウパをはいて歩いて食事にきたととのある想い 出の料理屋と の乙と)

1L1I i を着けビーノレを飲み，遅い夕食をして機嫌よく午後11時過 ぎ帰宅いたしました。その翌日父は

脳血栓で倒れたのです。いままでの過労に加え，一日の楽しかるべき ドライブでも ，悪路の衝準IC

耐えかねねたのでしょうか，病j党はウィークポイン トlζ 飛び出したのです。それから現在までの 4

年間闘宵生活をしてきました。さらに今後も永い闘病生活をしなければならないて・しょう。

父は - 1般の人です。乙うと思うとなかなか芯志を1111け・ぬ人で，また，人一倍の努力家で: した。何

か知ら信念というものを持っていたのでしょう。私の子供の頃， ｲｾｊ めより帰ると講義のある前日は

その下調べに，ない時は何か別のノートを終I i めており ，いまにして思えばそのノートは学位論文で

ありました。いままでの半生は努力と実行との闘いで，恩師先輩の:志、見を充分に自分で消化 し，あ

くまでも努力に努力を重ね，責任の全うできるような生活をしてきました。ですから私ども兄弟は

随分口喧しい親父だなとつねに敬遠し， 何事 も母を通して話をしたものです。しかし，不出来な私

ども兄弟を子 lζ 持った父も，教育は人ー倍の苦労をしたらしく ，乙と勉強については直接注意をう

ながし 何かと気を配ってくれました。今になってよく解り ，ありがたいととだったと感謝してお

ります。口やかましい，気難しし〉反而一家揃って豊島闘に遊び ，小 金Ｚｊ ｉ ニの桜 ｾｉｌ 遊んだとともあり

ます。母が病を得た 11寺ICは逗子に家を恰り静養させておりました。たまたま海水浴のて・きる季節で

あったため，土限日はみな母の許に* り . 一日 中遊びましたが，そのような 11寺でも父は暇を見つけ

るのか，また予定を作っているのか知れませんがノートを手から離しませんでした。私は終戦後た

学の研究室を止めて半年ほど病床 IL ありましたが，その間随分と私の病気のとと ，また病後の就職

の乙とを心配し，私の知らぬ聞にいろいろと手を打っておいてくれました。

父と 同じE; 113誕界K 入った私 lζ 公平i、の|ぞく日 IJを非常にやかまし く説き，仕事に対する便宜は一切;;1 っ

て貰えませんでした。当時私はそのととに関し恨んだとともありました。いま与えてみると ，その

公私混同 しないととが，父の社会における人間性に非常にプ ラス したのではないて、しょうか。病を

得てからでもやはり公私混聞についてはやかましくいいます。私 も7 年ほど市j からru築事務所を開

設しており ，何度か父に相談事がありましでも遂にそれも単な る報告に終ってしまい，私の本題と

すべき頼みごとにまで話が到らずにすんでしまうのです。 仕事のζ となど，理を弁えて話をすれば

話IL 乗ってくれますが，人への紹介事等肝心のと乙ろでは，いくら父子であるとも，会社の役員を

している以上，父から日程の不平IJ 1 ( なるような紹介は一切できないと叱言を 11食う仕末です。しかし

父のお蔭でな、も随分と世間のみなさまから可変ーがられ，仕事の上 lζ プラスさせていただいている乙

とは，親の光七光が私の場合十四光になっている ζ とでし ょう 。

最近の父の生活は悠々自適という 言葉が当らぬかもしれませんが，病と |却し3 ながら好きな絵を闘

志 j昆泉旅行にまたハワイ旅行IL余生を楽しんでおります。か つての鋭い l浪光もいまでは，柔和と

なり，孫とか，あるいは近所の小 さい子供さん等を相手にするほどの好々爺にな って きました。し

かしその中にも生来のカンシャク ，セッカ チは見逃す乙とはできません。だが現在より健康になっ

てほしい乙とはもちろんですが，現 (Eの状態でもよいから長生きをしてもらいたいと願っておりま

す。乱文でしたが以上が愚息より見た父であります。最後に父より教わりました私の大好きな，佐

佐木信網先生1 ' 1: の『司を書いてさfi をおかせて頂きます。

I' _j 雲は ｾｉζ 浮べり谷川の不特Ｎｦ ｩ の [ 1らなる
( 1ι崎正s築i設計 'Ji r: i i 所以)
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大学の同期生が諮 る学生時代 ・卒業後と先達のこと

県 Ul なt; 作9J 氏

森 田 炭 一 氏 尼 崎 久 助 氏 中沢誠一郎 民

ｩｬＧｾ＠ ?I尺 li 弓氏

と き 昭 和 39 年 10月 初 日

と こ ろ 京都 ・都 ホ テ ル

政 ｉ［Ｈｾ h!i i:欠 11;
n. 山 光 生 l l; 生方文抄く氏

83 



片山 尾崎先生のお徳を偲びまして座談会を開催させ

ていただきます。大正 ? 年東大どZiE業からのお話は生き

た現代建築史を伺う感がいたします。よき時代のお話な

と級り交ぜてお話し下されば，われわれ後進のよき道標

となるのではないかとも思います。

i  高等学校時代

滝沢 司会をやれとの ζ とですが，まず音頭をとると

いう乙とにして，荘、から始めさせてもらいますー一一

編集係の方から「大学へ入 ったときの乙とから」との

ど注文だったんですが，クラスには三高の出身者が特 lζ

多かった。現 I Cζ の顔ぶれを見てもー ・二・三高と並んで

いるが，五人中三人までが三高出ですな。そ乙で何故そ

んなに多勢三高から建築科へ来たかという乙と，乙の乙

とについては，かつて森田君から聞いた ζ ともあるが

ー。それから特に，尾崎君がなぜ建築科を選んだか，と

いうよ うな話から始めていただいたらどうか。

森田 われわれのクラスには 旧三高出身が非常に多か

った。建築へはし〉った動機は各人それぞれちが うだろう

が，ボク自身について言えば，そのとき旧三高K 伊藤小

三郎とい う英語の先生がおられて，イギリス留学から帰

られたばかりでゴシックの大会堂の話なんかを熱を乙め

てやっていただいた。それが印象 lζ 残っている。工科な

んてろくなところじ ゃな いというが伊藤先生の持論だっ

たが， しかしその工科のなかでも，建築だけはやるに価

するよ うな仕事だと，そういう乙とを言われて，それが

どうやらボクを建築へ誘惑したらしい。尾崎さんはその

点どうだったかな。

尾崎 物理で有名な森総之助先生が保証人なんです

ね。その森総先生 IC卒業のときに呼びつけられて， i お

まえはど乙へ行くか」ときかれた。 I どとへ行ったらい

いのかな J i おまえは入学試験のときから化学がダメ

だ。 化学をよく勉強をしろ J i 化学はきらいなんですJ

「それじゃ 化学のないと ζ ろへ行くよりしょうがない

な」というような乙とで，京都の疏水の設水の設計者と

して有名な悶辺湖郎先生のところ へ行って相談して ζ い

という乙とになった。 田辺先生は静岡県の人でt県人会の

世話をしていら れたが，相談をすると ， i 化学がきらい

なら土木か建築よ りほ かないが，キミは絵はとうだ」と

言われて， i 絵は好きです」と答えると， i それじゃ建

築へ行け」と官座 E そ ζ へ決められちゃったわけです

よ。
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黒崎 森田さんのお話のように高校の先生の話から潟

築を志望したというようなのは，われわれにもあるんで

すよ。ボクは仙台の二高で，そ乙の林久男先生というド

イツ語の先生が建築の話をよくしておられて，その人K

引っぱられたというか，やはり，や り甲斐のある仕事じ

ゃないかというふうに考えて建築を志望したんです。わ

れわれの卒業後に林先生は京都へとられて三高の先生に

なられた。

中沢 ボクも三高だけど，尾崎さんや森田さんの一年

上で一緒ぢゃなかった。ぼくの父が建築をやっていたの

で，建築をやる ζ とになったといえばその通 りなんです

が，実はね，ボクは高校 2 年のとき K 文科へかわろうと

思ったが，結局母に泣きっかれて文科へ行かなかったと

いうととがあるんです。高校当時，夏期講座で江馬務先

生からお寺へつれて行かれ，お寺の話や建築の話をきい

ているうちに，坊さんはいいなと思って文科へ行 ζ うと

患ったわけです。 けっき ょく文科はあき らめて父の家業

の建築へはいった。江馬先生の印象は強かったですね。

その当時，四条烏丸の角に三井銀行ができて， あれは大

先輩鈴木さんの設計で世間 lζ はボロクソに言うものもあ

って興味を引かれた ζ とも覚えている。それで建築をや

ろうという気が出たというほどではないけれど。

森田 伊隊小三郎先生も，京都では三井銀行がよいな

ぁと言っておられたね。

尾崎 建築よりその方をやっていた方がよかったかも

知れませんね。それやっていたら，いまどろ袈裟かけ

て，今東光先生の弟子のなまぐさ{ 立にはなっていただろ

うIC。

滝沢 高校のお話が出たが，ついでにいうと ，われわ

れが高校へはいったのは大正 3 年。第一次欧洲大戦の は

じまった年で，今年はその50周年 IC当る。いかに古いか

というととがわかるね。とと λ で何科へ行乙うかつて諾

だが，当時の高校ではと製図の点のいいものは建築へゆ

けミという風だったでミはないかな。それに絵どとろもあ

るとか…・ ボク l司身の乙とをいうと，他の学科はダメで

も製図だけはよかった。それに絵も好きだった 。数学 も

キライじゃなかった。幾何学など好 きな方だったが，計

算がヘタなんだな。数字はダメなんだ。数学の先生は理

科系だか らたとえ計算がちがっていても ，式の立て方が

正しければ相当の点をくれた ものだ。ととろが ウワサ lζ

よると東大の機械科に柴田錠作という先生がいて，工科

はたとえ理論はよくても実際の計算がちがっては役に立

たぬと強硬な意見だという話を聞いて恐れをなして礼子築

科へ逃げ込んだ‘ のだが，だから構造計算はニ ガ手で敬遠

せざるを得なか った。それにして も当時の高校の製図は

恐しく精密なものだったね。

尾崎 そりゃ無茶ゃったな。ワット 7 ン紙へ烏口で引

いた線を先生が虫メガネで見るんですからね。

司.
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大 学 時 代

滝沢 われわれの姶築科へはいったときは ，一一大学

というと帝大を意味したものだが一一古い先輩なと大学

に入試があるのかと驚いていた。高等学校の前身は「大

学予イ'1m門」だ。その伝統で背は高校から大学へはフリー

パスだった。と ζ ろが，われわれの頃はすでに入試があ

り. しかもかなりはげしい競争率だった。建築科は 16人

しかとらなかった。乙れはおそらく収容施設に限度があ

ったためだろうが，社会的にも要求が少なかったからだ

ろうね。とにかく建築科の| 笠符は小さかった。何とかい

う有名な大先輩は秀才でクラスで二番目だった，そのク

ラスは実は二人だけだった，などいう笑話もあるが，昔

の大学は秀才ばかりだったらしい。われわれの頃は 16人

でも昔から見れば人数がふえたわけで，それだけ秀才度

も低下したのかも知れないがね。さき程の話でもわかる

ように ， ｾ築干＿というと乙ろは工科の中でも異色のある

存在だった。と乙ろが入試の問題は皆ー織に，数学 ・物

J' jj ・化学で" i l l 築科の特異な性格などY; 'h位されていなかっ

た。そ乙でボタは i時々思う乙となんだがね，入試 IC失敗

した人有の中には. もしも築築家として一家をなしてい

たら業附らしい人がいたんではないかな， とね。

と乙ろで，われわれが入った時，まだ特待生という制

度があった。そして二年上のクラス ， 乙のクラスは，い

わゆるブリ リア ント ・クラスだっ たが，中 に二人の特待

! t がいた。大口荷 山さんと岩元政さん。岩元さんは高校

でも先畿で，かなりよ く知っ ていた。長兄 が一高の ドイ

ツ誇の先生で= 瓦目さんの「三四郎JIC出てくる「偉大な

るクラヤミ」の広田先生のモデルだったという ほと一種

の奇人的天才。次兄はど ζ かの県の知事だった。つ まり

毛並みのよい兄弟の三人目，というわけだった。大した

秀才で先党者だった。 ζ の岩元さんの乙とは明治大学の

仲代君が，たしか「新. i l l 築」誌に書いているからど不知

の人もあるだろうな。

尾崎 われわれより上か ?

滝沢 二年上だった。それから一年上のクラス lζ 二人

の秀才がいた。一人は吉田鉄郎さん一一 当時は五島とい

う姓だったがーーもう一人は構造学の江国正義さんー一

乙の人も当時は田中という姓だったが・...

大正 6年 9月，東大工学部本館中庭にて。 ( 間沢所蔵)

li 司って左から 後ダIJ 1 人目 黒崎幹男 3 人目 滝沢民; 弓 7 人目 l t 沢誠一郎( 右から 5 人目) .

10人目 森田慶一( 右から 2 人目)

lii J列 3 人円 尾崎久助
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尾崎 横浜国立大学の学長をしていたんですね。

滝沢 そうだ，三年程前 lζ 定年で止められたが。そし

てわれわれはそのあと K 入 ったわけだ。と乙ろが，乙の

一年先鋭のクラスが一一 製図室が| 刈タラス共 [nJの広い :':11

尽だった一一音楽の好きなクラスだったな。i l i ' l 図をしな

がら，大会うがいつも大きな声で歌っている「行乙か民ろ

かオーロラの下を， 口二ノ アは北くに果て知らす」なんて

ｾ､Ｎ ｯ＠

尾 崎 歌をうたっていると乙ろへですね。塚本先生が

はいってきて，主 Ｑ［｛ 夫 ｘｾｔ にもおとるというて叱られた。

( 笑しコ)

滝沢 塚本という先生はなかなか，やかましい先生だ

った。風釆掌々 ，威厳があったね。 Hヒられた歌つてのは

何の歌だったかなア

尾崎 オペラだよ。 あの乙ろはもっぱら。

滝沢 そうそう浅草のオペラが流行の尖端だったね。

尼崎 清水金太郎に田谷力三などがいた。

滝沢 それに女優の岡村文子， もう 60以上の婆さんの

はずだが。そこへ古典的な塚本先生がカミナ リを落した

「点夫馬丁にもおとる / J ( 笑しコ) まだそんな言葉のあ

る11寺イ℃だった。

尾崎 いまそんな乙とを言 うた ら ... .. 0 (笑し l)

中沢 中村さんもやかましくいったね。タノミコがあぶ

ないと。

滝沢 中村さんで思い出した話がある。伝えるところ

によると 佐野村器先生 も学生の l時，製図しながら歌をう

たっていたそうだ。あまりお上手だったとは恩われない

がね。そ 乙へ 中村先生がソッと 入って来られて，佐野学

生の J?f をたたいたとか。ど うも歌は建築科の伝統だった

らじいな。ボ クらのクラスには権藤君というのがすばら

しい歌手だった。ハリトンだったかな，三高山身だっ

fこ。

尾崎 うまかったね。

中沢 j結藤君は高校はボクらと一緒だった。 ζ のどろ

は小l狽だが，あの当 H寺は声楽だったな。

滝沢 権Ji暴君はスポ ーツもやっておったね。とにかく

体格はよく，従って声量もあり ，大したもんだったo .14 

君も歌は好 きだった。

中沢 森君はボクの中学の l 年先輩だ。京都の五中だ

っ fこ。

滝沢 歌も好きだったが，声がどうも ，奇声でね ....

背が高かったのでクチの惑い 山田君が「煙突」とアダれ

をつけた。煙突が声を出すよ うだ って ....。

中沢 山田のオンチも有名だ。

尾崎 そのときにね ，ぼく はベノレ リナー ルアーケップ

レフトという本やほかK なlζ か 2 1l Hから 3 ffi fの本を持っ

てオペラへ行って，それを腰かけにしてそのまま忘れて

刈った。( ヲミp )
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中沢 もう一人好きなのがいたね。

尾崎 小倉尚君。

中沢 あれら好きだったね。

滝沢 小企京は|冷' f [ " [ の委託'1 で工. 兵'1'1.，1. . 1' だった。系外

みたいな :(f.{ I:だったが。乙の人を加えてクラスは 17人だ

ったね。

森田 滝沢君も歌った方だろう。

滝沢 ボクは権藤君( c コーチしてもらってね，彼が低

背をやり ，ボ クが高音をやった。

と乙ろで，われわれの次のクラスにも人物がいたね。

特に坂静雄君。 。

尾崎 あれは勉強をしておったね。

滝沢 もう一人が井上新二君。大 した人物だった と思

う。建築家としてというよりも人間としてスケールが大

きかったね。その次のクラスもブ リリア ン ト・クラスで

;;，a 口IH刀君， 長谷川輝雄君，吉田宏彦君など多士折々

だった。長谷川君は東大の助教俊と なり砧築史家 として

将来をH属望されていたが病気で 亡く なった。

その前に岩元さんも亡くなった。岩元さんは明治時代

の有% な鋳金家のアト リエを借 りて独身生活をしていた

が婦口; A やボクなどが訪ねると「君，如何にして少な

く11民る乙とができるか」などといって ガム シャラ lζ 勉強

していた。れJ i f:士はもちろん泥土を持ち込んで彫塑をやっ

たり ，3: }j 給を工而してピアノを買って "1・IIJ Iをやったり

い・ー とうとう 11旬をやられて，医者のいう乙とも 1mかず，

ピア ノの上lζ l格J位した，などとムチ ャとも 悲壮 とも -

とれが天才の宿命とでもい うものだったのかな。

尾崎 長谷川君は三高の ランニングの選手だった。

滝沢 岩元さんや，長谷川君が生きていたら，その後

の東大の空気は今とは異なったものになっていたろう

fS. 。

尾崎 長谷川君は腹の病気だったね。

中沢 特待生( 立岩元さんのクラスでしまいになったの

だね。

東京術大時代の尾的久助ア:
( 尼崎官! 嵐)

‘.  
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滝沢 たしかそうだね。その前には恩賜の銀 ｬ 侍 ｾｉ ーとい

うのがあった。建築科の先輩では岡田信一郎さん，高桁

l' 1太郎さ ん。

森田 ボクらが入学したばiはまだ成績の順位を発表し

ていただろう 。ボク らの時からそれが無くなって助かっ

たが。

中沢 塚本さんが言いだしたそうだね。塚本さんが数

百長主任のようなかっ ζ うだった。関野さんはパー行してい

たし。

森田 とκ かくその乙ろはデザイン万能だったか ら

な，構造というようなものはあまりやらなかった。構造

をやったのは 田中正義 さんと ，そのまえは後藤隆二さん

くらいでしょう 。後藤康二さんは構造をやっ τ も，あれ

はデザイナ ーでもあるし・ 1

滝沢 郁l方できた人だ。が乙の人も天才天折の組だっ

すこ。

森田 だからほんとうに構造をや りだしたのは，おそ

らく尾的さんくらいかな。

滝沢 大学卒業は大正 9 年だから，関東渓炎tiriという

わけだ。すでに鉄骨，鉄筋は実施されていて，現K 第一

次大戦直前，丸の内の「海上ビ J レJ が 鉄 骨 を 往 て て い

た，が実際に伸びたのは震炎後という ζ とになるだろう

かな。

先生のうわさ話

滝沢 さっき建築科の世帯が小さかったという誌をし

たがね，教授の陣容も小規模だった。教俊は 3 人じゃな

かったかな。中村達太郎先生. 伊東宏、太先生，塚本靖先

。

パ

」

尾崎 教慢は 3 人だった。

東京帝大時代の尾崎久助君( 布) と故石本子ヰ久治J : ¥

滝沢 関野貞先生という ，学者としては有名な人だ っ

たが，まだ助教授。佐野利器先生も助教授。内問符. 三先

'1: が助教授. いやまだ講師ー・・・ そ乙で乙の辺で先生の恩

1'1 '1 訴はどうか。 δ し当! ) 内問先生のことなら尼崎君が

し2 し〉。

尾崎 そりゃ内田さんにね。みんなからそそのかされ

て，滝沢君と二人で， r試験を延ばしてくれJ と言うた

らね。 rそんなにいうのなら勝手にわたしやります」と

お乙られた。

滝沢 どうしてあんな人選が決まったのかな。どうも

変な選び方だった。内田さんは高校以来の先輩だからと

いうのでポクが。 そして尾崎君，乙れがケッサクなん

だ。尾崎君は i時々クシ ャミをする。それが内田さんのと

よく似どいるから。 ( 笑い) まあそんな茶目ッ気からで

はなかったかな。

尾崎 ともかく二人で行った。パカなクジを引いたも

んだね。エライ お乙られち ゃたね。

滝沢 「キミたちが勝手な乙とをいうならボクの方も

」なんて，今思うと内田さんも若かかったんだね。

だが，その時はホウホウの態で引き下がったなァ。

尾崎 とにかくあの乙ろの教筏陣は中村達太郎さんが

施工みたような乙とをやっておられたが，理論的な構造

学はやっている教授はなかったんですからね。佐野 さん

がそれをはじめられた。

滝沢 日本で始めて鉄筋コンクリートの講義をしたの

は土木科の広井勇という先生だったそうだ。札幌j災学校

を出て独力でアメリカ K 留学したという人だ。

尾崎 あの人はえらい人だな。

滝沢 停年制というのが始めて東大で問題 K なっ た

時，年寄りではいけない というならオレは止める，と停

，iIJ 以前に辞表を出したそうで， p かにも明治の人らしい

気' J ! ' l があったな。| 付目先生は乙の土木科の先生から教わ

ったのだそうだ。鉄骨や鉄筋コンクリートの方は土木の

方が先なんだね。

尾崎 古い古い。京総でもそうや。建築では 辰野光生

すら，鉄筋コンクリートの大要はよう知らなかったそう

ですね。

森田 とにかく構造はそんな状態だった。当時ミ ュー

ラー ・プレスラウだとか， フェノレスターだとカh そうし〉

うようなむつかしt > ) ，s : を読んでおったのは尾 "均君だけだ

っfこかな。

滝沢 当時の構造学が如何なる段階にあったかという

問題の参考までに一一ー東京の丸一品番l苫が佐野先生の設け

で明治 ＴＲ 年末 ｉｃ 出来た。が ［ ｉｾｨ 部は鉄内 Ｇ でも煉瓦巻き。但

し床だけは欽筋コンク リート で，乙れが日本で，た しか

二番目の鉄筋コンクリートだとか，佐野先生が，いささ

か得意の面持ちで話された。それが大震炎で煉瓦がくず

れ. 火が入「たので¥鉄fl ・は 1111 り，床が一一 3 際だった
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が一一書物の重味で京ち煮な って，汚物が半月らの問燃

えつづけていた。

尾崎 それはなかなか焼けん もんだよ。念日Zは。

主主方 さっき佐野先生のお話なんですがね。諮義 Fまな

かなかお上T ですね。ボク きいていたが. IIInl 15  "1 ごろ

9J l 築学会の印象はいまも残っています。

滝沢 佐野先生は東J t . 人だ ったが言葉づかいは江戸っ

児かと恩われるほとキビキビしておられた。i ' I 分でマチ

ガイと気がつくと卒直lζ 訂正する，と いう風でハヅキ リ

していま したね。それと対照 le. やかまし尽だ けれど，

ととか征洋たる趣のあったのが啄本先生。文展創設の頃

はその穏査にも関係された。

尾崎 先生はその委員だった。幅は広かったね。

中沢 当時の文展の入場券をもらった。

滝沢 そうそう，そんなととがあったね。それから伊

東忠太先生。先生は山形のど出身だから東北人だが佐野

先生とは契 って黙 々としておられた。がお若いl時から俊

敏を以て聞乙え，明治のたしか三十年頃の訴，当時間倉

天心一派が古美術に国主という 11;11度を設けようといって

いた時，若き伊東工学士が，建築をも加えねばならぬと

主張して，それが特別保設築造物の制度となったのだそ

うだ。また当 H寺「造家」学といっていたのを「必築J 学

とすべしと提案したのも先生だったのだそうだ。

尾崎 そういう話だね。

森田 そろそろ卒業しょうか。 ＨｾｰＩ

尾崎 卒業させてくれん。( 笑し> )

中沢 ボク らには卒業式とい うものはなかったんだ

ね。

尾崎 卒業式はないんだよ。卒業をしたのか，せんの

かはわからなかった。誰れかがたのんで おいたら免状を

丸いj ' ; ) j ! ζ 入れて送ってくれた。

中沢 あれなんとか言ったな。太っ て大きな。そうそ

う，木村貞吉さん。あの人にたのんだ。

滝沢 風釆堂々としていたからボタは初め教授だろう

と思ったが。が教室の事務長絡だったな。愛称を「キム

テイ」といった。だから，お互同志，卒業祝賀会なんて

お祭り気分も出ない。 もっとも本郷三丁目の燕業粁とい

う所で，簡単にやるにはやったがね。

中沢 そういうお祭りは次のクラスが盛んだった。同

窓会なと多いときは年二回くらいあったな。

滝沢 あのク ラスは そうい う点では大したものだっ

た。 系人J之居などもやっ たとか。

ととろで今話 lζ 出た卒業式の件だが，恩賜の鋭l時.1- 1'1時

代lζ は京大の卒業式には天皐が行判ζ なった。それが止

まったので， 力、、ク リと来た。それがボクらの時代，とい

うわけではないか。ギ ャッ プの時代とでもいうか。

中沢 そういう感じもする ね。

尾崎 たしかに入学式はあったが。宜匁させら れた。
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誰れかが代表で行って。

滝沢 丘誓式はあったようだね。 ボ ク は ズ ボ ラをし

て 守 あとで℃学部長の 別室 みたいな郎尾で宣ｾＺｦ簿Ａこ 密 約

してきたように記憶する。

中沢 笠智した乙とはおぼえんな。宣誓をしたおぼえ

はないよ。( 笑p )

滝沢 主l ! 築科の論議の他 lζ ，尾山t，j君は文科のフランス

認にもt I ｾ 附していたね，森 田君 と二人で。 勉強家だと感

心、した よ。

尾崎 神田にあったアテ ネフラン セという のIL も通 っ

た乙とがある 。

中沢 美学の講座もあったな。

滝沢 美学や美術史はボク もよく 行った，文科のね ・

尾崎 美学は大塚保治という人でした。

|卒業後 ・先達のことなど

森田 卒業して辰野Z与西事務所へ行ったのは掘 口君 と

滝沢君と三人か。

尾崎 いや滝沢君とボクと のこ人だけだ。

滝沢 辰野さんは ボク らの在学中 IL亡くなった。生 き

ておられたらボクは行かなかっ たろう。名義は依然と し

て「辰野 ・必凶」 だったが，葛西万司先生が主宰して い

た。隠居仕事だと評されていた位忍気な所だった。さっ

き話に出た大学の木村貞吉さんの紹介で入った。

J I i l l 口君は大学院に残っていたが，後i乙ボクが博覧会lζ

移った l時，引 っぱり出して，そ乙で ボクと いっしょにな

っfこのだー

尾崎 キムテイさんは大学と 兼務で，乙の事務所の事

務をやっておった。

滝沢 就職したのが大正 9 年の 7 月末か瓦休前だっ

た。、それから 12年秋の伎災までの閲，何か問題はなかっ

たろうかな。

尾崎ないな。 パ

滝沢 大 ｴ＿ｬ ￸ｾ で東京は焼 野原になった。そのため事務

所は止むなく 開底休業0 ，その時尾崎君は東大とタイア ッ

プして毎 日焼けピ J レの調査をして歩いた。そのエネルギ

ーには縫いたね。火災の実地研究は，あれが日本では始

めてではないかな。

尾崎 写nを集めたんだ。

滝沢 そうそう ，君は組立暗箱の立派な写J ' .l;機を もっ

ていた。当時と しては珍しい物持ちだったわけ だ. . " . あ

んな大きな火災は世界でも未曽有というわ けだ. っ たろ

つ。

ζ の大火災で恩出 した乙とがある。尾山市君は在学 l t

-・

、
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「鬼ボル ト」 というニック ・ネームだった。髪の毛がち

ぢれてウズを巻いている，それを誰かがね。と乙ろ が今

度は震災で火災の調査だ。地獄の火の番をするのは鬼だ

というので，鬼ボ J レトのボ J レトが外れて「鬼」と略称さ

れるようになった。( 笑い)

尾崎 お西事務所にいて も滝沢さんにはよくいわれ

Tこ。

滝沢 誰が名付親かはしばら くあずかるとして， ζ れ

は誠1[ . 適切な名前だったね一一勉強の鬼，仕事の鬼なん

だからね。( 笑い)

森田 その乙ろ，中沢君が内務省，ボクが警視庁K い

て，建築監督官をやっておった。

中沢 ボクが建築監督官になったのは尾的君のせい

だ。あの時分，ボクは病気ばか りしていてクスリをよく

飲んでいた ・

尾崎 タラコン錠やゲンノショウコを飲んでいたね。

中沢 たまたま学校へ出たら，尾崎君が乙とわったと

いうので ，内田さんがボク IC建築監督官K なれというん

だ。

尾崎 辰野葛西事務所 lζ は，帝都復興院のできるまで

おった。ｾ西先生は ナマケ もので建築 士 会にはちょっと

も出ていかん。滝沢さん代りに出てくださいといわれた

ら，出る気のない人の代りだからわ しもやっぱり出ませ

んといってたね。( 笑い)

滝沢 それでも月給をくれていたんだからね。先生は

あんまりガツガツするのを好まれない。

尾崎 あれは大人( タイジン) だったよ。

滝沢 仕事も無かったわけではないが，ボクのデザ? イ

ンでは注文がとれなかったんだ，何しろ「分離派」式だ

ったからね。そこへ「面白いデサ. インをやらないかJ と

先輩の小倉強さんにすすめられて博覧会へ行った。その

博覧会もあと半年で解散という時，お西先生を訪ねたら

「博覧会の後，まだ何所へも決めてないならば，また私

の所へ来ないか」といわれた。人生意気に感ず って乙と

があるね。ボ クはす ぐ博覧会の方へ辞表を出して， また

ｾ西さんの所へ戻った 一一 出戻リッて形だった。ボクの

ようなモノグサをよく採ってくれたものだね。

尾崎 とにかく/ ンキな時代でしたからね。いまなら

おとられちゃう。

森田 震災前尾崎君とボクは戸山ケ原の近くの筋向い

の家に住んでいた。ボクはまだ独身だったものだから毎

晩毎晩尾崎君の家へ押しかけたものだ。奥さんにはずい

分御迷惑な乙とだったろう。心ないしわざで，いつも申

し訳ないと恩っているよ。( 笑い)

滝沢 尾崎君は在学中に結婚していたね。

尾崎 そうだね大正 8 年だかふ 4 月の 3 日だ。結婚

式をやったのは。その時分ばいい時代だ。青島は陥起す

るし御大tl l ! はあるしねえ。京都の三高の生徒はんという

てもてたもんだよ。 7 f j l C卒業したのだが 3 月ごろに

はもう就職先がきまっていたな。

滝沢 第一次大戦が終って経済界が不況になり ，ボク

、より 1 年先輩は就職難だった。一旦決った就職が取消

され，その解約料として 1 ヶ月の捨て扶持をもらって却

ってもうかった，なんて人もあった。ｾ気なと乙ろもあ

ったが，乙れから世の中がだんだん! 被しくなる ， という

気配はあった。

尾崎 しかしボクらも面白かった。潟西事務所へはい

ったとふ役所はね ，土曜は半口で互の休みもあるし，

それにわれわれはなんにもない。そ乙で今日でいうベー

スアップですね。それやってもらいたいと滝沢君と二人

の職員組合で要求をした乙とがある。( 笑い)

黒崎 あのときは月給はいくらだったかな。

尾崎 月 100 円だ。

黒崎 ボクは文部省へ推薦されたが，学校の監督はい

やだから曽根中条事務所へはいった。それは 100 円だっ

たな。

尾崎 そんな乙とをいっているが，滝沢さんなど朝か

み耽までろくになんにもしていなかった。ネン土細工の

コマイヌをつくったり，ベースボールをしたりして，あ

の時分は大して仕事はなかったな。

滝沢 政友会という政党の総裁で ，総理大臣になった

原敬という大政治家があった。その郷里の主義問に原家の

位牌笠を造る乙とに怒って ，始めてボクのデザインが採

用された。その前面花コ 7 犬が欲しい ，が彫刻家 ICたの・

むと金がかかるという。そ乙でボクが ｾＱｻ 、が造りましょ

う」と引受けたのが粘土細工の山来なんだ。

森田 ボクは震災直前K 京都へ行ってしまったが，も.

し東京にいたら復興院へ引っぱられて ，尾崎君とーしょ

だったかも知れんね。復興院時代の話はどうや。どのく

らいおったかな。

尾崎 大正 124 ' から昭和 2 年までおった。& 後に採誌

を仰せつけられた。洋J 1aがな0 ' 0 フロ y ク コ ー ト で す

ね。しょうがなし h 斎藤亀之助君に借りに行ったら小さ

いんだ。ボクのからだの方が大きいんだね。窮屈でもカ《

7 ンしろというので。ととろがシルクハァトがないんだ

ね。家にちょうどおやじの忘れて行ったのがある。それ

に新聞紙を入れてのせろと。( 笑 t ，) 

その時分は干任者 ｾｬ 復興院といった。しかし佐野先生とい

う人もエライ人だったな。あの人は非常・に魅力がある。

人間として。建築局長のとき ，ほかの土木とか，造図 ，

上下水道などいろいろの技術者が佐野先生を中心IC集っ

ていて，佐野さんがいつも中心のような形であった。官

出IJ 上ではなくて自然的K そうなるのであった。

森田 しかし方々で抵抗もあっただろうな。

尾崎 そりゃ，あったろうね。清水組へ入っても随分

抵抗もあった。実際大学の先生をやりながら，宮内行の
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課長だったり復興院の局長にもなるし. 市役所の同じく

局長をしていたからな。

滝沢 佐野先生は当時の革進派 …・ 当時の民主主義，

吉野作造さんの共鳴者だった。

中沢 ボクらの卒業する時分は全体にそうであったも

んな。

尾崎 全体にそ うであった。

中沢 佐野さんは民主的というか。

森田 吉野作造さんのは民本主義や。

中沢 メート J レ法，あれは佐野さんや。

尾崎 ボクは学会の編集をやっていたときに横蛮ーさに

したら塚本先生におとられた。 i英文;はどうするんだと。

どうして読むのかと。

森田 建築学会の講演会 ｬιｦｾ 川 ＲＱ 彦を呼んできたり ，

あれは佐! J fFさんの大正の乙ろだな。

中沢 と佐渡は49星波の上ミあの49旦はメート ノレ法で

は歌にはならんと。あのl時分だな。それは。

森田 伊東先生はメート J レ法絶対反対だった。

中沢 メート J レ法を採用すれば 11 4 : がほろびると ，岸

和田の岡部さんや伊東忠太さんは，反対巡E訟をした。片

ブ} . 佐野さんは賛成した。

尾崎 佐野さんはエラかった。先党名だな。

中沢 佐野先生のお家にはヨロイがおいてあったな。

尾崎 佐野先生のお家は感心せん。あんな小細工な

の。あんなの建築じゃな P o

滝沢 構造からさIJ り出したのだそうだ。そして地震の

時 ，先生のご家族は日ぶーの構造学名ーが設計した家だか

ら大丈夫と安心しておられ，先生は他所におられて大変

心配された( 笑 p ) という話だ。

黒崎 昭和 2 年 lζ 日本銀行へ行っとるな。復興院は終

ったのかい。

尾崎 ボクの仕事は終ったのだ。主に横浜の区画整理

をやらされていた。復興局というのはまだあったよ。

黒崎 昭和 5 ・6 年ごろまでか。

尾崎 大分しまいま でおった。高等官 5 等であったの

で 4 等になる迄おろうかと恩ったと乙ろ ，後』己満iJ t i 国総

務長官になって、 J 連 lζ 抑留されてひどい自に通われた武

部六蔵さんがそんな乙とつまらん乙とだといわれる。や

るζ とはないし ，それに第一天皇さまに拝謁したから，

それでもうやめちまったんだ。

黒崎 復興局でどういう仕事をしたのか。

尾崎 そういわれると困る。実はあんまりやってはい

ないんだ。横浜の区画整理は全部ゃったんだ。ぼくが ，

木職は横浜の区画整理だったんだ。

滝沢 人の二倍も三倍も仕事をするから，モノグサ太

郎の乙ちとらは引立て役に回されて迷惑する。( 笑p )

尾崎 そういわれると困るんだ。口本銀行には 10年く

らいおった。

.90  

日本銀行では坂東君と 一緒だった。

Ｔ ヲ万二 号 ｾｭ

日本銀行本/ . 5

滝沢 日本銀行で尾崎君の上lζ いたのが長野字平治さ

ん。長野さんは若い時辰野さんの下にいて ，日本銀行の

技師となり ，独立してからも殆ど銀行建築専門。 I オった

しンと乙ろの設計料は世間並みよりお高いですよ」とい

うと ，金持ちの銀行家は益々信用する。( 笑 p ) 本当は

ζ れでなくちゃいけないんだがー…・。

尾崎 全くそうだ。長野さんがいえばほんとうかと思

うが，われわれはいうても ，とてもほんとうにはされん

iJ s。

滝沢 自ら英国風のアーキテクトを以て任 じておられ

た。風釆堂々たる美男子で ，クラシックなデザインはそ

の風釆を反映することく立派だったな。

森田 大した給料をとっていたんだね。

尾崎 長野さんの給料を見ていると ，袋か らハミ出し

ているんだ。おかしいなーーというわけ。きいてみたら

月給は 2 ，000円だと。われわれが200円か 300 円い くらと

いうときですから，月給 2 ，000 円とは驚いたもんだね。

中沢 そういう話をきいた ζ とがある ，キミが 10円札

でかぞえるのに向うは 100 円札でかぞえている。( 笑い)

尾崎 そんならんだ。

中沢 それほとちがうんだ。

先達と 美人

滝沢 と乙ろがウワサによると先生のもうけた金を奥

さんがみんな使ってしま うッて ... 。

尾崎 学校の ￬ｩｬｩｾｊ 会などにはパ ー ッと寄付をしたそう

だ。大したもんだ。と ζ ろで岡田信一郎さんだが，乙の

人の亡くなったのは，ボクが日本銀行にいる時分で，万

竜夫人を見に行乙うというわけで葬式に行ったんだ。万

竜さんをよく見てきたよ。

滝沢 ボクはある時電車! こ乗ったら自のさめるような

‘.  



美人が采っていた。すると ，その陣りの隣り! こ岡田さん

抗出。ボクはあわてて岡田さんに敬礼したがわ一一

なるほとウワサ 1r . たがわず，と感心したね。

尾崎 もうー話ある。東京会館で曽禰先生のなんかの

お祝いのあったとさ ，パカにきれいなのが向うにいるん

だc その械iにいるのが岡田{ 言 -郎さんらしいんだ。なあ

んだ，あれ万竜かと。

中沢 岡田さんは人力車で学校へきていたよ。

尾崎 あの時分は早稲田の先々もみな人力車できた

J:. c 吉田さんなんかも人力車だ。いまでいえば臼家用車

だがね。三高の島文次郎さんかなにかも人力車できた

よc あれも好男子だもの ，人力車! こ乗ってもおかしくは

ないんだ。美男子だものね。

滝沢 その妹か姉さんか，問題になった美人があった

、 tUL-ぎてが一 一一。

r  

尾崎 お茶の水事件のね。美男子の島さんなら似合わ

しいが，われわれが人力に乗ってもどうも( 笑 p ) 夕、メ

タな あ，と思った乙とがあったね。

滝沢 お茶の7. 1 < 事件といったかどうかは知らぬ。が明

治 41年一一 ボクはその年始めて東京 tr . 出たが一一当時艶

歌 締というのがいて夜の11i てωヴァイオリンをひきながら

託行歌手歌ってい た「ああ世は22r か，まぼろしか」なん

てc 美しい愛人の病気を治そうと人を殺して生きぎもそ

取った ，と いう事件の歌だった。その美人が品さんの妹

プごったとカシ ・....。

尾崎 よおく知っとるね。( 笑t > ) 島さんは，なにか

で読んだが安藤勝一郎さんと文上の仲間だったんです

;l d_。

森田 安藤さんは奥さんの方が有; { ' ，だ。

尾崎 夫人が安藤孝さんといってノミイオリニス卜。あ

れ安藤さんと浜松へんで会う乙とになっていた。夏休み

がすんでもなかなか帰っては乙ないんだ。まだ浜松へん

にいる ? というわけです。

滝沢 奥さんの話だがねー -。 ボクはある席で一一笑

は堀口君の純l君が同席だったがねーーー さっきの話にも出

た白中正義さんから「君のクラス仲間で布s君のエライの

は誰かJ と聞かれた。そ乙でボクは ，タキザワ夫人は番

タトとするとがl置きして . J I i l l 口夫人と尾崎夫人( 笑い) と

ためらわず答えたね。本当だよ。その事を証明する話が

ある。ボクの知っていた医者 lζ 河西という ，元満鉄、病院

長 をした人があった。日本へ刈って ，病院をul てたい，

という相談をうけたが，ボクは当時博覧会で忙しかった

ので尾崎君を推せんした。河西夫人が，また大した賢夫

人で 。

尾崎 エライ人だったんだね。

滝沢 さすがに賢夫人で ，用事ができると主人の代理

として朝早く尾崎君の所へ述絡に行く。尾崎君が出動せ

ぬ うちにというわけだ。とんなに早く行っても ，尾崎夫

人はお家をキチンと整え，身づくろいもすまし ，お茶な

ど出されても立派なお手前だったとの乙と。河西夫人す

っかり感心してね。ある時尾崎夫人に向って「あなた，

ぉl j ; j ，さんはありませんか」と。妹がないと聞くと河西夫

人はすっかり失虫落胆して 「お妹さんがおありならば是

非とも家の長男のお嫁! こと患っていたんです」と。尾111な

の今 H あるは奥さんの内 !lj Jの功のいたすととろだ，と

思うね。現に，前にもいったように，尾崎君は在学中に

結婚された。そして ，卒業論文の字がどうも御本人より

上手だった( 笑い) というウワサだがね。

乙の辺で話を建築の方にもどして ，長谷部 ・竹W! I時代

のととを伺ってはどうかな。

戦中 ・戦後

尾崎 長谷部 ・竹股時代は短いんだ。 13年から 19年ま

で。乙の間ボクは1 =1ｾ、ではあまりなにもやらないんだ。

北支 とか中支とかへ行って支那の銀行の本庖，支庖， そ

んなものばっかりをやっておった。

滝沢 向うで小倉尚君に会ったかという話だったが

尾崎 小倉君が中将でJ 七支のI J l の兵器部長かな! こかでー

大したもんでえらかったんだ。ぼくが訪ねてゆくとね。

門番がささげ銃をやるんだ。エラかったんだね。

長谷部鋭吉さんという人( まえらかったね。

黒崎 デザインもよかったね。

尾崎 すBぬけていた。デザインをしてわれわれの芯表

lζ 出るようなものを、1:1: 気でやっていたね。

滝沢 ボクらが長谷部さんの存在を知ったのは，明治

天皇記念の絵画館の応必図案の時だ。大したテ‘ ザインだ

った。 ζ のととに関しては，かつて森田君と対談したこ

とがあるが( 本誌，昭和33年 3 月号参照) 。

尾崎 ほんとうだよ。芸術家であっても人間としては

謙譲家で，ちょっと珍しい人だったな。

中沢 あまり外へは IL_U ない人だな。

尾崎 そうだったよ。

森田 長谷部さんと竹腰さんとは性絡的には全然反対

だったの じゃないか。

尾崎 それでよかったんだね。竹腰さんという人は純

然たる現実派であった。それだけに長谷部さんも経包ーの

方は竹腰さんにまかせていた。経営! こは手腕力量のある

人だったな。

生方 尾崎さんは長谷部 ・竹腰事務所から日本it 設P1

ｾをへて現在の ｈ 建設計と名前がかわってからの 初 代の

社長になられました。
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尾崎 日本漣設産業では，ボクは専務をやらされて閉

口したな。あのi時分資金調整法というのがやかましかっ

た。建設産業で建設資材だと か，販売をやるというの

で，キミ U 木銀行へ行っ て説明をしてくれというので，

知っているから行っ て説明をした。

政岡 初代の日廷は何人くらし 3 でしたか。

尾崎 何人くらい だ ったかな。 100 人にもならなかっ

fこね。

生方 自mと4ど:前のつい たとろはそのくらいですが，

現在の基礎をおっくりになった。

尾崎 労働組合ができかかって，乙っちはそういう乙

とを知るんから閉 口 しち ゃった。あれには ，労働法の本

を買ってきて読んだり した。総務部長の布君が唯一の味

方で労働協約を結ぶのには苦労をした。団交 lζ 出ればど

うせいろいろ策略をヲ平せられでも，乙っちはなんにも知

るんのだから誠心誠意ゃるより仕方がないと思って，そ

れでやりました。みなさんにも納得をしてもらって労働

協約を結んだが，労働協約の締結というのはエライ乙と

です ｾ､ 。

政岡 現在は何人くらい ?

生方 傍系的なものを入れまして 700 ちです。

政岡 世界的にも ζ んなのはあるんですか。

生方 |止界的 lζ はアメリカのスキッドモア ー ・オーイ

ング ・エンド ・メリ J レが最大なもんです。 5 ・6 年前の

; 活なんですが。

尾崎 あれよりも ， もっと大きいのがいまはあるそう

だよ。

森田 ｾｾＺｾ君 ｬ 乙京大の講師をお願いしていたのはその

ころか。

生方 尼崎先生の京大の講師法昭和21年かみ 231手まで

やられました。

尾崎 あのときは往生したよ。時聞におくれんように

というのでタクシ ーに乗って行ったが，結局諮問料より

も，この方が高くつい たんだ。( 笑い)

生方 「日本建設産業」の流れをくんで「日建 d と呼

んでいるのでしょう 。

尾崎 その「目玉 ｾｊ を保存しているわけなんです。

生方 tE話では「日建セ y ケン」とさきあやまみれて

泡を会うことがあります。 ( 笑い)

余技

政岡 臼泌がそういう成長をしたのも先生のたいへん

92 

なお骨折りです。先生をお訪ねして も朝東京から帰って

昼から博多へ行くという。 そのお忙しいのに ，よく拾を

お描きになる ヒ7 がありますね。

尾崎 ああいう余技 というものは忙しいときにでもで

きるので，ヒマでないとでき ないという乙とではね。

滝沢 絵心という点からする と森田君やボクなどの方

がね。だがこ人共一一森田君にや失礼だが一一 モノグサ

だ。 r鬼 j じゃないからね。 とζ ろが構造家だと 思っ て

いた尾崎君が絵をやり出した。と い うんでとちらは恐慌

を来たしたわけだ。 ζ うい う勉強家にやかなわぬ，寸暇

もムダにせずで・… 。

尾崎 忙しい聞にやるのが楽しみですね。

滝沢 忙しいせいか「裸婦」が実は「 ラフJ スケッチ

だ，なんて・ー ( 笑い)

政問 梅原流ーーとい うのか，どうかは知りませんが

一一絵を拙かれたのは学校在学中からですか。

尾崎 いえ，近年です。病気のす乙しまえですな。病

気をしてから，す乙しね ，気力がおとろえた。

森田 奥さんもやられる ?

尾崎 近ごろね。教えてやっ た。

森田 尾崎君の絵は，はじめは下手ゃったな。 笑

い)

滝沢 桧ばかりではない。短歌もやる ，小唄 もやる…

• 

黒崎 短歌もやるし 小唄 もやるし，かと思ったらー

ごろはおどりもだ. よ。

滝沢 けしからん乙とだな。 ( 笑い)

尾崎 短歌は佐々木さんの直弟子だ。

黒崎 おどりは何年くらいやった ?

尾崎 そう言われると困る。( 笑い)

黒崎 なにかれ布jをもっ ているな。

尾崎 それが函白いんだ。口本国を揃いて雅号を入れ

る。 ミ紫問ミ良い名古lIi ですなと 。乙れ実は絵の方でつけ

たれ前ではなく 小唄の名前ですーー というと，おどろい

ているんだ。 (笑し，) 戦災でヒノキ の; u 板も免状 も焼い

てしまっ た。 あれなければダメ なんだ。人が信用をして

くれん。ほんとうの小唄をきいていたんで1ま，ほんとう

の名取りとは信用されんので。 ( 笑い〕

森田 奥さんは ?

尾崎 家内は長唄だが，小唄もやるけれど. 乙の方は

ぼくの方がうまいよ。

滝沢 それ乙そウタがわしいとい うもんだ。一方的発

言だ，奥さんが乙の席 lζ おられないんでね。 それに乙の

席では実演してもらうわけにもゆかぬー・そろそろ時閣

ですから， 乙の辺で .....

片山 どうもありがとうご ざいましたc



尾 崎 久 助 著 作 目 録 (単行本を除く)

建 築 雑 誌

年 名 ｬ ｾｯ ｬＮ ｬ NO. I叶 論 文 題 名
;ち

大正 13年 4 月 建築雑誌 38 452 193 
高熱による鉄筋コンクリ ー ト構造の崩壊につい て

/ 1  6 月 11 11 454 319 
震災およびそれに伴える火災による建築物被害の

統 計 臨 )

11 7 月
"  

11 457 479 
建築材料の耐震耐火的考察委員( 大会正12年関東震火災

共著者 ー回中正装

号( 其二) 災害防止調査 )  

l昭和 2 年 5 月
"  

41 496 628 丹後震災地調査所感

‘  

11 7 月 11 

"  
498 980 Los Angeles の新建築条例案における耐震計算規

定

11 12月 』リ

"  
503 1460 大正 12年の大震火における各麓建築構造の火害lζ

ついて

， 

昭和 3 年 3 月
"  

42 507 284 
内藤博士の「架椛建築耐震構造論」に対する

Ill inois 大学 Wi l son 教授の批判

"  
五月 11 

"  
509 447 

耐火試験の結論としての壁体および防火炉の耐火

力

昭和 4 年 12月 11 43 528 1509 
鉄矢板に対する腹起の経済的配置の近似算法

昭和 7 年 2 月 11 46 554 115 
輸応力を無視せざる部性 アーチの解法とそ の階段 ｾ概 ， ｾｲｊ 紙

形梁への応用

179 

昭和 8 年 6 月 11 47 572 761 

対称垂直荷胸部重を受国ける矩形架何構ICにおける曲能率較の
梗概，別紙

最下層柱 の 定 状 態 如 よる相違の比

790 

昭和 10年 8 月
"  

49 602 963 
耐火建築上今後特に注目すべき点について 講 演

梗概 . 別紙

979 

昭和 12年 3 月 11 51 624 343 コンクリート構造建物荷重の分析的研究 (梗概) 本 文 は 論 文 集

5 号 p. 89

346 叡概， 別紙

"  
11月

"  

51  632 1348 建築材料試験およびその結果に対する統計数学の 製紙， 別紙

応用について

1357 

昭和 13年 4 月 11 52 637 416  
建築材料試験及びその結果 lC対する統計数学の応 梗概， 別紙

用につい て 補遺

421 

"  
7 月 11 52 640 773 近年相次いで行なわれた欧米中央銀行の大建築工

事

781 

昭和 14年 3 月
11 53 648 451  特殊積載荷重の実側! 直( 竹山謙三郎抄) 早昭 ｾＳ 稲和 Ｔ Ｑ 田 Ｓ 年 ｅ掲 ｅ 築Ｑ級 2学月報， I  

のp抄.2録7  

昭和 15年 3 月 11 54 660 225 
基礎深き建物の恨!主地盤の昇降運動および建物接

続工法について

236 

"  "  "  

11 

"  

261 
新工学博士 尾崎久助君

262 

昭和28年 5 月

"  

68 798 13 アメリカ建築の変貌

18 

11 6 月 M 

"  

799 第21 回国際住宅および音s市計画会議報告 共執筆者 :

関係作太郎

7  

93 



建 築 と 社 会

誌
名 | 年 | 月 (

建築と社会
51  8  

"  

52 11 

"  

53 3  

"  

54 2  

"  

58 9  

"  

58 5  

"  

59 

1.〆 60 

"  

60 10  

"  

61  3  

"  

61  

土木工学 ・基礎研究

3，5，6  

昭和 11 9，10 

基礎第研l 究集

昭和 12

第 3 集 13  7  

H 第 4 集 14  5  

建 築 士

建 築 土

大阪府建築士会会報

( 号) ( 年)

大阪会府建築報士会
53 

"  

7  56 

"  

7  56 

"  

11 57 

"  

12  58 

"  

1弓 59 

"  

25 61  

近築畿士会会2 府合同4報県編建集

2  56 

94 

頁 題 名

18 近頃考える乙と

36 尾崎理事のリスボン便り

14- 1 9  ヨー ロ γ パの住宅建設と戦災復興

17- 24 欧米建築乙ぼればなし

12 城雑感

巻頭 就任の御挨拶

27- 28 巻頭の言( 竹l医健造氏を語る)

29- 30 7 年 目のロスアンゼノレスとホノ ルJ レで

73- 76 8 年目のホノノレノレ・サンフランシ スコ・コス アンゼ J レス

73 晩年 の長谷部先生の プロ フィル

ね - 44 1年 頭 …
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31  

( 月)

10  

4  

3  

9  

11 

日本銀行建築鉄骨及ひ、鉄筋コン ク リー ト工事

建築基礎としてのケーソン

建築潜匝l基礎散論

不等沈下によりてラーメン lζ 起る応力 lζ 就て

アメリカの建築事務所

人 物 風 土 記 第 14回

日本建築士会の育て親 長野字平 治先生

( 頁)

18- 20 建築士の名

26- 30 あれ乙れ寸言

31 - 40 住宅不足は解消す るか

2- 3  建築事務所の今昔について

26 「白地」欄lζ 執't]'t:

2  第 5 回大阪府建築コンクー ル審査報告

2  i時評更に根本的の都市計画を

28 
建築家の海J i 1( {外丁旅行漫筆

欧米 ホテ ル予約の しく じり

備 考

談 話

5定住文面とその写真

域特集号

日本総築協会々 長

竹腰地造特集号

長谷部鋭吉特集

!  ( 1 )  ( 2 )  ( 3) と掲裁

梗概，別紙

昭和13年 6月 早大砲 築

学教室における第19回談

話会 ｉｾ て発表の紹介

原本なし

座談会出席

諸 家 執m

座談会

審査委貝長

， 

‘  



尾 崎 久 助 ・ 雑 誌 掲 載 論 文 の 内 容 梗 概

軸応力を無視せざる弾性アーチ の

解法とその階段形梁への応用

正 貝 尾 崎 久 助

使 概

本穀j を分ちて第 1 編と第 2 編とにする。

第 l 編鉄骨構造や鉄筋コンクリ ート 構造の二銭式あ

るいは無絞式アーチの解法にあたっては '!'gl 応力の影響は

僅少なりとして無視するを皆辺とするが，そ れではフ ラ

ットな形の場合 lζ は非常な誤差を生ずる。フラットな場

合の正当な解法については従来余り研究されておらぬよ

うに恩われる。本稿においては同級の場合の解法と補正

の方法による乙ととして，鉄骨構造並』ζ 欽筋コンクリー

ト構造の二銭式，あるいは無絞式パラボラ j彰および対称、

山形フラットアーチについてその正当な解法を示したも

のである。

第 2 編 階 段 l飢ζ 屈内した梁はその幽能率，! J ! J 力等を

計算するに当ってn直なる梁として取扱わるるを慣例と

しているが，それは理論的綴拠の検討を経てのことでは

なさそうである。本稿は第 1 編を応用しつつ階段形梁を

苦手性アーチとして理論的 lζ 解いて垂直荷重および曲能率

を受けた場合の真相を明らかにし，なお別に階段j診梁を

持つ架構の横カ lζ 対する計算方法解決の一端として同場

合の柱の虚点の位置を明らかにしたものである。

(階段形梁の特別の場合としては単に水平に対して傾斜

した真直なる梁もあるが，乙れは曲能率，梁の紬 !ζ 直角

なる努力共! とn直なる水平梁と全然相等しく ，ただ軸応

力を生じ，それによって端の反力が水平梁と異ってくる

だけであるから ，特 lζ 論ずるまでもない。〉

Ｈ建築雄総第 ＴＶ 集 第 ＵＵＴ 号昭和 Ｗ 年 Ｒ 月 ＱＱＵｾＱＷＹ 頁 Ｉ

対称垂直荷重を受くる矩形架構に お

ける曲能率の，最下層柱脚部の固 定

状態知何による相異の比較

正 只 尾 崎 久 助

内容梗概

本ri:: jは矩形架構において最下層柱脚部の固定状態を異

11 : : せる場合の曲能率の相異状況を近似的に計算ー比較した

ものである。

緒 言

第 Ｑ 章対祢宅直荷重を受くる単張関矩層矩 ｲｾ 架慌の曲

能率

1. 算式

2. 曲能率の i直と柱の虚点の位置

第 2 章対称霊直荷重を受くる多張防j単屑矩形架檎の終

端張閣の曲能率

3.  }i:式

4.  曲能率の値と柱の虚点の位置

第 3 立対称垂直荷重による上屑柱脚部の曲能率が加わ

って生ずる単張問多倍矩形架構の最下回の曲能率

5.  算式

6.  柱脚 11::岡11節せられたるi ! l l 続基礎の全長にわたりて

支えられたる場合の幽能率を得るために柱下基礎

!ζ て支えられ柱脚 lζ 岡11節せられたる繋予定を有する場

口としての幽能率 lζ 付加すべき曲能率

第 4 主主 対称霊直荷量 lζ よる 上回往脚部の曲能率が加わ

って生ずる多張問多庖矩J診架構の最下庖終端張関の働

能率

7. 算式

8.  柱脚 lζ 剛節せられたる述続基礎の全長にわたりて

支えられたる場合の出l能率を得るために，柱下基礎

lこ支えられ柱脚K 剛節せられたる繋梁を有する湯合

としての曲能率に付加すべき曲能率

第 5 章 結 論

?  普通の架構における梁と柱との剛 比 と第二 ｊｾ 柱脚

部の曲能率

10 .  多庖矩形架構最下庖の曲能率の近似式

11 対称垂直荷重を受くる矩形架構の曲能率の近似値

以下略

ＨｩｪＡ築維総第 ＴＷ ＡＮＱＮ｜ 第 ＵＷＲ 号昭和 Ｘ 年 Ｖ 月 ＷＶＱ ｾ ＷＹＰ 頁 Ｉ

耐火建築上今後特に注目す べ き点に

ついて

( 昭和 9年12月13日の通常講演会における

講演を整理 したるもの)

正 貝 尾 崎 久 助

内科梗概

アメリカにおける多 i ド聞の統計.11: : 基いて， まづ耐火建

築の火災の被害状況を z凋べて，耐火2112誌がわれわれの期

待! こ1' f かざるものなる乙とを認めるとともに， ζ んごh

が国の耐火建築において更に改善を計るべき諸点を省察

し， その改善の方策としてオート 7 チックスプリンクラ

ー及び網入硝子の開口よりの延焼防止に有効なるととを

95 



説き ，次にやはりアメリカにおける工事中の建築の火災

の状況とその防備策に言及してわが国における注意を喚

起し，最後にわれわれに教うる所多き Nat i onal Boar d 

Bui ldi ng C ode の新版中の消火耐火に関係せる規定を簡

単 に抄出 して参考1[. 資したるものである。

Ｈ建築雑舵 、第 Ｔ Ｙ ｬ 品第 ＶＰＲ 号昭和 ＱＰ 年 Ｘ 月 ＹＶＳｾＹＷＹ 頁Ｉ

コンクリート構造建物荷重の

分析的研究

正 貝 尾 崎 久 助

内容梗概

建物のWil 車荷重の実測せられたる平均値 iこ比 して法規

よ 定められてある他の甚だ大なる乙とに対して説明を与

え，今日の相当進歩した計算方法 lζ 即して法規上定むべ

きfJl 松荷重の値の改正試案を提示し，実在コンクリ ート

構造建物の荷重分析よりして， 全荷重に対して実際の積

載荷重が極めて小部分 !ζ 過ぎず，大部分はコン クリート

の霊昆なる乙とを明らかにし，そ れにより法規上 もある

範囲内は用途変更の融通性を容認 して差支えなき乙と ，

普 通には積載荷護部分的増減の影響は特に ゴ ｾＮ｛ｯｦＨすべき程

でなき乙と ，建物重量軽減のためにはコンクリ ー トの濫

用を戒める外J持殊軽韮コンク リー についても注目すべき

乙とを説き ，また荷重上の安全率は積載荷重の採り方に

fほとんど関らず，常に 1 を出づるとと僅少なる所以を示

。したものである。

Ｈ建築学会論文集第 Ｕ 号昭和 Ｑ Ｒ 年 Ｓ 月 ＸＹｾＹＸ 頁Ｉ

Ｈ建築雄総第 ＵＱ ｕＡ第 ＶＲＴ 号昭和 Ｑ Ｒ 年 Ｓ 月 ＳＴＳｾＳＴＶ 頁 綬概 Ｉ

講 演

建築材料試験及びその結果に対する

統計数学の応用について

本編は昭和 12年 7 月 8 日の通常講演会で試みた講演を

:書き改めたものである。

内持者E概

統計数学の概要を説明 し，実際のul 築工事に当って施

行せられた銅，セメントおよびコンクリー卜の品質試験

111 組( 試験度数総;n 17 ，857)  Iζ 対して各程の統計値を

算出して各材料の品質の均等性，規絡 lζ 対する合格の度

合等を数学的に考察し，また建築工事において異種構造

材料問の各試験度数の比を定めるにも統計数学の助けを

借りる時は一つの拠り所を得る乙とを明らかにした もの

である。実例として採用せられたも のは憐造材料のみで

.96  

あるが，もちろん他の材料についても閉じ乙とである。

( 建築縦隊第51W ＶＳＲ 号昭和 ＱＲ 年 ＱＱ 月 Ｑ ＳＴＸｾ Ｑ Ｓ ＵＷ 頁Ｉ
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建築材料試験及びその結果に対する

統計数学の応用について 補遺

正 貝 尾 崎 久 助

内容梗概

先つ試験結果の統計値より，正規曲線を作る方法を説

き，それと試験結果度数折線とを比較し，それに依って

統計値がとの程度 lζ 信頼し得べきかを推定する乙とを述

べ，また各材料の各品質ごとにその均等性が必ずしも

機でない乙とを示し，なお度数の多寡1[. 従 って それより

できる正規曲線の] 診の変化を推察した。

次いで，皮数山総を観察するのでなく ，単 iζ 算術平均

値を求めあるいはそれによっ て品質の合格不合格を定め

るだけならば，度数はかなり少くてもよい乙とを述べ，

その場合の算術平均値を度数の多い場合の値に比較して

大差なき乙とを明らかにし，更に 3 個宛抽出したものの

平均値の度数分布図と統計値を観察し，その結果は上記

の目的のためには実地上不適当ではない乙とを説いた。

なお 1 個を採る場合よりは 3 個を取る場合の方が良結果

を得る乙とはいう迄もない乙とを示した。

以上いずれも実例について説いたものである。

(正tt築制l iII. ，‘ t!¥52W ｴＡ｜ ＶＳＷ 号昭和 Ｑ Ｓ 年 Ｔ 月 Ｔ Ｑ ＶｾＴＲＱ ｗＩ
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建築潜函基礎散論

日本銀行臨時処築部後師工学士 尾 崎 久 助

内容梗概

建築用気潜函基礎 lζ っき ，形状大きさ，空気消費量並

[ζ 使用コンクリートに関してとくに注怠すべき点を考察

し ， 更にｾ例の蒋細なる統計を掲げて資料に 供す ると共

lζ ，とくにそれによって大型潜函少数と小型潜函多数と

の比較研究を述べたものである。

Ｈ 必礎研究第 ｉｉ 担昭和 Ｑ Ｒ 年 Ｒ 月 Ｕ Ｑ ｾＶＳ 頁Ｉ

尾崎久助 ・著主

- 工学ポケットブ y ク ( 分担〕 昭和 4 年

( 担当 ・特殊構造物，擁壁，耐火構造)

・建築構造要覧( 上巻) (分担) 昭和 19年

(第 1 :t;f: 度量衡および数学)

・百口で見た欧米主n築

- 尾II!{. j 久助絵と短歌 ( 1  )  

・尾崎久助絵と短歌 ( 2 )  

昭和291f

1  9 6 2 年

1  9 6 3 年



細 部 特 集

37. 日赤熊本支部記念館

熊本市. 4 年 ( 871) . 旧外人

教師住宅，伝長崎の大工の作

40. 九 鬼 隆 敏 邸

三岡市. 8 年頃

43. 成徳小学校旧本館

倉吉市. 20年 (1887)

4. 手

38. 関 智 学 校 旧 本 館

松本市. 9年 (1876)

練染 ・立石汗f 重，盟文

41. 竜 谷 大 学 本 部 本 館

京都市. 12年 ( 1879) . 童文

44. 同 志 社 理 化 学 館

京都市. 23年 (1890)

ハン セル設計

摺

42. 長崎市・旧精洋亭

14年 (1881)

45. 旧 岩 崎 久 弥 邸

東京都. 29年 (1896)

コン ドル設計，盟文

97 



46. グ ラ パ ー 邸

長崎市，幕末，重文

49. 開 智 学 校 旧 本 館

松本市. 9  i l' ( 1876)  

事ｾｾ転 ・ 立石 ｭｭ ，重文 ＨＱ 竜沢〉

52. 旧 岩 崎 久 弥 邸

東京dl I . 29年 (1896)

コンドル設計，重文( 林野)

98 

5. 天 井

47. 大 浦 天 主 堂

長崎市. 7 年 (1874) 拡弧

プチジヤン{ 出，国宝

50. 同志社彰栄館 (天井裏)

京都市 . 17年 (1884)

伝グリーン般計

53. 日本銀行大阪支庖

大阪市 . 36年( 1903) • 

辰野金吾設計( 林野)

，レ

48. 開 智 学 校 旧 本 館

松本市. 9年( 1876)

線染 ・立石刊'1m. 重文

51 . 旧彦損中学校本館

滋賀県 . 22年 (1889)

小原益知設計，現存せず

54. 三菱銀行大阪支庖

大阪市 . 4信手 (1910)

曽調達厳設計. ( 林野)
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伊奈製陶械式曾舵

ヤナ

《主〉

デ ヤ ー タ イ ル 二 丁 掛

電 ( 5  )  2700( 代)

電 ( 551) 6371(代 )

電 ( S41) 5484( 代〉

電 ( 74) 90! !0( 直〕

( 76)  1731( 交〉

電 ( 3  )  3806 

愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 聞

東京都中央区西八丁姻 2 - 8

大 阪 市 西 区 新 町 南通 1 - 2 3

福岡市鍛冶町 I 橋口ピノレ 4 階

札幌市 大 通 商 7 丁目 2 番 地

本社 ・工場

東京事務所

大阪事務所

九州駐在所

札幌駐在所

ω  



最 高 の 品 質

到 内 の 気 温 較差 の

著 し い 所 に 於 て も 能

く そ の 苛 酷 な 条 件 に

‘ 抗 し て 老 化 せ ず 特

に 寒 冷 地 に 於 け る 投

術 的 困 難 は 殆 ん ど 解

決 さ れ た と 云 っ て も

ま直言 で は あ り ま せ ん

お郁径のポイ〉トl歩

‘  恋材みら

Ｘｦｴ 為い面 ｲＸｾ …・・

桑もついたI t - F

マルヱスルーフイング製造元

日 新 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 93 T OE L 東京 ( 888) 2101- 9  

大 阪 支 庖 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E L 大阪 ( 531) 5281- 3  

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 ( 54)9996，・広島 T E L 中( 2  )1019 

九 州 T E L福 岡 ( 5  )0768 ・札幌 T E- L  (  5  )6885 



塵 芥 炉 2一一
園日 本人は、世界で、一番衛生的な国民といわ れます

が、ゴミ処理に関しては まだまだです 。家庭のゴミ

街のゴミの完全処理はイ ンシ ナーの塵芥炉カ、らー

インシナー工業は塵芥炉の総合ト ップメーカーとし

て、優秀な性能をもっ製品 をご家庭カ、ら大工場ま で

はば広くご利用願 ってお ります 。

〈アフターサービス完全実施〉
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. 衛生的で絶対安全

桃造・機能はE 型と同ビですが、

近代高層強策などのダス トシュー

トに直結できます。従っ て、自 に

も、手 に もふれず、安 全 で、し か

もハ ン ドルのワ ンタッチだけ。画

期的な設計でシュー トへの 引火 の

ダストシュート 心配はまったくな〈なりました。

直 結 型 ・近代建築 / 高層建援

〈代理屈募集中〉

美

し

い

生

活

TYPE 司コンパクトな小型炉

E  コ 湘 程 度 の ス ペ ー ス で 設 訟 で き

るキヘ・ピネッ ト・タ イプ。温度の

＿ Ｚ， ｾ ｬ 、 ゴミも完全焼却できる高性能

を もって います。完全密11I J式で火

災の心配もな〈。広い 榊内では本

炉の分散設置がI l [i 利です。

ボ- 11 ブJ レ・大工場の分散股置 / アパート

中小事鍵所 / 食 品 腐

TYPE 圃液状汚物も同時焼却

D  C 型 と 刷機 能 に よってれ 燃

却すると同時に、そ の熱で炉の 中

の液状汚物を完全処理 します 。そ

のための燃料費 は不要。し かも 、

残物処理はハン ドル操 作なので衛

生 Ｈ ｉＧ ｾ です。
3査状汚物

塵芥量産周 ・伝 染 病 棟 / i結核病 棟 / 医学研究所
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制がザ

- ゴミ処理のコンサルタント
イシEJ ナー工業株式主社

醒麗霞r 叶 7481
⑭ 

大阪市北区牛丸町55 東洋 ビ、J レ 電話(312)4571

本 社 東 京 都 品川区北品川2- 134 電話(491) 3860(代)

名古屋営業所 名古屋市昭和区恵方町2- 8 電話 (84) 5  8  7  4  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 春 吉3丁 目 春 野 ビソレ電話 (76) 1  8  8  0  



新時似てマv 手した

各手重のカラー製品が有リます

美L い ＭｐＯｾ ミ箔 ￛＧ ｴＳ｜ く鉄板

リ玉 ＡｊｊＩＩｾ J ' 均三.J-"

11 IJ 1  Ａｊヲル克明 ｊｾ 製造株式会批
本 社 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電 話 大 阪(481) 4 9  4  7  - 9  

大 阪 支 庖 尼崎市北軒町H l ( 古川ピル) 電鈴大阪 ( 401) 9 7 4 5 - 6  

車京宝庫並工場 均玉叫雌市大字塚越 1 6  2  0 電 話 班 ( 32) 3  1  1  5  - 7  

主 岩 ・ 出 張 所 郡山・八幡・名古屋川崎・岩国 ・宇部延岡・敦賀 ー三 原 徳 島 ー也山

. ド ア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

. 建築様式の著しい発途に伴ぃドア の軽量化、簡美化さ れる現代.

勢いドア チエ ，1 もこれらに適応したものを要求されます.

創立 4 0余年を誇る最古の経験と、弘幸青の特殊専用被訟備から生れる

ニュースターム ドア チェ ック は、桃機の合理化、確実な作動、耐久

力、斬新なデザイン、これらを 完全に揃たした絶対信頼いただける理

想的な製品です.

ＮｾｉｬＧｪｾ 刷 ｄ

ニz ーヌ写ー製品

- フロア ヒ ン ジ

・ドア チコｾ ''/ ク祖町田

器 製

阻班式

- ピポ y ト ヒ ン ジ

・ラパ トリ ヒ ン ジ

. j平 板 〆ラミン倒防

・4甲 板 クリスタル訓子，

日本ド7一子工‘ νケ製造株式曾社

本 社 工 渇 大 師 市 生 野 区 制 美 樹 町 2 2 2 電 話 作 16) 2231 - 6  

東 京 支 底 東 京 師 千 代 田 区神 田小 川 町 2 12 

f電後ピ ル 電 脂 { 目。 ) 1920・4920

福 岡 出 指 南 福 岡 市 天 " 4 丁 目 4 2 4 電 脳 ( 74) 目 72・3312

名 古 屋 出 掴 所 名 古 慶 市 草 区 高 昏 町 1γ 目 1 1 1i! U (94 )  4 627 8  

札 視 出 掃 踊 札 幌 市 同 事 ゆ 央 通 3 1 4 - 1 1 u1&" 印 刷 即 日 . 8433
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町方大工

第25回 ・町方大工

いう主人は「茶 J と「花」をやっ て らはじめられ，いまや雅号を「先達

おり ，芸心がある。したがって十数 」とい って ，二，三の俳句の著( 1

年にわたってそういう主人たちの住 句集先達 J I鹿教揚句日記J ) をだ

千 原 喜 代 蔵 氏 66才

京都市北区大将軍一条町2i

「わたしは 7 年前，脳溢血で倒

れ，そのまE生1 ( ，信州にある中風の

名湯といわれる鹿教湯に 5 年間療養

生活をした。そ乙 lζ は，そういう中

風で倒れた気の毒な人たち ，とくに

関東の人たちが沢山おり ，その人た

宅の仕事をやっていると ，いきおい

「茶」と「花」の芸心がうつる。そ

キ ヨ ウ

れで ，京大工ー京都の大工ーは「茶

ヶ

」と「花」の気を学ぶようになっ

た。数寄屋風の建築も乙なせるよう

になった。職人もそういう芸心に染

ったものであるという。乙のあたり

主ヨウ

に京大工のひとつの特徴があるので

あろうか。

千原さんは，そういう弟子を 7 ， 

8 人必成されたが，第二次大戦でほ

とんど‘ 亡くしてしまった。全く「痛

恨とするととろです 」とい う。

ちに俳句を教えた。いまでは何百人 戦前の町方大工の仕 j j J の乙とを聞

という弟子がいる J と，千原さんを くと ，昭和 7 - 1 0年は ，5) IJ 荘建築，

お伺いしたとたんに ，乙ういわれて 借家建築の盛なときだった。 1 カ月

多少面くらった。 1(. 7 箇所ぐらいの棟上: ずをしたもの

町方大工で適当な人という 乙と だ。よくもうかったものだ。何しろ

で，近畿地廷の人から ，京都の千原 材料が安かった。通し柱 4 11す矢! の米

工務庖の人がよいと紹介をしてもら 松 ( 3 寸 2 分角) 20尺ものが 1 本70

ったので，町方大工についてきわめ

てユニー クな生いたちなり ，考え方

なりを聞くととができると期f寺して

いたが . 千原さんは ，庖を息子にゆ

ずり，すでに第一線をしりぞき，い

まや俳句一筋にうち乙んでおられ，

あまり建築の話をしたがらない風で

あった。

しいてお間きしたところ ，大正 2

年に. 叔父について大工徒弟をは じ

め，翌年京都にき て以来，昭和30年

頃まで町の住宅建築を中心に町方大

工として生きて乙られた。その間，

大工徒弟時代に京都工学校建築科を

卒業( 大正 B 年) し ，大正15年! こ千

原工務庖を創立し，昭和24年 lζ 綜合

請負業としての乙んにちの株式会社

千原工務庖をつくられたとの乙とで

ある。昭和25年に一級建築士の資格

もとられた由。

千原さんはいう 。京都では ，施主

は，繊維商の筋の主人が多い。そう

銭だった。大工下問が60- 70銭ぐら

い。その当時が一番の活眼j羽で京都

では，熊倉工務庖とあめりか震とう

ち( 千原工務庖) の三つが住宅建築

でl鳴らしたものだという。借家ひと

つ lζ しても 5 粁つづきや 7 軒つづ

きの長屋で ，同じような形だから ，

親方としては弟子にまかしておけば

できたものだったらしい。建具や左

官にしても自分をよく知っている職

人! こたのんだものだという。

いまの大工l乙対して「勉強心がな

い」と批判される。 I 当時は晩でも

自分で図面をひいたもので ，今の大

工は自分で図面を引くととはほとん

どない。乙れではよい仕事はできな

い」。技術( 技能) 1こ関する限り ，

いまの大工に対する態度は相当きび

しいらしい。

千原さんは，茶 ( 哀千家) をやる

かたわら昌頭にふれたように俳句を

身につけておられる。昭和 Ｑ Ｘ ｾ 手 頃か

し，弟子もあって通信教育をしてお

られるとの乙とである 。乙の話をき

いて，本「職人シリ ーズ」の第 3 回

目に登場したある庭師も，石ととり

くみ，自然への観入という乙とか

ら，晩年は芭7[1の{ M皆にうち乙み沢

山の句をものにしておられ，雅号も

「木生J といっておられたのを患い

だす。職人気質が芸心[ζiiil じ，晩年

になってそれ、う {J 阿倍の境地に至る

のであろうか。千原さんの俳句話も

興味深く Jjk った。

あるお茶屋 さん( 千原きんの作)

冬日いまや応天門をそれんとす

これは， I ひとつ新作を披露しまし

ょう J といって，詠われたものであ

る。平安神宮の応天門を背景 lζ 詠わ

れたもの。氏の句集をひもといてみ

ると ，ｪｭ の句が多い。虚子 ｻｾ� 諾から

感銘をうけられたとか。

今回は ， 町方大工としてのｾをう

きぼりにできなかったにしろ ，町方

大工とくに京大工がalJ 屋のひいき筋

の芸心にふれ，それを身につけてき

たという形での晩年の生活をのぞい

たような気がする。乙乙によき腕を

もっ職人は ，よき芸心を l >カ〉す ζ と

ができるという教訓がみられるよう

である。

住宅作品としては，戦前だが，東京へわざわ

ざ招かれて遺った神戸( カ J ベ} 侍士邸，京都

の丸平人形底の稲荷の別在がある。

〈松井昭光 記)
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あげましておめでとうとざいます。係入のハガ

キにて， 会員のぺ - : ; I Cお便 りください。掲級

の分に粗品進塁。

ヵ * カ

口 職 人 か た ぎ 口

建築関係の職人といっても ，いろ

いろの種類があるが，ζ 乙では大工

をとりあげて ，話を進めてゆきたい

と恩う。およそいかなる建設工事で

も，仕事の最初から最後の仕上げに

至るまで，大工はもっとも必要性が

強いのである。

とにかく速い昔から ，大工になる

のにも学校があるわけで= はない ，つ

い戦前までは棟梁の家に ，主として

住込みの弟子入りをして ，年期を入

れて技能を修得したものである。

しかも道具に機械的な物もなく ，

すべてを手工具ーによって，汗J l <を流

して働い たもので，木づくりをする

にはちょんなを用い ，ちょんなはつ

りで向腔を負傷する 乙ともある。

建築 lζ は高級なものから安普諮も

あるが，そのいずれにしても ，己れ

の腕まえの自信ある技能を発揮する

ため，ぜlζ 金では無い自尊心lζ 燃え

て. 人からよくできたと褒められる

乙とを. nf t - の誇りとしていたも の

である。

たとえば，昼休みの時間中でも ，

焚火を囲みながら ，仕事の施工法や

とおさまりミの是非等を，口角泡を

飛ばして熱 ｉｌｾ｜ ｒ Ｚ Ｈ， 命じあうというほほ

えましい風去をみる乙 とができた。

それで乙そ後世までも ，木造であり

ながら，堅固な構造や，造作の完壁

なものが仕上げられたわけである。

ひるがえって当今の殺人かたぎは

どうだろう。賃金ばか り高く E- 求し

100 

て，その割に技能は低いというとと

である。とれも時世，時節で仕方が

ないと簡単ICあきらめるととはでき

ない。はなはだ残念 iζ 思う次第であ

る。

戦前の職人かたぎを，そのままそ

っくり復活せよというととは，王IJJ ま

望む乙とはできないとしても ，せめ

て大工それ自身の本分を ，もうす乙

し取戻して，技術の洗錬 lζ 力を注い

でもらいたいと，切望して止まぬも

のである 。

京都市 ・相沢喜久太郎

1左 大 会

口 建 築設 備 計 画 へ の 私 見口

建物内の諸設備は最近とくに 'c!( 用

のかかる立派なものを設けるように

なった。立派という意味は外観だけ

でなく内容も整ったものでなければ

ならない。設備費が主体工事費と相

半する高層ビルでは ，設備の決定に

は最初から慎重IC考慮しでかかる必

要がある。

例えば，エレベータについて申せ

ば，照明器具とともにもっとも人自

につきやすく建築意匠にも密接に関

係するから，エレベータの据付位置

と配列，乗場の意匠からホー J レボタ

ン，インジケータの類まで建物にマ

ッチしたものが望ましp 。それとと

もに内容的には ，設備台数を建物規

模や建築構造に応じて既往の交通測

定データーや交通計算によって理想

的な点を見出し ，建設資も維持1 ' i も

経済的であるようにまとめる ζ とが

必要であろう。

今 ａ Ｚ 建物延床面積 ｭ Ｒ • C: エレ

ベータ設備台数 • D : 定員 . E 昇

降速度 m/ sec. F :  2 階以上の階数 ，

F p : 守想、停止階数として次式が考

えられる。

A CX' - - - - r< c ・D
CX' 【

三 +げp2. 3SD

第 2 項を U として A / U の値が小な

るほど建物IC対しエレベータ 設備は

充分である乙とを示す。乙れについ

ては今春当協会より出版される予定

の 「建築技術者のための電気設備J

のうちの エレベー タの章で詳しく述

べたが，要するにと‘ の設備でも，実

用と経済性を備えた使いやすくしか

も建物25、匠にはよく合致したものを

選択すべきで， ζ れからの設備の決

め方は合理的に行ない . WJ で決める

ようなととは遊けるべきである。

なお私は ，1:. のJ}l' 下記場所で技術士; 1 ; 1告をE苦i

きましたが，特に建築設備中のエレベーグ，エ

スカレーダおよび巡i ? l 機械などの設区計画につ

いて建築関係各位のと要望にお答えしたく存じ

ます。

宝塚市米谷蔵ノ坪31 技術土 木 村 武雄

電話宝家 ( 6 )2771 大阪迎絡所 (203) 1818.

?な * :今

口新 し い 建築の 会館 を/ 口

会員の皆さん，明けましてお目出

とうございます。

ミ一年の計は元旦にありミと申しま

すが，新しい年の幕明けに当って，

47年の歴史ある建築協会が. 3 与の

i去に迎える 50周年記念を目標に ，わ

れわれの手で，われわれの建築会弦

を建設する計画が樹立されるべきで

ありま しょう。

過去をふり返って見るに，今協会

のある近畿建築会館より ，建築士会

が生まれ，建築学会近畿支部を一本

立ちさせ，日本建材協会( 旧関西建

材協会) が育った由緒ある建物では

あるが，建設界の発展にwって手決

となりつつあり ，新しl ' 会館の建九

が待望されています。

綜合建材展示場，各建築関係団体

の事務所，共同会議室，図書室，γ

ーデトリアム， 食堂，サロン ，地方

会員の ための宿泊施設等を含めた ，

関西建築関係者のための一大殿堂を

是非とも協会として建設したいもの

です。

会員の 中から生まれた熱意によっ

て，全会員の能力を結集した立派な

会館が実現するように，年の始めに

ζ の計画をみのらせて，初258・でなく

現実 K 向って， 今年乙そ，その第一

歩を踏み出す年にしたいものですっ

本会企画委員大日本土木K K

山 本 茂
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ｾ＠σ〉制守幸支

幸正原

ん婦F

n_ ｋｋ 竹中 ｬｾ ， ｭｭ 技術部以
てし、つl乙舞仕雨

、

のある場合笠石 !cf 色裂が発生し雨水が浸入する。また笠

石 lζ ブロックまたは ，石を用いた時は継手箇所に不備が

あると漏ノkする。 ( b) は，パ ラペット 11: : 手摺等ノマイプ

の挿入 されている l時は ，乙の取付箇所の 空隙から浸水

し， ま たパ イプの ｉ 凶剣 ｾ ｋ よりモノレタルが Ｇｊｾ ｊ れ浸 水しやす

い。手摺等は屋根函 IC防水屈の上 IC立てると よい。( c  )  

は，立上り面に水切がいなので泊裂が生じ雨水が防水屑

のmfiliJ へ回り漏水する。 ( d ) は，塔屋の立上がり部分

が少ないため雨水の吹溜りとなり漏水の原因となる。立

上がり部分を 30c m 以上としたい。防水抑えとして ，泡

コンクリートの使用が多くな ったが，膨張率がコンクリ

ートの約 5 俄である乙とを考慮しないと騒々弊害が生じ

ている。

また ，Iレーフ ドレインは排水を速めるようになるべく

低くすべきである。施工IC際しコンクリー卜に打込むの

がよく ，乙の際鉄筋に当り低くならない ζ とがあるので

気をつけねばならなし泊また ，防水

の仕様により J レーフド レインの型式

を決定し ，砂利まき }ryl えj自等の場合

は専用のド レイ ンを用いるか砂利止

めを作ら ねばならない。

ノマラペット立上がりのない防水端

部の雨仕舞は，防7 l < . 1Oの fljl 縮により

端部に故障の生ぜぬ ように留意せね

@  

図第

e'  

雨仕舞とは，雨水の建築物への侵入を防ぎ ，:iili かに外

部 lζ 排出して ，防水防湿を完全』とする乙とである。建築

物の尾恨の雨漏れや，地下室の浸水などは，直ちにその

居住性や利用価値 lζ 影響するから ，その重要性は認識さ

れながら実際施工lζ 際し ，工事面および管理面などで怪

く見られる乙とが少な くない。乙と に，窓回りやコンク

リート不良部分からの浸入は ，外観上の不都合や危険性

が屋根の雨漏や地下室の浸ぶほど直観的でないだけに 11霊

視されがちであるが，乙うしたととが窓枠材の l肉食やコ

ンクリートの中性化となり ，建物の耐周年数へも影響し

てくる乙とになり ，建築施工上極めて重要な乙とである

が，なかなか完全な施工はきわめて困難なようである。

そ乙で乙の防水工事について注意せねばならないとと

は，その施工すべき部分K 対して ，あらかじめ起乙り得

る，例えば雨量，風向 ，最大風速 ，水j工なと・の予備調査

を行ない綿密な計画を立てる乙とである。乙の| 狗JJ く工事

の雨仕舞については極めて広範囲 にわたっているが，乙

乙では主として鉄筋コンク リート の屋根外墜について述

べてみたい。

1) 屋 根 アスフ アル ト 防 水 の 雨 仕舞に つ い て

雨1]<を速か! こ排出するためには ，勾配を許す限り大き

くすべきであるが，歩行用屋綴( 防水抑えのある場合)

は， 1/ 100，非歩行者用尾根( 防水押えのない場合) は

1/ 50以上としたし〉。雨{ 上鋒として長も屯大なものはパ ラ

ペッ ト， J蓄尾等の立ち上がり部分の胞工である。種々な

方法があるが，パラペットは鉄筋コンク リート 主体にて

1]<切りをつけ ，パラペット天端と立上がり部分 !Cは，J]< 

分を完全にとるようにすべきである。また ，塔屋出入口

は尾恨コンクリ ー ト面より 30c m 以上高くしないと完全

な雨 i上鮮は施工できない。 第 1図，第 2図に立上がり部

分の例を示す。非歩行者用も乙れに準じて施工する。

次!C，雨! 上鋒の不良になり易い例を/ f ¥す。

第 3図 ( . )  !立 ，笠石が不良 ，またはコンク リート l ζ111

』
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第 4 図

ばならな い。 ( 第 4図参照)

2) セ メ ン ト 防 水工事 の 雨 仕舞 に つ い て

セメント防水はセメント防水淘lをセメントまたはモル

タノレに混入してコンクリー卜構造物を防/J < 施工する方法

である。しかし，屋根版のよ うに厳しい気象変化の繰返

される所では水密 コン クリ ー 卜の考え方だけでは ，モル

タノレおよびコンクリ ートの収縮を極度に少なくしたり ，

包裂発生ををなくし たりする ζ とはできない。平面lζ 凹

凸のある構造物では平面形の変化している箇所に応力が

集中 してむ裂が入り易く，また建物の長さが長くなると

亀裂が多く大きくなり易いので 5 0 mが有効に利用できる

限度である。従って，屋根面積が 5 00m
2

を超える場合，

ならびKm物の長辺が 5 0 m以上のときは，エキスパンシ

ヨンジ ョイ ン トそ の他により適当な防水処沼ーをせねばな

らない。

セメン ト防水工事の雨仕舞としては，パラ ベ ットや塔

J宝の立上が り部分はコンクリ ート 自体iこて水切りをつけ

るなとアスフア ルト防水と同様にすべきであるが，コン

クリートの他裂発生の防止が重要な乙ととなる。排! ) < を

速かにするためには. 7 l <勾配は 1/30(立が望まし l ミが少な

くとも 1/ぬ までとしたい。また屋根l仮のスパンは 7m以

下を標準とし ，屋根) 坂の厚みは厚いほどよいが少なくと

も 12c m 程度とする。また隅角部には補強筋を入れると

か，毎年援金網を敷込むとか ，版の中央部分に上端i筋をふ

やす等を行ない ，コンク リー トの収縮を分散させる方法

を考慮すべきである。以上のごとくセメン卜防水工事は

軟弱地域の大規模ま たは高層屋根や ，版屈を極度に薄く

する大梁間 ，シェ ル構造の屋根などには適用する乙とは

間違いである。

3) 合 成 樹 脂， ゴ ム 等 に よ る 防 水 の 雨 仕舞

最近合成樹脂およびコ烏ムなどの シートによる防水工事

が発達してき た。乙れ等の雨仕舞もアスフアルト防水等

と同様に考えて差支えはない。ゴムなどのシートは伸縮

率が大きい点は極めて有利である。他の系統の防次仕様

と同一場所 lζ 使用するとその接合部分より故障が多いか

ら注ｘ［Ｚｾせねばならない。

なにぷん出来て幾年も経っていないので種々未知な点

もあるが，乙れからは大いに伸びて行く工法であると恩

われる。

4) コーキング防水による 雨仕 舞

102 

最近まではコ ーキ ング材の材料費および施工授が割合

lζ 高かった関係で，日本においてはその使用が少なかっ

た。しか し，ζ 乙十年来建築物の質的向上とともにに耐

用年数の問題と高分子化学の発達により ，コ ーキング材

の良質なものが比較的安価に供給され，その使用が多く

なり . J IS も制定された。

雨仕舞の最も必要とする箇所，すなわち，外部サッシ

とコン クリー卜 ，外壁{ 土上材料等の取付箇所，各種 PC

板の接合部，各種フ' ロック目地および取合部，屋根およ

び壁の エキスパンゾ ヨン. 屋狼防水の立上がり部分等，

その用途は非常 lζ 多い。また第 3 図以下で示した雨仕舞

の不良になり易い部分にはコ ーキ ング材を使用するのが

よい。また今後カーテンウオ ール工法が多くなるにつれ

てそ の使用も多くなるであろう。コ ーキング材も積類が

多いので特性を研究し適した所 lζ 使用せねばならなし〉。

いずれの場合も設計当初よりコーキング材を充股でき

るように考慮し ，またその大きさも ，見付 10 mm. 深さ

1 5 mm 程度を襟準とし，大きすぎても ，小 さすぎても種

々不都合が生じやすし '0 コーキング材 lζ 塗装をする場合

は塗料の成分によりコーキング材をおかす乙とがあるの

で，表面に酸化被肢ができてから塗装するのがよい。ま

たサッシ主食料によりコーキング材がおかされ，密活不完

全な塗朕にコーキング材が附着するようなととになるの

で，塗料の吃燥後に充l ) _ f [ しなければならなし h コーキン

グ防水は他の防水も同様であるが ，施工管理に当り十分

注意して下地 lζ 完全に附心するようにせねばならな P o

下地の乾燥が不十分であったり ，目地底の不良等で下地

との付着が不良時はコーキング材の表面は奇麗に仕上が

っているのに裏側 [ζ 雨水が浸入しており，指でコーキン

グ材の表面を押すと7 1 < が出ててくるようなととがあるか

ら，注意せねばならない。

結

童五

回ロ

主として鉄筋コンクリー卜造の雨仕舞について述べた

が，各種防水工法においても仕様 ，材料の選定の重要r

乙とは第ーであるが，施工管理が最も重姿であると思

う。建築物の故障で最も多い漏水を防ぐためには，比較

的重んぜられない雨{ 士舞について考慮し ，完全な設計，

完全な仕様，完全な施工をするようにせねばならなし '0

また，建物の雨 i上舞なとを完全なものにしても，その

後の維持竹濯をおろそかにしたために建物に積々故障を

生じ耐周年数を少なくする例は多t > 。コンクリ ー卜中 に

鉄骨や鉄筋を抱えているビ J レは，雨水の浸入により鋼材

が発鈴しその膨張により外面 lζ 亀裂が入り ，遂に1政機に

到る例も見られる。使用者の多くが保全恩惣の欠除のた

め，折角の立派なm築物も，相豊能や価値が当初の何分の

かに落ちて，無残な ｾ をさらしているものの見られる

乙とは，まことに遺憾である。



、，

• 

超 高 層 建 築 に も 使 わ れ た 完 全 防 水 材 G Yコム)

三 ツ 星 ベ ル ト 株 式 会 社 σ〉

本 ＷＱ ＭＱｾ圃 Ｗ ｟，Ｂ［， Ｏｊ

. 三 ツ 星 ベ ル ト の 技 術 陣

が 独 創 開 発。 伸 縮 性 、

而サキレツ' 性、而判長' 性、 而サ

薬 品 性 に す ぐ れ 、 い ま ま

で 難 問 題 だ っ た 完 全 防 水

処 理 も こ れ で 解 決。

1 ・ 北 海 道 立 寒 地建 築 研 究

東 海 道 新 幹 線 の 橋 梁 防 水 工 事。 |

A 三 l & f 星 ベ ル ト | そ の 他 長 腫 軽量 建 築 、 変 形建 築 | 所 に お い て 材質 の ご 検 討

本 社 / 神 戸 市長 田 区 浜 添 通 り 4 丁目| の屋上、厨房室、地下室、プール、 |ず み。

支 庖/LZT;;252Et 諮 問 | ト ン ネ ル 、 貯 蔵 庫 等 の 防 水 に そ |・ お 間 合 わ せ は 本 社 ・

大 阪 ・ 札 幌 |の 威 力 を 発 揮 し て い ま す。 I支 庖 へ 口

103 



11川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11山川11叩川川11川川11川川11川川11川11川11川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11山11川川川11川川11川川11川11川11川川11川川川11川川11川11川川川11川川11川川11川11川11川川11川11川11川111川11川11川川11川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川11肌川川11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川111川川11川川11川11川川川11川川11川川11川11川11川川11附11肌11川川11川川11川11川11川川11川川川11川川川11川川11川11川川11川川11山川11川11川11川11川11川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11 l  

北 京 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 の た め 訪 中し て 2

中国建築界の人々と交流

して

松 井 昭 光
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|  

惨北京科学、ノンポジ ウムに ，中国側IJ の建築代表として ，

梁恩成，紛延宝，沈勃，ｾＭｬｪ雲鶴の諸先生らが参加されて

いた。! 祭思吠教授の乙とは ，かねがねお名前はきいてい

たが，人民大会堂における開幕前夜のレセプシ ョン ( 8

月20日) 1ζ 同じ卓にすわられたのには おとろい た。乙ん

なに早くお会いできるとは恩わなかった。先生は ，中国

建築学会の別盟事長をしておられ，消毒E大学m築系主任

教授である。 小 柄な方ではあるが，中国建築界の指導

的理論家，歴史家でおられる。シンポジウム 中はもちろ

ん，消準大学への訪問 ，諾趣図万元= 山 ，人民大会堂など

の建築見学などにつきそっていただき，いろいろと説明

をしていただいた。

楊延宝先生も ， 中国建築学会話 ｉｊ ｊＡｊｬ ・ ｊｾ 長で，南ｼ京工学 院

副院長をしておられる。 UI A の副会長もしておられ，がj

川国男氏とは友達だといわれる。中国きつての建築家の

ひとりであろう。和平賓館という近代建築風のホテノレの

設計省である。先生らの案内で和平賓館と東院( 北京典

型的四合院住宅形式) をみせてもらった。討論会では私

の論文κ 対して，ど忍見をよせられた一人である。

乙 ｴ が ｊ 先生は北京市住築設 ｡ｬｾ￭ 洗院長をしていられるが ，

なかなか体絡のよい，立派な人である。沈先生lζ ，はじ

めてお会いしたのは ，梁先生と同じく前夜のレセプシ ョ

ンのj市であったと記給、する。その後 ，北京市建築設計院

を訪問したとき ，あたたかい歓迎と説明をしていただい

たものである。

劉主鈎先! . . t は ，中国建築学会夜、占ー長をしておられ， u  

本でいえば，学会の事務局長にあたると思われるが，権

限はもっと重いと思う。中国建築学界といろいろ交流す

るには ，乙の人を通じですればよいと思う。後でのべる

ように ，11 本と中国との今後の建築交流について話しあ

った。北京工業設 ｾｉ 院を訪問したとき，金 甑卜 院長 ｬζ お

会いした。

惨 そのほか ，北京シンポジウム! こ ，論文を発表され，あ

るいは討論会で必見をよせられたj f 々，とく に「逝江民

家」を発表された止Jl ;築科学研究院歴史理論研究室の王其

明 さん( 女性) や ，在坦教授( 清華大学) ，質学詩先生

(えtt 築科学研究院建築経済研究室) の方たちも印象! こ深

い。また ，忘れえぬ乙とは ，北京滞在中， 毎日 ，シンポ

ジウムや，各設計機関，古建築，住宅団地，プレハ ブ工
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場の見学案内につきそってくださった張秀文さん，孫城

笠さん，顧啓洪さんの三人から親身にもおよばぬお世話

をいただいたととである。張さんは建築学会の笹記であ

るが，中国の建築組織についての知識を教えていただい

た。孫さんは学会材料委員会委員をして おられるそうだ

が，日 本語が連名で ，終始私た ちの通沢をしてもらって

大助 りだった。耳目啓洪さんは ，昨年 ( 1964年) の 6 月，

大阪での「中国経済貿易展 J のため ，中国団員のー員と

して来阪された折 ，お会いした工程師で ，そのとき千里

ニュータウンなとを案内した ζ とがある。 r北京で再び

会いましょう」とお別れし たも のだが，早速，開幕式で

会えた乙とは大へん熔しかった。

砂シンポジウム終了後， 9 月 2 日より ヲ月16. f 3まで 日本

学術代表団は三班1(. 分れて中国各地を訪問旅行する乙と

なり，夜、は，北京から南京→無錫→蘇州→上海→杭州

広州 というコースを回った。ゆくさきざきで，ひじよう

な歓迎をうけたわけであるが，各地の建築関係必が案内

につきそっていただいたのも忘れえぬと乙ろである。南

京では ，南京工学院主主築系の劉j 敦禎教授にお之江 3 した。

ずいぶんお年寄であるが，日本語ができられるので，聞

けば，東京 r:_=:J 工大正 10年卒で，谷口忠氏や，狩野王手ー氏

と同 ｬ ｬｊ ｬ だという。 ｭｾ 錫では ， 無錫建築工程公司経理Ｈ支

配人) の賀基JE飛さん，蘇州では ，蘇州11 ] 築工程学校の庄

同蓄さん，上海では，上海市規画建築設計|茨の国伯慰さ

ん，杭州でも4ン，がj は聞きもらしたが，工程師がつきそっ

てくださった。

中央の小柄な方が，祭思成教授。右より ，ソマリヤの科学者‘ I 人

おいて〆キシコの科学者。銀恩成教授，徳永勇雄氏，館者，中国の

科学者，一務左端が ζ の人民大会堂の設計に参加した中国の友性建

築家。 ( 人民大会: i l l : 前11: て)

砂私は日 中建築交流 センタ ーの代表として ，中同建築学

会の陽春茂理事長をはじめ ，上記の副理事長，秘書長ら

の役員の方々と会食し ，1 : : 1 中両国の建築交流の具体化に

ついて話しあう機会をもった乙とを喜んでいる。だいた

いつぎの三点について話しあった。①文献交流の強化，

①研究. ( i の交流( とりあえず研究者れ簿の交換) ①人の

交流。

そのほか， r悠築設A 資料集」とか標準ディテール図

面などの図包の贈呈をうけたし ，中国建築学会誌「往築

学報J のほんやく権の許可もいただいた。



用注 : iJ 火f，¥1造用鉄鋼パ ーライトモノレダル。地階，押入，イ7 . ン水憎， i苔梢，一階の床，

タタミ下地等の断熱( 結露防止) 剤。

軽 iil 鉄骨・のOl 築の軽抵化モ ルタ J レに' l i I 士波ラヌンー卜に。

特被 : ・川 砂を使用しはい本俗的なパーライトモルタル。

・パー ライト 使用目的にマッチする軽[ ，1. 断熱， 耐火付。

・ζ ねよい，塗りよい，作業性がよい。

， ｾ百貨粒状のため強度がありヲラツ ｐ が ζ 心 ｌ 、。

. 防水性に富んでいる。

・仕上司( 普通モルタル代町) に使 える。

奥尻佳石パ ーライトモル タル j

発売元 大阪奥尻珪石パーラ イト 販売 K K  :  

.  

大阪市 11:: 王室t!;' :i匝 1- 90

T E L  (761) 4188 

用主主 L ルや広告0，学校，病院， tr Oll ，工場等の外内墜，天井，間仕切，塀等のモルタル

壁下地材。

特徴 欧米のリプラスと同型の製品で，完全オ ー トメ設備によって良質の冷疑似コイルか

ら述1高J主@ されるため長尺が可能で. リブ間隔が完全に均等であって， しかも網目

が立体化しているた治的出iぜず，完全展開されて伸縮性がないので f(l裂防止に役立

ち，丈夫信美しい 椛をつくる乙とができます。

lill i桁 ・規約 ー 品訴 ゲージ 製 品 、j' i}; 
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価

枚

M

M

W

E 型

製 造 ・販売 K K山 中 製 作 所

大阪市南区大宗寺町中之丁 l i

T E L  (261) 7民泊

堺 市 遠 里 小 野 町 2- 40

T E L 堺 I : 1137 

スフヤ マ

電五

用述 . 木道や鉄骨の各邸主E築物の外' l ! 下地や内部，間仕切等のそ J レタル明下地材。

特徴 月星印頚鉛〆 Y キ波叡の谷部に両戒が鎚裂に直立し仁術円形の穴が下応状等間隔K

あって，片岡モルタル塗で防火性能が充分果せる製品です。i l l ! 鉛とモルタルの化学

作用によって強い附{ 1 力が1¥1 られ強力なほをつくり，しかも 下地材$J j . の資材節減 と

工期が短縮で きる画期的 1"，製品です。

価 賂 ・規 絡 品訴 ゲ ーヨ

l 号 32(0 ，258)

2 号 31( 0，278)

3 号 30( 0，318)

4 号 29(0，357)

{ 曲料

放 4ω
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"  5ω 

Hωo 

製 品 寸 法

0，78mx L 8 2 m(2.4政 l 坪)

( ρ )  

ス

製 造 K K 山 中 製 作 所

販 売 小 林 金 物 K K

全L司市南三条西2- 3 T E L 札幌 @8161

月 星 商 事 K K

1 ，Q京都中司王区西八丁品川一- 6

T E L  碇京 (551) 2121 

月 星 商 事 K K 大 阪 支 庖

大阪令官育区新I ! i H括通3- 9

T E L  (541) 8771 

星 シ ー ト ラ

(g[ 鉛 鉄 板 製)

月

Ｑｍ 注 Ｎ各 ｴｩｉ｜ 建築物 の外 内 壁や間 仕切，特 ｉ こタイノレ 下地や 庇 及乙Ａ天井にも段通信新しいｾ附

築材。

特徴・月星印亜鉛メアキ波ffl¥の側面を切新，谷部を絞った三角形の穴を千 i 占状等間隔にあ

け，その片面K コプ ラスを波型とi I T角叉は平行の網目として一体となるよう接合さ

れた製品で， 塗j事が平均イじし，仕上 りがキレイでムラがでず，耐火性，耐震世に優

れた理想的 1.[; 壁{{.1築材です。

価 m・規結 晶滋 ゲージ

1号 35(0.198)

2 号 33(0，238)

3 号 32( 0.258)

4 仔 31( 0.278)

価 相
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製 品 規 格

0.65mx L 8 2 m( 3校 l 坪)

1/ ( 1 / 】

11 ( / 1 】
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所

K K  

K K  

卜

作

月 星 プ ラ ス シ ー

( 亜鉛鉄板製)

物

事

製

金

商

中山

林

星

製 造 K K

u' t 完 :IJ 、

月

月 星 商 事 K K 大 阪 支 庖

り

. この頁は建築材料業者 の方々に提供しております。

. この頁を通じ て，11*土の製品を設，1 j' jl'i ，施工者，官公庁，学校など建築関係者により多く知っていただく

ために，原怖をお送りくだ さLミ。

・ 原 稿 ! ま ， 商 品 名 ・用 途 ・特 徴 ・規 格 ・lilli 絡 ・製 造 会 社 名 ・販 売 会 社 名 と そ の 住 所 ・電 話 番 号 お よ ひ‘ 原 伯 作

成者名を，笥潔 [ζ お告さください。

圃原稿 !z . 大阪市東区北浜 3 - 37 社団法人 11 木建築協会編集部「建材のしおり J 係へお送りくださ L 込0

. 掲岐川 :i'.) ) ません。

よ係り」おしの材「建
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* 製品の詳しい内容は各製造 ・販売会社へお間合わせく た' さい。
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| 定 時 評 議 員 会 |

27日 4 1時一一 4 時半 於会館集会室

出 席 お 評 議 員 五 十 嵐 議 長 外 12氏， 委任状出席

59氏，合計72氏

理 事 鷲 尾 副 会 長 外 2 理事

議 事 1. 昭和40年度選出評議員数決定の件

|理 事 会 |

12日 3 時半一一 5 1時半 於会館会議室

出 席 者 東 畑 会 長，竹中副会長外 5 理事

稲垣監事

官 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の件

( 2 )  K. K 日本建築センタ 一株式引受の件

( 3  ) え会長外叙勲祝賀会K 関する件

(  4  ) 忘年懇親会開催の件

( 5 ) 工高生デザインコンク ール10周年記念作九

展開催の件

(  6  ) 入退会者iik認の件

( 7 ) 報告事項

昭和39年度決努. 見込について

| 企 画 委 員 会 |

11 日 6 時一一 7 時半 於会館会議室

出席者察本委員長外 4 委員

i菱 f喜 1 企画委員会において議題となった問題の整理

について

報 (11 月 分)

| 住 宅 委 員 会 i

委 員 会

11 日 5 時半一一 8 時半於会館集会室

出席者 海上委員長外 16委員

議 事 ( 1  ) 各小委員会の事業計画について

( 2 ) 報告事項

小委員会 ( プレハブ住宅)

17日 6 時一一 7 時半於会館会議室

出席者 j中国主査外 4 委員

協 議 ( 1  ) プレハブ住宅1<:: 関しインドよりの照会lζ 明

する件

( 2 ) 研修会小委より要望の講演に関する件

( 3 ) 活動方針l乙関する件

小委員会 (総務)

19日 6 時一一 7 時半 於会館会議室

出席者 福永主査外 2 委員

会誌「委員会特集J 号の原稿に関する件，および 12月

に委員の忘年懇親会開{ 住について協議

| 事 業 委 員 会 |

小委員会 (忘年懇親会)

9 日 正午一一 2 時 於 会 館 会 議 室

出席者 山本主査外 10委員

忘年懇親会の後援金 ，寄贈品の依頼や余興等について

協議打合せ

委 員 会

12日 5 時半一一 61時半 於長岡天神錦水

タ|モ特 苛/ 11¥俣 式 I : 空言支孟

/ 防火シャγ 9 - 全般 I ; る雄主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 l吉

大 阪 市 北 区 若 松 田T30 電 話 ( 341 ) 9  0  0  4.  9  0  1  6 .  4  8  2  5  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 田T 事 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市
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出席者 i曽;l j:， 岡本正副委員長外16委口

議 事 ( 1  ) 忘年懇親会の実施案について

( 2 ) 昭和40年 1 月 2 月の事業計画について

| 編 集 委 員 会 |

13日 4 時ー- 6 時 於会古代会議室

出席者 片山委員長外 6 委員

議 事 ( 1)  r工事別建築材料集成J 3 分割lζ 関するイ!j:

(  2 )  r委員会特集」を 2 月号に変更の件

( 3 )  4 月「内部空間特集」号について

( 4 ) 作品作風欄掲載作品について照会の件

( 5 ) その他

ｼ 法規歪 ［ ｾｾ I  

25日 3 時半一一 5 1時 於会館会議室

出 席 者 佐 野 委 員長外 7 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

(  2 ) 建築士法改正に関し行政協会よりの照会lζ

対する回答K 関する件

( 3 ) 会誌「委員会特集」号原稿の件

| 教 育 委 員 会 |

小委員会 (工高生コンクール)

6 日 正午一一 5 1侍 於会館会議室

出 席 者 清水主査外

作品展実施の準備について協議打合せ

l近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

13日 3 時半一一 4 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 滝 沢委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) ディテーノレ築資料の検討

( 2 ) 会誌「委員会持集」号原稿の件

( 3 ) 今後の委員会開催につ いて

| 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 表 彰 式 1

21 日 2 11寺一一 4 時 於会館集会室

nll 席者 波辺若手査委員長，藤村 「ーの会」 代 表

椅木教育委員長 入選者 11 名外

入選者 に対し1' . i : 状，1 ! 牌を，また最優秀作に対 して 「

ーの会: D: J を交付し た後，審査委員長から若手査概評を行

って式を終った。それより開催中の コン クール10周年記

念作品展を参観して茶話会を開催懇談。

| 講 演 会 |

「建築と色彩」講演と映画の会

1  と き 11月10日 2 時一一 5 時

1. とζ ろ 千 代 田 生 命 ビ J レ9 階ホー J レ

1.  講 演 「建築と色彩J (ス ライド併用〕

奈良女子大教授 山崎勝弘 氏

1  映 画 「色彩調節J r美の設計」 カラー

1  入場者 250名

| 若 い 会 員 の 集 い |

「建築計画の中の構造」

27日 6 1時一一 8 1時 於 会館集会室

ゲストに高橋俊夫氏 ( 大阪建築事務所組 長) を迎えて

関他。出席者 35名

| 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル10周 年 記 念 作 品 展 |

1  会 場 丸善画廊( 大阪阪神百貨庖 2 階)

1. 会 期 11月19日一一24日

1  展示品 第 1 回一一 第 5 回入選作50点( 図集〕

第 6 回一一第 10回入選作50点( パネノレ)

7 1¥口rr;'7 <d Jぢフk 塗 料 /

. 巳ニール・セメント・ぺイシト

ヴ O 吋炉、伶4( ，. .

- 速乾て12; 々惨水谷ペイント
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オリンピ ック東 京 大 会 記 念

第 1回 日 本 建 築 祭

1  共f l I ・団体 ｾ築 Ｘ 同体

1. 行事 n粍参加計

1リJ 1 11 研 先 発 表 会

2  [ 1 大 会

2  n 懇 親 会

3  U 研 究 協 議 会

3 口 自 由 発 言 の 場

4 日 見 学 会

4 日 記 念 諮 演 会

10月25 日 間際スポーツ

II ) J  4 日 b1! i 投反
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| 見 学 会 |

「淡陶 タイルとメンソンリイセメント工場見学会」

14日一一15日 ( 1 泊 2 日)

淡陶ｾ会式会社殿，株式会社原田商応殿前社のど協丹後

援によ って開催。参加者 26名

「大阪市清掃局西淀工場見学会J

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 K. K. 奥村組

25日 1 1時半一一 41時 参加者 34千九

「国鉄新幹線，新大阪駅見学会」

設 計 大 阪 幹 線工事局

鉄道会釘: 1 級建築上事務所

胞 工 K. K. 大林組

28日 1 1時半一一 3 n在 参加fi' 45?， 

「奈良の茶室を訪ねるつどい」

29日 10時一一 4 1時

岡田孝男 I'if 士の解説によ って，称名寺の珠光庵 ，興福

院の長[間堂 と組松庵 ，博物館の八窓庵， 依7 J < 悶の三秀亭

等の各: 1 ' ，茶室を訪ねた。参加者 39名

= 鳴 許 =

気光式運風器塁

販

売

1; $  

ｅｩ￬ｬ ｲＮ［ｽｊｩ ｩｬｾ ［ｪ時過圃圃

大阪市西区江戸沼下通2- 79

田辺工業株式会社

電 話 土 佐掘削41) 7437 - 9  

| 協 賛 し た 会 |

第 9回 「現代建築シンポジウム」

1.  主 1m 朝日新聞大阪本社

，.  11 時 11 月17 日一一19 11

1. 会 場 新 朝 日 ビ J レ朝口文化ホ ーノレ

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

編 集 後 記

園あげましておめでとうございます。乙としもよろし くお願いrli しあげ

ます。

置 きて Ｎ ￟ｉｬ和 ＳＴ 年 Ｑ 月号 ｉ ｾ Ｎ 前 々 会長竹腰位進氏の特 ＡＮｉｬ を送 り まし た が ，

今 回 ふ それにはらって， 尾崎久助前会長の人徳をしのんで， その特集

を送る ζ と ｉ ｾ なりました 。 大正時 代 の日本の 建築 界の随盛 期 の 背 祭 ，戦

前までのl問調時代， そして，戦後の 建築界の隆盛期の背鼠な ど，個人を

通じてではあるが， それらが浮 ｬ ま り さ れてい る ｅ とはま乙と ｉ ｾ 興味 の品

る乙とと思います。まに絵画， 短歌などの余技を， その一端ではあ りま

すが . ｣Ｎ ζｉｾ＠ c: 紹介できた 乙とを喜んでいます。 と多忙中のと ζ ろ. c. 

のf、: i ! . l l のために， と省揃いただいた各位， 座談会 ｉ ｾ UI 附された方 ，々 と

凶おいただいた日正 ｉｉ の関係者 ｉ ｾ ＩＡｪＨくお礼申します。 乙 の企画 ｉ ｾ c: 協力い

ただいた担当幹事は . fje本猛次， 政問誌次. J 'i 山光'1' . !t 方文次，広瀬

二郎の科氏です。総して感謝 申します。

国 はお「工司 ｬｾｵｭ 器材料集成 ｊ の 上 Ｈ ＱＱ 月 号ＩＮ rj1 (12月 I}) をお送 りし，

好評をいただいていますが， 灯疋補足をする 簡l買が少なから ずあるζ と

と思われますので， お気付きの方はＩＨ￭ＮＧ ｾ で事務局までお 知 らせ 下 き い。

訂正問足は ， 下の 3 月号It 迫補の形で!.Il 録する予定ですのでよろ しくお

廊iいしま す。

園次号はij!築協会の 「安貝会特集」 の予定。
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屋根浪板

谷樋にｾ 大島化学のひふくτっlぎんさ

ｅｬ ￯ｇ ｴＶＱｾｾ ＮￂｾｾョＨ，ｾＺＺｆＢ ｾｾｊｾ
カ ラ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー J I"サーν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

川田中工業株式会事t大阪出張所

大 阪 出 版 所 兵 隊 県 尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 89 T  E  L 大 阪(411渇341 (代 表 ) (4 11) 6342 

小 企 工 地 問 問 県 小 倉 市帝 坂 上 の W37

L 川 崎 ② i 594 - - 5

益官報室2 2空説室盟主主在活キ主主主; 宜{ 椛) Z  E  t 産官 2 7;2 ・0515

名 古 民 代 四 日3 愛 知 県 名 古 屋 市 同 区4桜 木 町 308

米 子 代 J!I!J;!i 鳥 取 県 米 干 市 祇 間 関T 2  - 93 ・吉 田エ 糊 T E  t 鮮も (: ; J 3 6

信用ある技術と伝統の

Ｗｬ 【 ＷＷＱｾ ト
Z事

専 業 大 庖

套歪欠偏商庖
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イ覧 止.

建

ラ凡

員又 業 者
士
一
ゆ有

式

社

株

会

⑬ 
浅 組沼

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・屯話代表 (762) 0251- 9番

支 庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・屯 話 (351) 4141- 4 番

名 古屋 市中村区水主町三丁目四ノ 二 電話(57)5571- 8番

営 業 所 ・鳥取 ・広 島 ・金沢 ・郡 山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 . m'岡 ・津 ・岐阜

CD 
新

式

社

株

会
所務工

}I贋新取締役社長

本 庖 ・大阪市北区曽綬崎 中一丁 目四三 ・ 電話代表大阪 (341) 9151器

支 居 ・東京都千代田区神 田猿楽町二丁目七 ・屯話代表東京 (291) 3741番

営 業 所 ・神 戸

< 6 > 安藤建設株式会社大阪支庖

v  専1矧附ー役 瀬 川 博

支 庖 長 鎌 田 幸 二 郎

大 阪 市 西 区 江 戸 城 北通 一丁目七番 地 電 話 代 表 (441)3788

本 社 ・東京都中央区八重洲四丁目七番地 屯 話 代 表 (281)3721

支 庖 ・出煩所 ・名古屋 ・仙台 ・静岡 ・福岡 ・千 * ・横浜 ・水戸

・雌岡 ・新潟 ・神 戸 ・沼津 ・札腕 ・福山 ・盟締

@  
式

社

株

会
林 組大

大 林取締役社長

木 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 11 七 五 務 地

屯 話 大 代 表 (941) 8  6  1 落

文 庖 ・東京・札幌・仙台・横浜・名古屋・岡山・広砧 ・稲岡 ・市松

出 張 所 ・や1
1 戸

2  



ノ

組村

太

奥

奥

株式会社

@  
良E

屯 話 奈 良 県 香 芝 3 4  7  7  

11 L 話大阪般1 ) 1 1  0  1  ( 大代表)

j誌・四 国 ・九 州、|

間

助

東 京 都 中 央 区 八 重 州 五 の 三

大 阪 市 東 区 瓦 町 五 の 七 一 ( 瓦 町 ピノレ)

電 話 大 阪 (202) 代 7 4 6 1・8 1  6  6  

神 崎 組 大 阪 支 庖

株 式

会 社

⑮ 
市

阪 市 北 区 曾 根 崎 新 地 1 丁 目

電 話 (341) 7  3  7  1  - 4 番

居 ・姫路市北条口 86ー3 電話代表姫路 (23) 2021- 3  本

庖支阪大組谷貧農

株 式

会 社@  

泉 治 郎

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 大 阪 (531) 代6082

本 社 東 京 都 新 宿 区 築 土 八 橋 町 二 二 番 地 電 話 大 代 (260) 2111番

支 宿 東 京 ・北 関 東 ・?" ｉｾＢ＠ li: • JJ : 山 . ilLJ 国 ・師 岡 ・札 幌 ・仙 台

常務取締役支庖長

組池鴻株 式 会 社

<tt> 

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  

屯 話 代 表 (462) 1  6  3  1  {存

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島 ・松 江

宿本

内

的

四村

本 庖 ・ 奈良県北潟械 ｭ 香芝 町 ｩｦｴｾ 反 Ｖ 0  3  

本庖営業所 ・大阪市阿倍野区松崎町 l の 5 1  

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・ 広

式 会 社株設建島鹿

之守島鹿長会

本 社

大阪支庖

2  

繁西大常務取締役支庖長

大

3  

支

取締役社長



佐 藤 了 坐 株 式 大 問 士 庖
用 禁 Ｎ芳ミ会社ノ、防 ｾ｟｟Ｎ＿ιｹ 白

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・取締役大阪支庖長 勇 内 英 次

大 阪 市 東 区 北 浜 ー ノ 二 五 電 話 大 阪 (231) 6731-3.  0681- 4  

本 社 ・富 山 市 総 刷 輪 二 三 O 富 山 支 l苫 ・ 向 左

東 京 支 庖 ・東京都中央区 日本稿本町四 / 八 本 社 分 室 ・ 同 左

初 l珂 支 庖 y 符i 岡市 赤坂二 丁目 六番一一号 仙 台 支 庖 ・仙台市茂市 ヶ坂 ll (西村商会ピル )

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中区制1 J 町一 / 一 富 山 工 場・ 富 山 市 稲 荷 元 田T 九 六

札 帆 支 庖 ・ 札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁目

社式 会株設建ァk清

ノ

ノ

雄清 水 康

都 中 央 区 宝 町

白 井 周

市 西 区 土 佐 堀 通 リ

電話 (443) 5431  大 代 表

社 長

社 ・東 京

取締役支庖長

大 阪 支 庖 ・大 阪

本

住 友 建 設 記 大 阪 支 庖

取締役支庖長 柳 田 信 吉

京 都 新 宿 区 荒 水 田T ー

電 話 。53) 代 表 5 1 1 1番

‘惨

地番東庖本

。
組前銭

式

社

株

メ』

I3え

之

大阪市西区阿波座上通三丁目 二番地 電話大阪 (531) 6431番大代表

flli 台 ・東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

札 幌 ・ 盛 岡 ・ 前 橋 ・ 新 潟 ・千 葉 ・ 横 浜 ・I路 間 ・ 京 都

神戸 ・岡山 ・広 仏 ・徳山 ・松 山 ・ 小 倉 ・熊 本 ・長 崎 ・ 大 分

輝高S主取締役社長

本 庖

支 庖

出 ｩ ［ ｬ ｾ ｰ ，斤

社
ｾ陶
ヨ冥式株設建成大

⑤ 

良B芳田稲

常棚) t 締役

支 庖 l毛

T E L 大 阪 (252) 1131大 代 表

4  

大 阪 市 東 区 南 本町 4 丁目 20番地
大 阪支 庖



宇土
4. .  

ｾ＠株 式業

伊

鎖 工大@  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地

電 話 ⑩ 1 7  1  - 5  番

支 庖 天 王 寺 ・津 ・名古屋 ・米子 、福知山

芸誌 大阪支庖大日本土木

⑧ 
取締役支庖長 山 田 豊

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電話 ⑭ 代 表 5931

社 ・岐 阜 市 長 住 町 二 丁 目三番地 電話岐阜②代表6141- 6145番

庖 ・東 京 ・ 名 古 屋

所 ・神 戸 ・ 和 歌 山 ・ 奈 良

本

支

営業

竹 中 工 務 庖
株 式

会事土

パ?、

てV
錬

本 庖 大 阪 市 北 区 堂 島 中 二 丁 目 三 O 電 話 大 阪 (312) 1  2  5  1 番 大 代 表

営業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 名 古 屋 ・ 富 山

京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 北 九 州| ・ 福 岡

中竹取締役社長

鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

房

⑧ 
花

大阪市大淀区天神橋筋六丁目 五番地 ( 天六阪急 ビJ レ)

電 話 (351) 2427・6830・8946

東 京 都 千 代 田 区 神 田 三 崎 町 二 丁 目六 番 地

電 話 東 京 ( 262) 3  4  1  1  

郎
常務取締役支庖長

社本

戸田建設株式会社大阪支庖

@

 

名

光

正丸

地

石

芝

専務取締役 ( 関西駐在〕

常 務 取 締 役 支 庖 長

大 阪 南 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 ・電 話 ⑩ 5951 - 8番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 三 番 地

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

5  



I T、
てコ

飛 島 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

取締役支庖長 新 島 幸 雄

大阪市北区堂島浜通 1丁 目21番地 電話 (341)0394 ・2971 (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 二 丁 目 三 番 地

@  日 産 建 設 さ 言 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 武 藤 幸 一
ｾ＠

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 8  - 1  

電 話 大 阪 (362) 代 表 5 5 3 1 番

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 青 山 南 町 1 - .1  

電 話 東 京 (402) 大 代 表 8 1 5 1番

ｾ＠

@  西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 庖

取締役支庖長 姥 原 逸 雄

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川町13番地

電話東京大代表 (502) 0  2  1  1番

支 居 大 阪 市 東 区 釣 鐘町 2丁 目41番地

電 話 大 阪 代 表 (941) 8  4  3  1 番

@  

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 議
一 巌藤

大 阪 市 東 区 横 湘 町 二 丁 目 七 O 番 地 電 話 (203) 代表2821

本 庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目 一番 地 電 話 東 京 (402) 代表8171

支 底 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡

@  雲喜藤 務 底木 、工

本 庖 ・大阪市東区両替町一丁目一三 電話 (941) 代 表 451番

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

出 張 所 ・ 福 岡 ・京 都 ・名 古 屋 ・津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島

6  



組大阪交庖藤

委噌締雲 村 島 良 雄

大阪市北区堂島 中二丁目 三八番地 電話 ( 362) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 四 ノ 六

支 庖 ・横 浜 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

回

以

株式

会社

a b  

可l P'

前田建設工業株式会社大阪支庖

@  
官

回

電話大阪⑩局9356- 9358番

電話東京⑩局5511番( 代表〉

ぅt田

大 阪 市 東 区 石 町 2 丁目 7 番 地

東京都千代田区富士見町2丁目 3番地

島取締役支庖長

庖

社

支

本

真柄建設株式会社大阪支庖

+  
受話室 漆 村 重

大阪市天王寺区生玉寺町六番地の七電話⑪1272 ・1273 ・1274番

本 社 金 沢 市 彦 三 一 番 丁 七 六 電 話 金 沢 代 表 @1266番

支 庖 来 京 ・大 阪 ・名 古 屋

営 業 所 金 沢 ・富 山 ・福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸

組ホサ松

式

社

株

メL

"I3正

。
土

日

社 ・大阪市北区空心町一丁目七O番 地 電 話 代 表 大 阪 ⑮ 6331

底 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

雄村松取締役社長

本

支

7  

三 井 建 設 監 大 阪 支 底

受控室 岡 田 清 治

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 一 五 番 地 電 話 大 阪 (361) 代表7651

本 社東京都中央区日本橋室町二ノー(三井ビル) 電話東京 (270) 大代表8651

支 居 所 在 地 札 ' 幌 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・大 阪

大 阪 支 庖 管 轄 営 業 所 京 都 ・神 戸 ・ 和 歌 山 ・奈 良 - 徳 島

⑥ 



。村 上 建 設 会主 大 阪 支 庖

山 本 芝 鶴

大 阪 支 居 大 阪 市 北 区 富 田 町 三 五 番 地 電話大阪 (312)0871- 6  (361)  7887 

営 業 所 神 戸 ・ 岡 山 ・ 福 井 ・ 高 松 ・ 新 宮

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 四 丁 目 六番 地 電 話 東 京 ( 331)0511- 9  

⑩ 

株 式 会 社
森 本 組

代 表 取 締 役 社 長 森 本 積 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘 町 三 番 地

電 話 大 阪 (771 ) 0  3  5  3  - 0  3  5  7  

営業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 松 江

出張所 浜 田 ・ 奈 良 ・ 池 原 ・ 河 合

尾 '(可 ・夜 久 野 ・紀南 ・由良 ・伊 勢 ・梅 野 ・多治見 ・読 書 ・宮 川

。。

株式会社 あ め り か 屋

取締役社長 前 野 慶 太 郎

大阪市北区堂島上二丁目 一一 電話代表 ( 341) 5682 (312) 0445 

⑨ 
株 式

会 社

主

円山工 務 庖

来代表取締役 湯 原

守 口 d1" 八 雲 南 1 0 番 の 2 0 0 番 地

屯 話 大 阪 (991) 5  0  8  0 ・ 5 9  8  6  

⑩ 

株 式 会 社 金 剛 組

代 表取締役 金 剛 利 隆

8  

大阪市天王寺区椎 寺町六六 電話 ( 771) 9751- 3・2654
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司
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阪

京
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口

棋

大

東

京

川

商

社

庖

所

場

所

支

械

工

昨

京

附

京

阪

本

来

京

京

高

b  

f  本

オて

ホ木
代表取締役

組道中

式

社

株

会

⑪ 

男

電話 大阪(あ1)1887 (代表)

電話 大泉(6)2348 ・2908

円

白

川

4

1

年道

島 区 相 生 町 二 七 番 地

群馬県邑楽郡大泉町下小泉二一一二番地

中
代表取締役

都大 阪 市

大泉出張所

社

之》

-p;  式株設建東日鞠

夫

電 話 (261) 9801- 5  

電 話 (351)0623 - 6  

イ変

東 京 都 千 代 田 区 麹 町 二 丁 目 玉 ノ 二

大 阪 市 北 区 末 広 町 12 ( 新 末 広 ビ ル )

長 久 保社 長

本 社

大 阪支庖

社

芝〉

エ五ミ式株設建本

③ 
日

政

7 5 9 1 - 6  

重

(261)  T E L  

田

p

h

d

 

生

大 阪 市 東 区 安 土 町 4

東 京 ・ 名 古 屋

長キ土

社本

支

国四申晃キし
4 ‘  
仁3

山

山
，
4

E

E

 

岡福
庖

⑮ 東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 応

英

大阪市北区悔田町 2 7  ( サンケイビル ) T  E  L  (313) 代 表 0 4 5 1 醤

本 社 東京都千代田区丸ノ内 3 - 4  ( 白石 ビル ) T E L 聞大代表3261番

松常務取締役大阪支庖長

9  
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グ春、

"...J' 

@  

|総合建設業

本 庖

支 庖

神戸営業

⑧ 

⑥ 

10 

株 式

会 社 井 上

福 蔵

組

取締役社長 井 上

本 社 大 阪市都島区東野田 町二丁目 一五 番 地 大 阪 (351) 0530( 928) 4031 ｾ＠ 4  

出張所 神 戸市 生 田 区 加 納 町 三 丁目 一 番 地 電 話 非 合 (22) 0  9  1  4  

式

社

株

会 西 組
A  

E  

取締役社長
A  

7  

で='="

2 玉E

百ξF 雄西

本 社 大阪市天王寺区上本町七丁目 二番地ノ ー 電話 (771) 7Z31. 8Z31・8あl

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電話 (341) 4  4  7  6  

出張所 神戸市生田 区下 山手通四丁 目四番地ノ ー 電話 ( 3) -6 0  6  0  

官 業 所 芦 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地 電話芦屋 ( 2 ) 2 2 2 6

株 式 会 社 岡

取締役社長 岡

来E

良日

大 阪 市 北 区 堂 山 町 八 九 電 話 (312) 0456( 代表) ・0776 (代表)

東京都中央区日本橋茅場町二 ノー ( 植松ビル) 電話 (661) 8272・(860) 4  7  8  0  

名 古 屋 市 中 区 矢 場 町 I の 3 7  ( 山市 ビj レ) 電 話 ( 25) 5811 ( 交換) 9705 ( 直 通 )

所 神 戸 市 立 合 区 機 上 通 5 - 1  (三光ビル ) 電 話 (23) 7186 (直通 )4651.( 交換)

栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役社長 中 積
ム

口

、
V

4

・

本 社 大阪市西区北堀託通一丁 目三一番地 電話。代表 5 8 0 1

出 張 所 東 京 ・神 戸 ・ 和 歌 山

式

社

株

会
井 組坂

代表取締役 小 坂 井 正 夫

本 庖 大 阪 市北区太削! 寺町五六番地電話 (341) 9331- 4・4664

営 業 所 京 都 市 ・ 西 宮 市 ・ 大 東 市



「ーーーーー一一一ーー一一一

ぐっ

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 木 戸 口 信 義

本 庖 大 阪 市天 王 寺 区 北 河 郷町 五 四 番 地 電 話 大 阪 ⑪ 代 表2672 ・3880

支 庖 和 歌' 山 市 南 材 木 町 三 丁 目 二 番 地 電話 和 歌 山 @ 3  2  2  5  

営 業 所 京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入 電 話 京 都 @ 4  0  0  1  

営 業 所 堺 市 浜 寺 元 町 六 丁 八 O 七 番 地 電 話 堺 ⑥ f 3  7  0  

出 張 所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地 電 話 泉 大 津 ② 1 6  7  5  

Q  

式

社

株

会 末 組大

取 締 役 社長 山 本 末 男

本 社 大 |仮 市 南 区 大 手口 Rff 1 番 地 電 話 (211) 代0555・代6343

松 原 工 場 大 阪 府 般 原 市 丹 南 聞T 6  3  5 の 1 Ｇ ，ｾ，話松原 ⑤ ＴＰＵＰ ・ ，ＧＮＱＮＭ｜山 Ｑ ＳＵ ・ Ｖ Ｑ
東 京 支 府 東 京 都 盟 島 区 池 袋 来 l の 4 3 電話 (981) 6  1  7  7  - 9  

名古民支E有 名古雇市中区欠場町 3 の 3 5  ( ハセピル) 屯話 (26) 5  4  2  1  

営 業 所 大 ilt ' 和 歌山 ・岡山 ・神戸 ・公良 ・堺

得〉
株 式

西 田 工 務 居えｾ え 社

取 締 役 社 長 西 田 義 良日

本 社 JF 初 日1 司i 加 守 町 6 2  6  ｾｉＡＺ融持 ｕｕｈｬ 塚 ｀Ｑｾ 表 Ｗ Ｒ ＲＱ

大 阪 ' 巡 業 所 大 阪 市 浪 速 区 元 町T 4 丁目 2 2  7  ｾｉＡＺ話 Ｈ ＶＳ ＲＩ 代表 Ｔ Ｐ Ｐ 1  

出 所和歌L 11' * 京

ーのお長谷川工努盾
ピル経営

本 庖 大 阪 市 東 区 本 JI汀 l の 1 8 T E  L  ( 261) 代 表7631

東 京 支 庖 東 京 都 渋 谷 区 栄 通 l の 5 T  E  L  ( 462) 代 表2321

名 山 屋 出 強 所 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町1の24( 中経ビノレ ) T E L  ( 57) 代 表 2481

④ 
不 動 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 庄 野 勝

本 社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 [(1
1

之 IIIT 5  7 番 地 屯 話 大 阪 (271 ) 4  7  7  1  

東 京 支 社 - * 京 都 中 央 区 銀 座 西 4 丁 目 l 託 子 地 屯 話 点 点 (567) 1  7  5  1  

名古屋支庖名古屋市中区南大津J . t f i 5 T Fl l l {fi: t也 屯 話 7 ' ， ｾ￯＠ Li: (25)  7  5  5  1  

北 海 道 支 庖 札 眺 市 北 VLj 条 西 4 T  1=1  1 醤 地 屯 話 札 脱 (23) 5  7  2  7  

九 州 支 庖 北 九 州 八 幡 区 白 川 町 1 丁目 2 器 地 の 1 " 正話 八 愉 (65)  5  8  6  7  

営 業 所 仙 台 ・ 機 浜 ・ 堺 ・ 神 戸 ・ 新 潟



社
必泊h

ｾ＠株 式組Jlt 谷長
@  

長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

電 話 (771) ( 代表) 4148 ・4149 ・4140

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三 二 九

電 話 (771) 9  0  4  4 番

取締役社長

ネ土本

工 作 場

.. 

。

不ニ建設株式会社

阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取締役会長 泉 谷 平 次 郎

取締役社長 藤 原 正

大 阪 市 北 区 梅 田 町 9 3 番 地 電話 (312) 5691- 5  

西 宮 市 池 田 町 3 5 番 地 電話 西宮(2)3433

神戸市灘区御影町上東 8 0 2 電話 神戸(8)5362

芦 屋 ・ 尼 崎 ・ 京 都

z  CONTRACTOR 

本 社

西宮営業所

神 戸営業所

出 張 所

GENERAL  

円

仇

H

F

白

以
五

口

口山取 締 役 社 長

入 木 工 務

取締役社長 八 木 一 郎

社 大阪市阿倍野区阿倍野筋 1丁目 2 5 番地

電 話 (621) 2  2  8  1  (代表)

大 阪 市 東 住 吉 区 爪 破 東 之 町

電話 (0723) ③ 2  4  6  0  

底

式

社

株

_ A  

3 三主

({_ご¥

ｾ＠
本

倉庫 ・工作場

島 建 設 株 式 会

取締役社長 矢 島 浩 三

東京都中央区銀時七丁目五番地 電話東京 (572) 代 1436

大 阪 市 南 医 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (271)代5837

? ? 社霊仁平信也

支庖 ・営業所 仙 台 ・名 古 屋 ・福 岡 ・蒲 郡 ・和 歌 山

社矢。

号

本 社

大阪支居

12 



⑩ 
株式会社 米 務 庖田工

本

取締役会長 米 国 治 郎兵 衛

代表取締役 米 国 良 男

社 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7 T E L  (771) 代 表7771- 4 .  0155  

龍 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 近 藤 春 男

本 社 大 阪 市 城 東 区 古 市 南 通 五 丁 目 五 番 地 電 話 (931) 5  3  3  1  ( 代表)

釣鐘町営業所大阪市東区釣鐘町 二 丁目四 一 番 地 電 話 (941) 7  8  7  1  ( 代表)

京都出張所 京都市左京区丸太町通川端東入東丸太町三九 電話 京都 (77 )41鎚( 代表)

名古屋出張所名 古屋市干 経区四谷町 三丁目 二O 番地電話名古屋 (78)7151( 代表)

水 野 建 設 25 大 阪 支 庖

取締役支底長 水 野 正 三

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 120 屯話大阪 (341) ( 代) 3931- 3933 

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 7 1  屯 話 大 阪 (371) 1  9  2  1  

本 Ｉｾ［＠ 京都市下京区西七条市部町17 電 話 (37) 8052・8277・5360

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区堂島上一 ノ 一 八 電 話 (341) 614- 5・801-2・3805・7913

工 作 所 豊 中 市 島 江 一 丁 目 一 電 話 (392) 4  8  3  1  ｾ＠ 2 番

① 

株 式

盛 工 務 庄会 社

代 表 取 締 役 盛 道 雄

本 社 大 阪 市 旭 区 赤 川 町 二 丁 目 玉 六 O 番 地

電 話 大 阪 (921 ) 3  4  7  I  ( 代表)

営 業 所 神 戸 市 ・ 福 岡 市

13 



イ覧

華

木者

i五

有

-=f:: 

4也、建

WOOD F L OOR 

T O P モザイ ック・フローリングボード

フローリングブロ ック・寄 木 材

責 任 施 工 共

伊 丹 木 材 株 式 会 社

大阪市 TJ [ j 区南坊11江通 1 rF' Il 2岳 地 屯 話 (531) 1653 ・3190 (541)  7677 

株式会社

エバレヂン工業所

⑥ 
特 許 第4 21051号

エパレヂン合成樹脂防水剤

製 造 販 売 及 防 水 工 事 施 工

大 阪 市 北 区 鳴 尾 町 1 0 番 地

電話 ( 341) 6260 ( 362) 9575. 9576 

ι
L
 

1

4

E

 

川

川

島
必

ず

片

山
川

式

柳
川

株

当

飾

工

レ

い
」

f

、

削

ン

功

一司

壮

衣

-

ア

世

阪大
コ

れ

(

円

V

C

 代 表 取 締 役 !捲 )11  
ｾｾｬＺ Ｑ＠
EI  

、且ニ

1旦

大阪市凶区［ＱＺ ＱＱ 汀幼 ｱＱＲ 丁円 ＶＴ 係 ｊ 也屯ｾ大ｼ坂似 Ｑ ＺＰ ＹＳ Ｑ ＭＳ 資材部明日 (H3)4725-6苦手

東京常業所ポ京都文点、区本主H 丁 FI15係 地 屯 ぷ - * 京al1η454 似目5827需

奉 仕 感 謝 の 庖

⑪ 株式会社 川 岸 窯 業 商 居

代表取締役 川 岸 繁 夫

大阪市西区靭本町 2 丁目 9 8  電話 ( 541) 代 8467

14 



綜
A .  

c::a 建 キオ

直関 西 建 材 株 式 会 社

代 表 取 締 役 藤 中 昭 男

大 |坂 di 浪速区幸町通三丁 目 屯 話 (561) 代 5 3  6  1  

京都市中京区壬生馬場IllT一九 屯話 (84) 0808・1880 (81)  0061・0062

命

セ メン ト防水 急 結剤 シンケン

着 色 顔 料 チ エ リ ー カ ラ ー

室 内 装 飾 繊 維 壁 材 製 造 発 売

側 新 興 建 材 工 業 所

代表取締役社長 福 頼 圭 蔵

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 電 話 ( 541) 5756- 9

営業所 明 石 市 西 王 寺 町 1 丁目 3 9  電話 (0789) 5852 

，営業所福岡市上牟田八田町 2 6番地の 1 電話 (65) 3  2  4  5  

大 |仮 ガ ス J旨

，疋ーιー・

庖

コ ロ ナ IE 業 社 大 阪 代 理 屈

オーバルウイスコンシンパーナ一代坦庖

株 式 会 社 タ カ

、固圃a・

商
之〉

ブ ェ=ミ

代 表 取 締 役
保 科 宏

大|仮 di 浪速区 J じ町 1 - 7 4 2 T E L  (641)  4507 ・5187 (631)  3974 

田 中 式 温 水 缶 及 ガ ス 風 呂

d 傘、

、宇7

田中 風 呂 製 作 所

代 表 者 田 中 照 雄

大 阪 市 浪 速 区 元 町 1 - 742 電 話 (641) 5313 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 四 丁 目 2 5  

| 坊 水 工 事 全 般

ア ル ト 応 用 工 事 全 般

欠付壁 ・コー キ ング ・ラオコーフ ・他 特 殊工 事

協 大日特殊建材工業株式会社

大 |仮 di 城 東 区 今 間 中 2 - 3  2  T  E  L  (931)  1560 ・(958) 3890 

15 



防 水 ・防 熱 ・音 響 ・工 事 と 材 料

高 山 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 老 松 町 2 の 1 9  ( 昭 栄 ビ ル)

T E L  (341) 直通 9 0 1 5 ・代 5 9 7 6 - 9

都 千 代 田 区 神 田 小 川 町

T E L 包51) 0  1  6  1  - 0  1  6  6  

屋 市 南 区 鶴 里 町 l の 2 7  

T  E  L  (81)  7  4  8  8  

'I A Il AYA血 A '

，fj'， 

古

東

名

オ士

名古屋連絡所

本

元

一

冗

官

冗

官

冗

発

却

瓦

S

瓦

配

ワ

洋

均

ニ

和

川

ナ

産

二

空

地

ナ

真

各

実用新案第544608号

意匠登録第 151860号

社

之〉

--. A 式

利
俗

ワ 瓦 株

代 表 取 締 役 仲 野

大 阪 市 浪 速 区 Je [IIT 1 丁 目 7 4 2 電

ナ

5  6  

雄

o  5  ロ古

、-・

、-圃‘

ス ・ダ イ ヤ ラ ス

ス 製 作 所

ス ・親 子 ラ

7  

鉄 筋 ラ

中 川

川 安 蔵

但 し 十 合 百 貨 庖 北 ノ辻東へ入ル南側

5 2 2 8 - 9 ・ 8 2 4 8  

代 表 者 中

大 阪 市 南 区 鰻 谷 iljl 之 町 3 1  

電 話 (271)

事

ル 株 式 会 社

工:装

イタ

内

@ 藤 本

)

 

1

A

 

q

J

 

P

h

u

 

(

 

、l

r

h

仁

、

v

f

千

u

-
Z

M

口電

代 表 取 締 役 藤 本

大阪市浪速区厄UI Tl - 7 4 2 (! 仮名号交叉点) 5 3 4 5 - 9  

ビ ニ テ ツ 実 用 レ ー ル

各 種 戸 事 用 レ ー ル

埋 込 イ カ ダ レ ー ル

カ ー テ ン レ ー ル

アルミ板、条、異形棒

ア ル ミ モ ー ル デ ン グ

古河アルミ指定問屋

ー ル 株 式 会 社

古河電気工業

安田レ

述玄

大阪市南区末吉橋通り 一丁 目十七番地 電 話(おlお571 (代 表)

16 



社
ム、

ヱミ

各種冷暖用機器専問製作

式株機工ネナ木

電話代表 ( 761) 6921番

電話 ( 851) 4619・4629・4696番

電話 (82) 5  6  2  9 番

電話 ( 3) 5 7 8 7 番

電話代表八尾(2)7047番

大 阪 市 東 区 上 本 町 一 丁 目 一 三 番 地

東京都千代田区和泉町一番地ノー( 直江ビル)

名 古 屋 市 南 区 白 雲 町 六 四 番 地

福 岡 市 塩 原 七 四 O 番 ' 地

大 阪 府 八 尾 市 久 宝 寺 一 七 八 一 番 地

本 社

東 京 営 業 所

名古屋出張所

福 岡 出 張 所

工 場

防水

完全な防水工事は

メ j レタンルーフイング

レオパノール BA シート

社会式株材工新日。
績

電 話 (541 )3785- 6・2721

代 表 取 締 役 井 場

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1 7

年新謹 賀

A

Q

玄
協材建本日

昭 和 4 0 年 J C 旦

社 団

法 人命

大阪市西区京町堀 1 丁目 1 7 0 番 地

( 443) 代 0 3 4 5 番大 阪話電

電話 (443) 代0345

電話 (21) 5469 

電 話 ( 3  )  7657 

電 話 ( 3  )  1259 

常 設 展 示 場

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 1 7 0

広 島 市 鉄 鈎 町 1 0 8

高 松 市 中 野 町 8 8 1 の 1

福 岡 市 住 吉 松 月 町 2 9  3  

一-

v  

17 



一一ー特 命 又 は 指 名 の 場 合 lま本 側 を ご ヰIJ )- 1-1の 程 お 臨 い 、 致 し ま す 一一ー

長悲 5:22 設計施工

芸誌 大 阪 城 口 研 究 所

|  代 表 取 締 役 城 口 庸 平

|  大 阪 市 北 区 市 I厄豆阿一. 屯話大阪例局7乃57乃5(代表)

| 叩山… 叩
布村神iド! 戸市生回区下 山手通六/ 一 . ＮＭｾ屯立 Ｒ話古神戸 Ｈω Ｔ Ｉ 局 5  8  9  2  

水道 ・衛生・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 旋 工

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

本 底 東京都中央区新富町 3 丁目 5 番地 ( 菊栄ビル )

電 話 (551) 7  4  5  0  - 9 番

札幌営業所 札眺市南十量西十三丁目九六回 世 話 札 眺@ 2 9  5  9  

金沢営業所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 @2  0  7  4  

福井出張所 偏 井 市 城 之 偏 下 町 一 0 電話縞井( 6 ) 2 4 3 6

高松出張所 高 松 市 二 番 1 九 電 話 高 松 (2) 5 1 9 5

間山出弧所 開l山市大供松ノホ三八O ノー 電 話 間 山 ⑫ 5 4  8  6  

冷 暖 房・ 管 金 属 製 主主具

給排水、 衛生水道 A  環 境 衛 生 施 設

電 気 L =主ー 荷 役 運 搬 機 械

- r - ー四司「 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 f通 口目券 栄

太阪市東区北浜 2 丁目 2 2 帯 地 電活大阪 ( 202) 代表3071

本 宿東京都千代田区有楽町 1 T.  El I O帯 地

支 1苫 出 娘F斤 名古屋、稲岡、札帆、広島、f I I 1台、

お山、金沢、静岡、高松、

工 場 鶴見、相模、六郷、高槻、中山、有賀

[  給 一 生 日 冷 房 設 備

22 西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津南通 4 丁 目11 電話大阪⑮ 3531番

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・讃 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 止 阪 市 西 区:Jjr 町嘱 1 r l 162 司i ，!5 (判3) 代表 8161- 9  

出張所東京都北! 正上 l 事 l γ 1110 1世 話 (911 )  3  9  4  1  

品古厄Idj 中村[ >( 牧'f 阿I1 力 6 官 JIi (54) 0  9  6  6  

神戸市中日11頁北 l止扶 ;lft7 T 1I 1 の 1 " 世話 ( 4) 1778.  438t 

広 品 市 中 町 2 ・需 地 内 4 "世 話 ( 2) 7 5 7 5 ・7 5 8 8

18 

電気 ・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

( 旧制名 株式会社 大阪屯気 尚 会 大 阪11>1房商会)

I帥 南 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 腐 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 了目 60番 地

電 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1番

支 鹿 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 京都 ・神戸 ・岡山・ 高松 ・広島 ・熊本

札幌・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福井

創 業

大正二年

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

株 式 x  

会 社 廊1
藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ビ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ル 714号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 5  

札幌市北四条西16了目 l 番地 高田屋ビル二階

電 話 札 幌 ② 0 0 10 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ヒ、ル522号

電 話 中 局 ⑫ 1 7  6  6 ⑧ 3 0 4 2  

東 京 庖

大 阪 庖

札 幌 庖

名 古 屋 庖

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 電話 441ー 5171

1  支 庖 一 東 京 大 阪 名 古 屋 京 都 神 戸 福岡

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

株式 Z番号 企T ｾＭ，Ｎ＠
会 社 克 己 T"J  τｾ＠

大 阪 支 底

大阪市北 区 中ノ島二丁 目 ( 新朝日ピル 5 階 )

電 話 大 阪 ⑧ 3 7  2  1  (代 )

本 社 及 東 京支 1苫 東 京 都 中 央区 銀 座 西 6 丁目 3

( 明且日ビ ノレ8 ｾ皆 Ｉ

営 機 所 名古屋 市中 区菅 原町 2 丁目

{ センター ピル )

連 絡 所 広 島 . 北 陸

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

支 底 東京郎千代凶区小川町 2 丁目 l 桧 ピ ル (201) 7751- 3  

福 岡 市 望書 巴 町 22 (74) 1  1  5  8  

出 張 所 名 古屋市中区新栄町 2 丁 目 1 (97) 1  8  2  0  

福 井 市 宝 永 上 回T I 0 5 ( 2) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 ( 2)  5  0  9  8  

広 島 市 紙 屋 町 8 (21)  4  5  3  7  
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全会¥，. i i，jfIJ 尖 ;;1，: 、 手千仲 ｩ［ＱｩｾＨｴ 幾

，;1;  111- ， ｾｾ＠ f1: ' 地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 底

l援 ・冷房 ・空気温温度調整装R

工施

一j J l .

，..z 

回
主主4

-← 

童書1
(i!!! 高

大 阪 di ｾｴ＠ 1'( 小 J: ，¥ ｩｊｾ＠ j並 1 - 2  5  ( 新大ピ J レ)

屯 川 日 大 阪 ( 341) 8  3  5  6  

Ｊｊ［ｾｭｾｬｬｬ 央 ｉｾｒ +;t .rf， 1' 石岡T4 - 2( ': .)"'1' 1  ｾｉｊ ｉｊｦｩｗＩ＠
点 以 名 内 雇 ，'1'. Ｇ［ｬ ｾ 所九州

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 都 足 立 区

付

底

州

場

4

支

一

l

東京都千代田区神国駿河台 4 丁目 2 番 j也

大阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社

阪支庖

暖

ご目

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

業 社

ＧｩｬＨ 諮日 ｾ･Ｒ ＷＱ ＭＹ ( 代)

東京支社 東京都港区芝浜松町2ー 7 1lt (，担) 6171( 大代表)

Ji: 底 北梅巡 ・ (111台 ・名古Bl . ・広島 ・福岡

エ

大阪市東淀 川区1m烏 町 357

日朝

式

社

株

会

φ  

l底 冷 房 ・水 辺 衛 生 [ 'Ji 

設 計 JJlli T  

栄 興 商

取締役判長 ql 111 敏 正

后 大 阪 市 福 rb 区 上 稿 島 北 二 J 門ー務1也

ｦｩｬ 訊大阪⑩ ＳＳ ＹＱｾ Ｕ ｭ

11i Ａｊｾｾ 両日新宿区荒木 ｉｦｬ｝ ー Ｉｌ 孫地

'，[1 ，;1; ( 351)  2  1  7  7  ｾ＠ 8 蒋

神戸出張所 神1ｩｦ Ａｊｾ主 ｦｕ ｬ 天 ｔｊｉ ，Ｇ ＡＧＭ ［血八 ｔｦｬ : """7 Hl ，h1i ;じIHI03035 l1'i

仙台出強所 仙 台 市 IJ i 同市丁四五¥1 : ; 1m @ 5136酔

ふ

玄
株式会社

広

本

支

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

投 計 並 Jfl!i L  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

14f 繁JII 代表取締役

Ｉ［ｾ＠ Ift l  dl ・'1' ＩｾＨ＠ Iぎ 1，loj併 II Ij 通 Vyl/ i小路上ノレ

1U沼 @ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専別 ) 5532

大阪市北区天満焔筋1- 37( ι 泌 橋北 詰 )

む 話 ⑮ 8 8  2  9  

1叫1J  dj 1打浜! l ] fiG..lく広川J 屯 話7503・3665

ilt dj Ｚ［［ｾ＠ IIIJ 2  - 111 ｮｾ 話 Ｓ ＶＱＰ

ネ土

大 阪 営 業 所

⑨ 

本

温湿度調整装置、暖. 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

I  ( 代表 ) 0977

大 阪 市 北 区 山 IJIIIIJ 30 ' ，[ 1品川以⑩ 1097 8 ~9 ・0970

本 料 東 京 都 千 代 則 区九/ 内3 - 2 ( 新東京ビル)

;U J目 (211) 8 5 11 ・8 5 6 1 ( 代)

仙 台 dj 新 伝 馬 II IJ 6  0  

'，[1: ，11; 7  3  3  2  

i'， ，l， )毛 dj Jl l  1メ 点 門 前 111]" 3  . 6  

1G 訊 ① 2 8  9  3  

1111 ｦｾ 支 ｌ ｬ ，

;y， ，，，ほ11¥ 'JKJfr 四日市営業所

津 営 業 所

衛 生

設

空 気 調 和 設 備

計 施

給 水

工

キ土

A

Q

一

A
業 株 式工山平

平

大 阪 市 l出 l孟 江 戸 堀 2 寸I d 2 番 地

1出 品 大 阪 ( 441)代 1 9 9 4 ( 443) 代 0 3 3 1  

@ 暖冷房 空気調和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 灰 万 才 IlI f 50 i  

大阪事業本部 '，'0: 話 大代ぷ (312) 8  6  7  1  i  

東京事業本部 東 京 都 新 宿 lメ 三 栄 町 18 1  

;目立訊 (341)7171- 5 .1622.1624 . 5315 I  

名 古 記 市 中 | メ 城 代 IDf 7  I  

1な ぷ (23) 4  6 9 0 ・ 3 5 2 0 1  

京滋、 F閥 、 新 潟 、 金 沢 i  

占

口

小
山平取 締 役 社 長

名古屋事業本部

各 事 業 部

iE 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッタ ー

ぷ 汁 ・製 作 ・施 1'. 

冷房 ・暖房・ 温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

ぷ，1 1 施 1:

鋼 機 株 式 会 社

大 阪市東区高路橋 5 - 4  5  ( 興銀ビルうJIJ 館 )

'必 A I坂 代 ( 202) 7 7 4 5 許

取 ボ 者1I 北 区 事1

'

n  3 の 10 の 3

ｉ ｾ ｢Ｚ＠ *  J; t 代 ( 901 ) 3  1  9  1  f佐

点以部港| メー芝佐久間町 1 0) 46 ( 太 1.. 1ビ J レ)

1U 見! ［去 ｉｾ ( 501)  3  1  5 行系 l

所 名 占 凶 ・仙 台 連 絡 所 弘i 1判 |

19 

理 研

大阪営業所

本 社 ・ 分 室

営 業

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 いくノ- : i，出品fii nJ i  4  - - 7  1  

"  t! ，f;r.. ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

京 以 郎 文 !;( 1メ) l ; IIIJ 2  J '  1  1  1 7 m J山

川ふり (8l l )  ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支庖出張所 名川 li，l .  ?"ij 刈・札似 ・111Jfi' ・，: M公・μ、山

社本
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エ各 種 電 気 工 事 設 計 施

電 気 工 事 設 計 施 工

藤 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 西 村

社
ふ

宮株 式

e = '  

ヌL電浅 海
社エ

正

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 潤 池 町 l

電 話 ( 481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 | ・福 岡

雄海浅取締役社長

ネ土

東京支社

本

↑

n

 

-r

 
大 阪 市 北 区 野 的 II1J 六 九

'I l! ｾ［ ｾＮ＠ . に| 奴 (313) 代 表3456

東 京 支 庖 東 京 高 名 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十 二

f瓦 日目 ( 551) 8 3  3  0 ・ 8 3  0  3  

名古屋 ・神戸・岡山 ・広島・ 北 九 ')+1

庄

営 業 所所業'日

電 気 工 事 設 計 施 工

事

工

式

装

工

・

計

施

株

事

計

業

工

設

気

工

電

工 業 株 式 会 社電

会 =

支I中 央
社

A

Q

一
品原栗

ｾ＠騰

大 阪 市 北 区 Nli ケ技 11可 五 六 番 地

電 話 大 阪 代 表 。 8 1 3 1 - 7

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・御

坊 ・ 新宮 ・松 山 ・草 津

村

A 、

7  
取締役社長

社

支 ! 苫

営 業 所

本

英

大阪市北区永架II1J 8 務 地 ( 日産生命館〉

屯訊大阪⑭代表 Ｑ Ｒ ＳＴｾＹ

支 社 、 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞 館 . Jl:Jゐ ・八慨 ・福岡 ・官山

原架取締役社長

虫 剤 衛 生 設 備 ; j ， -r.. l+ ｉｾ 動制御 ｍＺ I  

監 視 盤 ・ グ ラ フ イ ソ ク 懲 ・指 示 計 器 誠 |  

端 子 盤 ・高 低 圧 長 自 己 電 鈴 ・分 'i lZ 鍛 i  

各 般 フ ロ ー ト ス イ ッ チ ・ 1=t の他

各 陣 内 動 装 置 用 屯 iri 機 器 設 計 製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 森 井 定 JJ 寄

専 務 取 締 役 佐 野 泰 1t7 

社 * 求 問I i住J ) ( 芝 J 凶 制 fflf 1爵・也

'ill. rlLrj *  J?: (451) 代 表 9 6  J  

主: 広 大 阪 市 北 [ ; { Ｇ ， Ｚ ｩ ｾ Ｇ＠ i A 町 l' ;、 、自主 J血

ｴｬ￮ ［ｴｾ大阪 ＨＴＴＳＩ 代表 Ｘ 3  8  1 ・(1[11¥1(441J' O  5  

出 1m 所 名 古 屋 . IL 1: ，¥ 福 岡

工 場 東 京 ・大 阪 I r . i Ｂｩｾ ・ ｴ ， ，'; Ii 

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

. .6.  

:::z;lo; 商
と

丸ト 電マヤ株式会社

:九ょ

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東京都港区芝田村町5- 29 相 馬ピル 5f>皆

1正治点以 (434) 3848 ， (431)  8435 

大阪商 ・北海道 ー名古屋 ・四日市 ・福 山 福 間

，' (.L 

IJll 
み;Ji l  取締役ト ｉｊｾ

キi

東京営業所

本

@  

..j，; 

#
片

川

目

M

U

F

日長出

音十 施 コニ電 気 工 事 ・設
電気・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会
会 社気 株 式

r帯、

電，3Dl朝 陽

社

i附役社長 山 本 博 三

大阪市北1/'" 之白三TLI ニ 車}III ビル 6 附

9  5  3  J  ( 大代必 )

屯 治 大 阪 同 ⑫ 7 0 5 7  (直j sJ f丈)

大 阪 市 西 l正: 1: f主 楓 辿 リ 凶 丁 日 八 千件1也

市 対 大 阪 }"j -& 5 2 0  J 各一( 代表) ー 3

京 郷 市 中 京 駅 凶 / ht 中 合間r_: .I 需 J也ーl ー

'o' li .:.r; )X /:Il };，j  @9296( 代表) ー 7

ヰ土

営 業 所

出 張 所

本

f云

大 阪 市 北 区 制 笠 IIlj 1J， 0  ( 堂ビ J レ三階)

電 話 (312) 1  4  7  1  ( 代〕

東 京 都 中 央 区 1ft] イl' 111]' 1  5  (辻不ピ/ レ ))

屯詰ｾ Ｇ (542)  5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 了 目 二 O 番 地

屯 話 ( 99 )  5  1  3  1  - 3  

小松 ､￭ ・ Ｎｊ＿ｾ ､￭ ・ ｉＢＧｾ 槻 ､￭ '  IzI:i 路 di

納嘉取締役社長

社

庖

営業所

本

文

ｉｦｊｾ 長，ＹＧ ｲ

社|

電気工事・設計・施工事 設 計 施 工電 気 工

4

2

 

式株

止 -

ヌL電一本中
社

4

2

 

式株ー-ヌL電東;工

明

大| 仮 'di lJ ，北米区型f tじよ. k之 II1J τ ーr 1-ト ーri ，

屯ぷ大阪 Ｈ ＹＳ ＱＩ 代表 ＿ ＳＴＱｾ Ｕ

大阪市城東区n江東之町三丁目一一 電話大阪側7004

大阪市城東区n江西之町三丁目 一一三 ; 昔話大阪間1121q3 

正本中取締役判長

社

機器工場

資材倉庫

本

取締役判長 猪 飼 幸 次 郎

社 大阪 ｉｖｾｾ ザ区勝山Ｎ￬ｉｬｬ 9  r  E. I  72 

Ｇ必ぷ Ｈ ＷＱ Ｖ ｾ 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

点以r ，j ¥桁悩 IX : 泌: 橋 5 3 3

' ; 1 ; ; : 活必[ ｪ［ｾ＠ (371)  6  2  0  3  

金 沢 ・グ1 71 庖 ・高 知 ・広 ル

ネ土

本

支

出張所

20 
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電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡表示工i.l，l )

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 . 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 山 - * 之 Ilf1

1包 前 大 阪 ⑭ 6531 ( ( U - x  

支 庖 名 古 屋

営業所 東 京

出張所 間 山 ・北九州

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗続五丁目 二八千昨地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 恭

本 社 東 京 高E千代田区内相I' IJJ 1丁目 8 1ft地

支 社 札 税 ・仙台 . ) L / 内才" 町民 f 払H町

出妓所) @川 白河・償浜. ＱＱｾ 岡市山
L __ 

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

取 締 役 社 長 日1 9' 点

木 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 述 1 丁目 6 5  

電話大阪 ( 541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

1A- 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 .('j . 福 岡

P  AI NTI NG C ONT R A C T OR  

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 本本 塗 装 唐

TEL . 大 阪 ⑫ 1756- 7 ・東 京 ⑫ 1335

塵 芥 炉 ⑭ ..!ln..C:. .Lrr.

イ' :I!/ナー工業株式象桂

大|坂j;l- 業 所 大 阪 市 北 | 足 牛 メUll j" 5  5  ｾ ｲｩ 羊ピル

下電話 ( 312)  7  4  8  1  ・4 5 7  1  

本 社 東 京 都 品 川 区 北 品 川 2 - 1  3  4  

電話 ( 491) 5  6  4  9 ・ 3 8 6 0  

日，Ii ｲｩ ｾ＠ Ｎｾ ｾＮ軍町 名古1: ! l ，Ii U自制 1>( 必H町2- 8 ・inJ5 ( 84 ) 訪日

制 | 咽阿世所 悩 l崎 市 作 占 31"1 1 1 mピ ル ' ，Il J/;( 76)1880 

株 式 会 社

代表取締役 林

興 社

敏 夫

本社 大阪市北区絹笠 ｾｉｔ 50  (堂ビ、 ノレ 7 階)

Ｇｉｾ ｏＺ＠ ｾ古⑮ Ｓ 6  7  1  ( 代)
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電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) --6 

• • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 官 号

ニ ッ ポ ン 耐 望 書 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ピ ル コ ー ト

標準匂〆ント防水斉11

• • . 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 .  

窮乏]11化 冬季の

もメント吻? に

ZZ 黒 川 化 学 工 業 所

事膚工場神戸市東 議区住占 Ｎｲ ＱＮｩ高 ｩｾ TEL 倒 幻 お

特約販売・工事后.

ilii 芋キャリアJ : 業株式会社

東洋ゴム L 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パッキング製造所

大 洋 ，)Ii 業 株 式 会 社

販 売 工 事

各種保温保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音 r事

冷凍機・イ i綿製Ul 各種配管 L事

作極樹脂加1 : 品 設 言J 施 じ

本 抗 措 工 産 排 - ' 品ふ+
，-iJ- ｾ＠ ....L. J $  t末 X ¥， ' j : 玄↑

取 締 役 社 長 石 川 良 興

本社及大阪営雛所 大阪市西区上{ 主婦 i曲 1 の 16 ( { j 川ピル)

'，11 ｉＡｾ 大阪 μＴＳＩ 3  6  6  1  - 5  

九州支社及長崎営難所長崎市茂里町13番 地 唯，1占 (4) ∞92 ・03ω

営 鍵 所 及 出 張 所 仏:r，，¥・福岡・小倉 ・大分・ 徒、仏 ・舞鶴・東京

③日

25 



ZスロシqィJL

jJ;;; ヨz - ] ，

流し台・調理台

F lJ T A B A Y A  D E C OR A TO R S ， L  T D.  

IJt < 品物船舶令 ili fj .  T. 'Ii  

家 ｲｾ 池 ｮ ・ Ｔ ‘ ＱＯ ，附 ｈ 工 Ｇ ｉ ｩ 設 計 施 工

1/，外公飾泌物 ・般 物 tli 一 式

[創業大正 7 :1".1 

隻語孟亙亘書

⑧ 

二 葉屋装備工 業 株式会社

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

屯話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

取 締 役 村 長 若 林 繁

大|坂 市 大 法 |メ 木! 主川崎町 2 の 6

( ぷ六 ;ll 停尚北 2] " )

Ｂ｛｛Ｑ ［ 古 ・ 大ｼ坂 町 Ｉｉ ｾＳＲ Ｑ ＭＳ ・ ＳＶＳＰ

"  
"  

岩 元 式

l ヌカイライト並野君。チレーダー l

26 

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カ タ ロ グ 進 呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪市来成区東今1. 1よIUT 4 の40

m話 (981) 0  61  6  - 0  6  1  8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレ ト防水工 事 怒

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイ ノレ工事 警

護 耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酒 会 乏 業 PR

大阪市北区浮田 町82番地 電話大阪 (371 )'1333番

• 



， 

. - '  

. /  

サ13b- ド? の設計・施工は

伝統ど信用のある下記協会員へ

西 日 本 規 格 サ ッ シ (株)

大 阪di m述 l反政i ftlllf 3 の20 ( 大阪府 illf.n迎会館) ( 641) 5859 

旭 サ ーッ シ 工 業 (株)

大 似 di ))l;. ｾｩ＠ fメ. ｾＨＧι ＱＺ＠ IJy 之 IUf 1 の 4 4  ( 931)  3  5  6  1  

尼 h 日鉄 建 材 (株)

Iじ 附 Ili 1/4 li' l  );:， Plf 2  7  0  ( 401 )  6  3  0  i  

朝 日 建 材 工 業 (株)

I:':j ti! 山 本 九 Isf 洲 淵 2 1  6  9  1  尚主公(3) 9  1  0  1  

岩 住 サ ッ シ (株 )

lじ 附 di ':J' ;'H; ド inJ 1);( 1  5  (401)  6  7  5  1  

(株) 石 居 工 業 所 大 阪 営 業 所

太 似 di 北 1' ( [ 総岡[ 3 の2 3  Ｈ祈 ｾｴ 公ビルＩ ( 361)  5  9  6  5  

(株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

iト;，< };l JII di  本 '.iI IUf 6  0  1  年足 'tl111( 3) 0  8  0 8  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

収 中 市 紳 介f IUf 2 帯 2 1  ;; ( 391)  0  6  6  1  

(株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 内 阪 本 HI 田r 1 の 4 4  ( 531)  1  2  5  4  

大 阪 機 工 (株)

大阪市大淀 ｬ メｾｾ崎商 ｍｩ リ Ｑ の Ｔ (371)  0  6  6  4  

川 鉄 建 材 工 業 (株)

神 ｐｦ￱ｾＨ ，難民魚崎町魚崎 Ｗ Ｐ Ｐ やわゆ5)4 3  4  3  

加 地 シ ャ ッ タ ー 工 業 (株)

大 阪 市 乍 n [ ，z 中川町 3 の 1 5  ( 731)  7  1  3  4  

(株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 r，{ n  i I 中之田r 2 の 5 (931)  6  0  4  5  

(株) 建 鋼 社

1);. ，('J 市 中 広 町 1 0  0  2 広，1;'1ω1)3 2  7  1  

三協アルミニウム工業 (株) 大阪営業所

大阪市内 ｦ＾ｻｊ［Ｈｾｲ 似通り ｬ の Ｑ ＲＵ Ｈ 点洋ピルＩ (443)  1  4  6  1  

三 機 工 業 (株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 東 以 北 浜 2 の 2 2  (-' .J !・( ，: 託ピ J レ) ( 202)  3  0  7  1  

昭 和 工 業 (株 )

大阪市城東 ｬ 又荻 ｈＱ 償堤ｾｦＮ 3  9  (931)  8  9  0  3  

昭 和 鋼 機 (株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 ・ 仰1田[ 3 の 1 5  5  (471)  6  0  5  1  

諏 訪 鋼 業 (株 )

大 阪 市 東 成 区 深 江 丙 1 の 2 ( 981)  7  2  2  1  

ダ イ ケ ン サ ッ シ (株 )

明 di 総 Itl IlI f  1  r  6 需 地 料 (羽:) 1  1  4  1  

谷 山 鋼 機 (株 )

大 似 di 城 京 I'{ ぷ 川 防 犯 111f  2  3  0  (  931)  7  1  9  1  

(株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 1
1

1
; 浜 市 小 村 ア 州 総 本 2 2  3  ｾＯ｛ｉ， Ｇｩ￬ｊ｜＠ 5  1  1  1  

田 中 工 業 (株) 大 阪 出 張 所

1':' 的 di ｉｴ￮ 竹＿ｾ Plf 2 の 8 9  ( 411) 4  0  1  4  

中 国 理 研 サ ッ シ ュ ( 株)

広 J川 市 ji j - 人奈川 6 1 2 - 1 1U; 瓜1) 2 0  8  1  

中 国 金 属 (株)

丘、，(:， di )ij-ノ、 111 11 日f 5  9  4  J.ム);:，(31) 9  4  7  6  

東京カーテンウオール工業 (株) 大阪支庖

大 F反 "1 北 μ: 山 IIIPlf 1  8  ( ，( : ，f b! ピル) ( 361)  9  1  5  4  

浪 速 建 材 工 業 (株 )

大 阪 市 城 京 | メ ぷ 川 償 淀 川 4 1  (  931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 (株 )

大 京 市 大 下 車Ir 111 2  1 大 京(72) 1 5 8 1

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 (株 )

，Ｇｪｾ＠ l' 、 rli .)..;. 111 ｾｉｲ＠ [11  6  0  ［ｦｾ 本 Ｈ Ｒ Ｉ Ｔ 7  4  1  

日 本 建 材 工 業 (株 )

尼 崎 市 久 々 知1 .  j-: 111 之 11 9  ( 401)  5  7  9  4  

日 本 建 鉄 (株) 大 阪 営 業 所

大 阪 市 北 区 堂 向 上 2 の39( 毎日 J1'{( 業ピル凶階) (361  )6758 

日軽アルミニウム工業 (株) 大阪営業所

大 阪 市 東 1; ( ω f1I1. ｴ ，Ｈｾ＠ 5 の 1 ( 202)  4  6  5  7  

(株) 汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 以 内 仏 同 f 3 の 1 5  (462)  4  6  6  1  

不 ニ サ ッ シ 工 業 (株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 内 淀川[ ベ f卸 弊 仏 凹T 中 3 の 4 ( 471)  7  6  5  1  

(株) 三 高 製 作 所

1':: 崎 市 神 的 . ; . : J i  Ix 8- 1  2  8  0  ( 401)  6  

八 幡 工 コ ン ス チ ー ル (株)大 阪 営 業 所

大阪市阿1 1 . 阿波政f -3ill り1- 27(新 総 岡 ピ ル ) ( 531)  1  7  5  8  

理 研 鋼 機 (株) 大 阪 営 業 所

大 阪 市 北 l反 公 J止 町 1 ( 大 阪 ピ ル ) (441 J  8  6  2  1  

六 甲 工 業 (株 )

大 阪 市 附 iJ)( !>( ) 1 ) . ! 北通り 2 の 2 ( 632)  2  9  2  1  

社 団

i去 人 日 本 サ ッ シ 協 会 関 西 支 部

支 部 長 和 田 村 太 郎

大 阪 市 浪速 区 敷 津 町 3 - 2 0 C大 阪 府 建団 連会 館 ) C  6  3 2)  6  1  7  1  - 6  

27  



燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が 国 で は . 毎 年 火 災 の た め に 4 0 0 億 円 に 近 い 莫 大 なm失 と ， 大 き な

不 幸 を 生 じ て い ま す 。

.f.ムi主は. 一 日 も 平 〈 こ の よ う な こ と か ら 解 放 き れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 縫 築 材 料 が 必 要 で す 。

当 社 で は ， こ の 婆 望 に 応 え る た め に . 段 通 の 建 築 材 料 と し て ， す で に

欧 米 で 大 比 に 使 用 さ れ て い る 「 料 舟 形 鋼 」 を ， 当 社 川 崎 製 鋼 所 の 新 鋭 校

側 で 生 産 し て お り ま す 。

ニ の 「 峰I孟 形 鋼J は . 戦 〈 て 丈 夫 な rj W鋼 板 」 を 冷1m成耳目して. 各事E

の 形 鋼 を 大 量 に 生 E置 す る も の でf面 的 も 低 廉 で す 。

マ 凶 手 凶@偽

金 属 建 材

28  

設 計 ・ 責 任 施 工

可 動 由 仕111 u - t: - l i 本JI，@PIJ

S K或盆属下地帯- ，. . . ロV 711

ｩＧＯｉＮ ミ建材ーパラホ〉 ｀ Ｎｸｦｴ［ｨ ド ｉ，ＮＯｾ

発売元 住 友 商 事 株 式 会 社 酬建材師

ドア 錠 公 団 用 M R 陪

凶l 付 錠、 モ ノ ロ r ク

軒 厳 ド ア チ エ J タ・ 0 ・ァ

ル ベ ノ ト

特別ｾ Ｎ 金ｊＮｴ モ ノ ト コ

ホ ョ パ ー

セ イ ヲ 、 ハ ユ ー ス ク リ

ー ン 、 マ イ ハ ン ガ ー

⑥ H製造元 詰 満 点 製 作 所

ヨド 祉 k ｾ＼＠ ，1; ，1， ( 1 H  l' 11.¥商 3 r  IJ Ｒ 需 地Ｇ，ｾ，，，，， ｫｾ＼＠ ( 632)  1151 ( 代)

車 茸 営 業 所 1f("r.Il il ，j ( ( l  ((1ド 町 2 r  (J 1  1  Ｔ 酢 地Ｇ，ｾ，，，，， 胤 爪 Ｈ ＶＸＲ Ｉ 3241 I代}

名古置出張所 r， ，t; 陪 .h q1 1i . 白山町 4 - 16 (車場命科ヒル) 屯品 ｲ ，，ｾ 附 ＨＲＶ ＩＺｪ 5  2  9  (，I[) 

工 場 人 阪 府 刈 内 IIi A:.'i: 水 産 5 Ｕ 品 地 Ｇ，ｾ，［ｩｩ ，'J 内 (0729)( 61)6205( 代)



。
事

一

事

工

一

工

信

刈

一

治

衣

替

喝

一

品

副

言宣言十

施 工

逸儀電急エ孝妹夫舎が

取 締 役 会 長 佐 藤 太

車 締投 杜 長 大 森 久 司

*  I左 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電 話( 大 代 表 ) 大 阪312 ー 12 8 1

支 唐 事 支 社 大 阪 北 ・ 大 阪 南 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・奈 良

和 歌 山 z 滋 賀 * 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 京

取締役社長 斎 藤 次 郎

本 社 東 京 都 台 東 区 北 稲 荷 町 1 3 電話浅草 (841)8121ｾ＠ 9  

大阪営業所大阪市東区大川町一番地( 勧銀ビノレ) 電話北浜 (202) 0171 ｾ＠ 7  

出 張 所 青 森 ・ 仙 台 ・金 沢 ・ 名 古 屋 ・小 倉

29 
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く ｅ ［ｴｾＱＭ

日忠包〆ント

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 1番 地 大 阪 神 ビ ル 7 階 電 話 大 阪 (361)3351 --.，， 6

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁目 4 番地

事 務 所 北 海 道.・ 東京 ・名古屋 ・関西 ・九州

出 張 所 仙 台 ・ 広 島 ・ 高 松

包 装 所 札 幌 ・函 館 ・釧 路 ・下板橋 ・検 浜・芝 浦 ・青森・新潟

名古屋 ・大阪 ・広島 ・糸崎・ 高松 ・門司 ・小倉 ・福岡 ・鹿児島

J  

大 阪 セ メ ン ト 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 丁目 25 番 地

ト



111 野 田 小 野 田 普 通 ボ ル ト ラ ン ド セ メ シ ト

小 野 田 早 強 ポノレトラシドセメ γ ト

小 野 田 ダム用( 中庸熱) ボルトラシドセメ γ F

小 野 田 ν  9  カ セ メ ユノ

小 野 田 高 炉 セ メ シ

小 野 図 フライアッ ν ュ セ メ シ

小 野 田 白 色 ポノレトラシドセメシト

小 野 閏 カ ラ ー セ メ シ

JI¥野 ED1: ! ) ( シト

キ土 長

東京本部

大阪支庖

安 藤

註包

互主

丸 ノ 内 ・ 鉄 鋼 ピ ル

梅田・第一生命ピル

禄

宇 都 セ メY ト

宇 部 普 通 セ メ ン ト

宇 部 超 高 紐 セ メ ン ト

宇 部 中 庸 熱 セ メ ン ト

( 混合セメント) 宇部ポゾランセメント

( セメント混和材 F l y A s h ) 宇 部 ポ ゾ ラ ン

(  1陸量骨・材) 字濁パーライト

i UBEl 宇 部 興 産 〉

宇 都 ・ 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 広 ぬ ・ 福 岡 ・ 高 松 ・ 新 淘

31 



里二 ｾ＠ ｾｴ￦ Ｂ＠
@  

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ

ホイ ス ト・リフト ・ク レー ン・エスカレ ータ

………………………ｾ…… ｶ＠
設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K . K

イ主; 工の

本 ｴｬ 大阪市大 ｾ［ｩＺＺ 区天制 ｬ 総筋六丁目 天 六 阪 急 ビ ル

1正 話 大 阪 (351) 4  9  2  7  (仰・ 7 0 7  1  ( ビル)

米 京 'i4" l : ; 所 東 京 郁 子 ; 水 区 上 野 3 丁 目 10 番 10 号

' 必話 * 京 (832)  5  2  4  1刊

ｲ ，， ＧｩｨｬＧｾｮ 信仰 ｲ 1， ，'i hl rli 中 区 1:'; 出 町 5 8  '<IL話名古屋 (24) 8416 

工 場大阪市Ｊ淀川氏小ＮｦＱＮｾ中通 Ｕ 丁目 Ｖ 番地 Ｑ 2 屯話 (381) 0363 ・4588

カ ー ペ ッ ト モ ケ ッ ト ・ カ ー ア ン

住江織物株式会社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 4 - 5 5  

T E L  ( 251) 0081- 8  

支底 ・出張 所 東 京 / 名 古 屋 / 札 幌 / 仙 台

金沢/ 高 松 / 広島/ 福岡

オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

ム，o>>E 同 偽

、』 4 ."，

( M. T. K. S)  

32 

錆びない・ Z 直 訴

ヌチー ｊｾ サ ν シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ドアーJ 、ンガー

ヌテシ・アルミサッシ・ドアー

| 幻 三 高 製 作 何I
本 社 工 場 尼 ケ 崎 市神崎五反回200 電 話 大 阪 (401) 61回・ 6159

9463 ・7939 (491) 3200  

• 

4  .  



アルミニウム 東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール

本社及_ C } J ! } * 京 都 荒 川 区 尾 久 田f 5 ノ 1 0  0  0  

1ft 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 支 l占 大 阪 市 北 区 川 田 町 1 8  { 荘 地 仏 般 ビ ル

f包 括 (361) 9  1  5  4  - 7  

名 古hl 支 1占 名古屋市京区久盛田f 5 の 9 (1主附 ピ ル ) 2578- 9  

編 l.I¥j 出 娘 所 福 岡 市 締 口 町15格 J也の 1( サ ン ビ ル3階 ) ⑪ 8 8 2  5  

ブ ロ ン スε

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス はじこ [ 持) 長サ965

m

/m 1， 818

m

/m 

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポ リエ ステル板 ) 各種波、寸 法( 長尺物有)

• 
製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支Ji5 大阪市北区玉江I l l T 2 ノ 4 ( 三菱倉庫ピル ) 電話⑪ 1389 .  3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 宇 久 保 2 2  4  ｾｉＡＺ⑫ Ｓ ＱＰＱ Ｍ 4  

| 特 許 内 外 式 .  

電 動 ベ ン チ レ { タ ー .

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ 言 車 頁 に お こ た え で い き る

行 届 い た 設 計 地 工

工 場 ・プラッ トホ ーム ・

体 育 館 ・アー ケ ー ド に 最 適

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ‘ ン チ レ ー タ ー

大 阪 市 西 区 土 佐堀 船 PI T23 ( 大 阪商工ビル) T E  L (44 1) 3983 ・4396

工 場 大 阪 市城 東 区 天 王 田 町 1 の 14 1 T E L  (962 ) 1149 

設 計 施 工
句 作
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1  鈴 木 弐 防 火 シ ヤ タ ア |  

34 

• 株 式 会 社

ア 商
. 6.  

ｾ＠

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 。71) 4  1  5  1  - 6  

北陸 営 業 所 金 沢 市 長 田 町 1 .1  9  屯 話 @ 2 2 8 7  

回申enzFR量三:令
子二1ナアアプi )パ ス 浴 梢 合 似 刑 玖J!ll ¥ o笠 日

可 箱風目 ・ボイラー ・

f ム，

大阪ガス会社指定

ガス風日 ・i，wL 7)( 針jf

田 中 風 呂 譲 位 京

大阪市浪速区 J じ田T1  T  bl 742 (641)  5313 ・ 8128

J I. G. C. 武

米 国 パ ブ コ ・ コ ン パ ウン ドアスフ ァ ト1
J  •• • ｾ 販 売

米国パイヤライト・コン パ ウンドアスフ アルト l

内外Z 業株式会社

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電話 (64 1) 3434- 6  

工場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

綜合建築設計への道

段 計部 1. 各 州 欽'j'l" ・鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

， μｾｾ 告の設官 ｉ Ｇｾ［ ｲＮＮＮ･ｬｬ

2  ダ イ ヤ モ ン ドトラス ・ジグサ' グ

トラス ・王Ilrr トラス主芋

各州大必 ＱＱ ｜Ｑ 欽竹泣の設計ｾＺＺｩｩＮ ｊￆ

1. 耐 渓 耐 瓜 木 材 機 合 金 共 の 製 造l仮 死

P A T .  0 式 ( 総 本 式 ) ヂベ ル 及 ク ラ ン プ

2. 鉄筋肉按手及末端定泊金. J . - 1 ，

P A T .  ノぐコ及ノぐスト

令、

地 賀 郡 ポーリング ・ 処築物恭礎工 Ｔｾ

の 為 の 土 質 伽lゴ笠

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々 算事務所 ・織本特殊HI f 造研究所 ・合体)

東京都 中央区 日制局かき がら 町 3 の 2 包括(671) 6443 ・7007 ・7062

• 
4  



‘  

‘  

• 
9  

簡 易 で

コ ン

生

ク リ

均 質 な

豊 国 生 コ ン ク リ ー ト 側

電話 (312) 3  6  3  7番

工場所在地( 尼崎 ・守口)

ツ ル ガ 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 側

電話 ( 361) 6235 - 7 番

工場所在地( 春日出)

ノ ザ ワ コ ン ク リ ー ト 繍

電話 (303) 3101番

工場所在地( 茨木)

小 野 田 レ ミ コ ン 鋼 大 阪 支 J吉

電話 ( 361) 1261番

工場所在地 ( 尻無川. 灘波島茨木

京都. 神戸)

大 阪 徳 山 生 コ ン ク リ ー ト 繍

電話 (202) 0531 ｾ＠ 9番

工場所在地( 大阪港区)

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 側

電話 (361) 1231番

工場所在地( 佃.千 島. 大東. 向日町

神戸 . 和歌山. 姫路)

大 阪 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工 業 側

電話 ( 271) 6051 - 7番

工場所在地( 福 11時. 吹田 .桜島)

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 掛

電話 (312) 0182.(313) 0881番

場所在地( 津守. 淀川. 魚崎 . 城東)

三 菱 セ メ ン ト 綱 大 阪 支 J吉

電話 ( 361) 1261番

工場所在地( 尼崎.大 阪 城 東 . 阪南)

住 友 セ メ ン ト 側 大 阪 営 業 所

電話 (202) 0171 - 7番

工場所在地 ( 春日出.堺. 西宮.

神足)

八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 側

電 話 堺 ( 3)  2323 - 5番

工場所在地( 堺 . 千里山)

関 西 生 コ ン ク リ ー ト 協 会

大阪市北区見我野町 6 7 - 1  

( 梅田 グリーンビル 6 階)

電話 (312) 8831( 代 表) 3267( 直通)

35 



建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 . ノ

附霊長

ドライアリベットZ詰

-
e
l

.

，
，

事

( P A T E NT .  

ド ラ イ フ' イ ッ 卜・ド ラ イ ブr ピ ン

ドライブリ ベッ タ ー ・ ド ラ イ ブ リ ベッ 卜

製 造 元

日感ドヲ τＷＢｾ ・ＮＮト株式会結

東京 ・大阪・ 名古屋

御

手

持

ち

の

ド

ラ

イ

ブ

イ

ッ

ト

(

三

三

O

型

及

四

四

O

型

)

に

ド

ラ

イ

ブ

リ

ベ

ッ

ト

用

ア

タ

ッ

チ

メ

ン

ト

を

取

付

け

る

だ

け

で

電

気

も

、

ド

リ

ル

も

、

コ

ン

プ

レ

ッ

サ

ー

も

使

は

ず

に

薄

鋼

板

金

属

板

に

、

瞬

間

に

、

強

固

に

経

済

的

に

リ

ベ

ッ

ト

打

ち

が

出

来

る

特

殊

リ

ベ

ッ

ト

法

が

完

成

致

し

ま

し

た

。

34 1  - 6  4  4  4  

T E L  
36 1  - 8  7  0  9  

大 阪市北 区絹笠 UIT l l

，優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 惨

パヒロ〉壁

輔 自 車 壁

上

れす、ぎかべ.  

. _ . 吹付の で き る 京砂 壁 材華街 ω｣ｴｾ よかぺ

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 ・ 全 国

本 主l 大 阪 ili 酋 局 区 内 凶 ツ 橋 氾前 大 阪 (541) 5756- 9  

， Ｚ［ｾ Ｎ 談 所明 石市 西 一 ｬＧ 子 田 ｔ I 丁 目 3 9  it;: 訴 明 石 5 8  5  2  

' 従業所 有MI品Ji n上 牟 81 八 閲 回T 26帯 地の 1 1l t新 制 |河白5) 3  2  4  5  

36 



内 装資 材

専 門 居

建 材 の

， 

e  

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神 戸市生凹区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビ、 j レ)

直 通 電 話 神 戸 (33) 0881- 3  

支 広 大阪市北区絹笠岡T50( 堂 ビル 5階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 (312) 2031- 4  

倉 庫 神戸市野合区八幡通 1一 5 ( 電話⑫2923)

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｑｉ ＮｾＱ ミー陣取帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾社

- 御申童書次第カタログ進呈

東京都中央区銀座西 8 の 3 電話 ( 571 ) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市南区若草田T 3 3 11i話 ( 81 ) 3  6  6  0  

37 



アルミニウム天井 鉄 鋼 会 館 新阪急ビル日進式ボード下地

ボー ド下地や アル ミニ ウム の .  

仕事につきましては 何卒 I  t  

奥村軍兵衛商腐 に ご照会下 さい .  鴨

大 阪 市 北 区 木 幡町 60 番 地

K .  K. 奥 村 重 兵 衛 商 腐

電 話 大 阪 ⑩ 4131( 代)

福 岡 出 張 所 電 話 福 岡 ② 臼60

な

を

ン

美

ぃ

ダ

市

る

モ

都

創

ス チ ー ル

15.方1朝ノマネル

アルミレディーメード

ダイケンの ｬｌ ｾｨ シＯドア

動ー竜員参司 ｴ ｊｴ ｾＱ 動

q ィケシザ: ァシ株式会社

(1日大阪建材工業株式会社〉

本 社 ・ エ 喝 嚇 可J ｾ＠ 1'11 町 1 - 6  T  E  L  ( 38)  1  1  4  1  

鳳 工場排 ｉｬｩ 平 ＱｾＴ 伺 ｲ 4  8  T  E  L  ( 7 )  1565- 6  

東 京 事 務 所 東京 町11千代m区 宇 河 町 1 - 1 T  E  L  ( 加) 6  6  4  1  

名古屋営蝶 所 名 山 原 市 東 区 東 新 町 村 イ ー ス タ ン ピ ル)S()39 1  1  

徳 間 賞 県 所 飢 凶 < 1 ， 阿 的 " 1  11 J 的 2 4 TEL ( 74) ! ' ;  1  0 6  

金 沢 営 業 所 金 沢 市 下 新 町 1 3  T  E  L  (31)  3427- 8  

哩 野 作 田 庶 民 野 市 庁 聞 東 町 1 2 5 I T E L ( 3 ) 2 7 2 9

38 



PS型レテごイ〆ードサッシ

i l 日本建鉄の

サッシドア
i "11ミ

日 本 建 鉄 株 式 会 社

東 京 錦 千 代 I日限大下回[ 2 - 8 T E L東 京 ( 201) 0341 (代 )

大阪市北民堂島上 2 - 3 9  T E L大阪 ( 361) 6758 (代 )

本 社

大阪? 巧業所

日本建築協会優震謹明

論、す元- f J イ1- 8望

.1・て 株式鋭日本セメント防水剤製造所

・名 Il j J : 長@ 1 3 3  I  

セ メ ン ト 増 強 防 水 剤
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| … 目本シヤ羽目減健所

大 阪 市 東 淀 川 区 閲 川 通 6 丁 目 3 8 番 地

'.ltd占( 大阪) (301) 代 3 6 5 6 - 9 番

福岡 支庖営蝶所 名 古 屋 高 松 岡 山

全国主要書11市ニアリ

民話 ｩｾＢＢ｝ｾ 若手書調

工主島 東京

代行販売庖

本社工場
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昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

社 会建築
第 l 号と

第 4 6 斡

をキオ

@  

朝 日7 レキシ7/ 1- ';1トド

建燃方二

r ' -

疋三法宅イ主ノレビグ〉て来志

昭

和

四

十

年

一

月

二

十

日

印

刷

昭

和

四

十

年

一

月

廿

五

日

発

行

朝日スレート

21事目日7ロベスト

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

古

一

川

相

川

・

シタイρ&

I ρ d友枝

ヲ¥トラク

部

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 摺 南 通 5 ノ 3 5  

l(1"i ，( 441)  5408 ・5486( 443)  2700 

株 式 会 社 久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

ｬｲｲ ， Ｚ ｾＨ ＳＴ Ｑ Ｉ＠ 0207- 8 ・4836- 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市西区南樹江大i i ! i 1 町 1 9 屯，;[， ( 541)  6161- 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長期橋筋 2 ノ20( i日出掛 lllf事前)

ｾ，，｛，Ｈ＠ 211)  6923 ・0575

京都営蝶所 京制市中京区河原町東 J WFJ レ ( 23) 3277 ・3279

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 街 区 日 本 僑 筋 2 ノ 3 6  

1(1，;，( 632)  0  1  2  1  - 4  

有 限 会 社

区 荒 閉 闘T 1  

也 活 ⑤ 2697 ，2140 ・9151

金

百

八

十

円

(
送

料

共

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖

京 m市 下 京 区 太 古 : 通 四 最 下 ル

';It ，，[， ( 81)  0  8  7  1  - 2  

因 建 材 株 式 会 社

:1' 1  i金， b1 ，1， 問 医 院 本 岡r 3  - 8  

'，(1"，¥ ( 57) 7461 - 3 ・8589

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 H :.1'，図r 4  1 ノ 2

ｴ 正，，ｾ ( 24)  1329 ・2106 ，2817 

東 物 産 株 式 会 社

本 社 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  11e"i ，( 24)  6176- 9  

舷車出張所 ・岐 阜 市 竹 邸 周r 2  7  ｾ， Ｑ ， ｾ③ ＲＲＰＱ＠ '  2360 

盛 建 材 株 式 会 社

本 社 広 品 市 鉄 砲 ar 1  0  8  11.: ，:i，( 21) 2281- 7  

岡 山 ・ 間 山 市 東 III 町 3 lU，;i，( 3  )8285- 7  

福 岡 偏 l岡 市 万 行 午 前 町 1 4  1[ ，日② 5566- 8  

関西三星タイル会員

同

日

育和

電 話 大 阪 ( 231 ) 9 6 4 8  • 9 6 4 9 ・9 6 4 0

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7  

材

兵 庫

井 建

神 戸 市

ご 入 会 の お 申 込 は

「建 築 と 社 会 J 発 行 所

石


